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令和２年 決算審査特別委員会会議録（第１日） 

 

 令和２年９月２８日午前１０時、決算審査特別委員会を忠岡町委員会室に招集した。 

１．出席委員は、次のとおりであります。 

  委 員 長           三宅 良矢    副委員長   前川 和也 

  委  員   北村  孝    委  員   是枝 綾子 

  委  員   松井 匡仁    委  員   勝元由佳子 

  

１．欠席委員は、次のとおりであります。 

  なし 

 

１．本委員会に、出席を求めた理事者は、次のとおりであります。 

  町  長        和田 吉衛   教 育 長        富本 正昭 

  町長公室長       立花 武彦   町長公室次長兼人権広報課長 

  住民部長        村田 健次               明松 隆雄 

  健康福祉部長      東  祥子   産業まちづくり部長兼産業振興課長 

  教育部長        二重 幸生               谷野 栄二 

  教育部理事兼学校教育課長        消 防 長        森下 孝之 

              石本 秀樹   消防次長兼消防署長   柏木 忠司 

（各課課長同席） 

 

１．本議会の職員は、次のとおりであります。 

  事務局長   柏原 憲一 

  主  査   酒井 宇紀 
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 （会議の顚末） 

委員長（三宅良矢議員） 

 おはようございます。本日は、ご多忙のところご参集いただきまして、誠にありがとう

ございます。 

 私は、過日、皆様のご推挙を頂きまして、当委員会の委員長を務めさせていただきます

三宅でございます。よろしくお願いいたします。副委員長には、前川和也委員が選出され

ておりますので、共々よろしくお願いいたします。 

 では、着座にて進行させていただきます。 

 本日は、去る９月９日開会の第３回定例会におきまして、当委員会に付託されました令

和元年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定について、その審査をお願いするもので

ありますが、審査がスムーズに、また実り多いものでありますことをお願い申し上げて、

ただいまより決算審査特別委員会を開会いたします。 

（「午前９時５９分」開会） 

 

委員長（三宅良矢議員） 

 開会に先立ちまして、町長よりご挨拶を頂きます。 

町長（和田吉衛町長） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 町長。 

町長（和田吉衛町長） 

 皆さん、おはようございます。ご案内のように、本日、各委員におかれましては、公私

何かとお忙しい中、令和元年度の一般会計、特別会計の決算審査にご出席いただきまし

て、誠にありがとうございます。 

 内容につきましては、各決算書に基づき担当より説明をさせていただきますので、どう

かよろしくご審査のほどお願いいたしまして、挨拶に代えさせていただきます。よろしく

お願いいたします。 

委員長（三宅良矢議員） 

 ありがとうございました。 

 本日の出席委員は６名で、委員会は成立いたしております。 

 お諮りいたします。会議録署名委員は、先例により、委員長の指名としてご異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

委員長（三宅良矢議員） 

 異議ないものと認めますので、私のほうから指名させていただきます。１０番・勝元由



3 

 

佳子委員、３番・北村 孝委員を指名させていただきます。 

 

委員長（三宅良矢議員） 

 それでは、一般会計から審査を行います。理事者におかれましては、各委員の質疑に対

しまして、その趣旨をよく理解した上で、明確かつ簡潔に答弁を行っていただき、会議が

円滑に進行いたしますようお願いいたします。 

 また、議事の進行及び会議録作成の関係上、皆様には発言に際し、まず委員長に許可を

求めてから発言されますとともに、必ずマイクのスイッチを入れていただき、発言後はス

イッチを切っていただきますよう、併せてお願いいたします。 

 

委員長（三宅良矢議員） 

 それでは、決算書の７ページから３５ページまでの一般会計の歳入に入ります。 

 まず初めに、提出されております令和元年度一般会計決算資料及び今後の財政収支見通

しにより、財政課長から歳入の説明も含め、町財政全体の内容と今後の見通しについて説

明された後、歳入に係る質疑をお受けいたします。 

 それでは、財政課長の説明を求めます。 

（岩佐財政課長：説明） 

委員長（三宅良矢議員） 

 説明は、以上のとおりです。 

 質疑をお受けいたします。 

 なお、質疑におきましては、歳入と、説明のあった財政全体についてでも結構でありま

す。質疑ございますか。勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 すみません、この資料の３ページ目なんですけど、町税収入の推移の大きいグラフなん

ですけど、さっき説明で府の徴収機構に参入してから税収がアップしてるということでお

っしゃってたんですけど、ちょっと私、聞き漏れたので、何年から入り出したのかという

のを教えていただきたいです。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 平成２９年度から参画したというふうに聞いております。 

委員（勝元由佳子議員） 

 はい。 
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委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 なんですけど、住民の感覚でいくとね、人口が減っていってるというか、税収落ち込ん

でるんと違うかという思いなんですけど、逆にこの参画してから増えてるということは、

素朴な疑問として、じゃあ今まで参画するまでちょっと取り漏れてたのというところがあ

るんですが、ではないんですか。どんな感じなんですか。 

税務課（森野英三課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 森野課長。 

税務課（森野英三課長） 

 平成２９年度から大阪府の徴収機構に参加させていただきまして、そこでは主に滞納で

残っていた分というのを基本的には徴収させていただいております。で、その効果が如実

に現れたのが２９、３０と続いておりまして、今年度に至っても参加を続けているといっ

たところでございます。 

委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 ということは、参画するまでは、ずっと滞納、滞納が蓄積されていたということです

か。 

税務課（森野英三課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 森野課長。 

税務課（森野英三課長） 

 参加前も、もちろん滞納については町職員のみで対応はさせていただいておったり、古

くは大阪府の方に来ていただいたり等々はしておったんですけども、ここで徴収機構に参

加することによって、大阪府の専門的な知識であったりスキルであったりを共有させてい

ただいて、徴収率が上がったということになっております。 

委員（勝元由佳子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 
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 徴収率が上がったんやったら、それはそれでいいです。ただ、町の職員さんもやっぱり

スキルはアップしていただきたいというところがありますんで、本屋さんとか行ったら、

税の徴収に携わっている職員向けの本とかやっぱりあるんです。なので、そういう本と

か、実務者向けの本とかあるんで、そこは町の職員も、いつまでも府のそういう組織にお

んぶに抱っこではなくて、スキルアップしていってほしいと思います。 

委員長（三宅良矢議員） 

 森野課長。 

税務課（森野英三課長） 

 徴収率確保のために、職員にもスキルを上げるような対応で考えていきたいと思いま

す。 

委員長（三宅良矢議員） 

 ほかに。 

委員（北村 孝議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 北村委員。 

委員（北村 孝議員） 

 説明にもあったように、コロナのあれが少し出まして、税収に影響云々で、この寄附

金、元年度は２億１，１２２万６，０００円となって、今年度はコロナがまともに影響し

てくると。当初の予算と変わってくると思うんですが、大体どれぐらいを見てはるんです

かね。それで、今現在どれぐらいあるか、ちょっと教えてください。 

委員長（三宅良矢議員） 

 小倉課長。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 ふるさと納税でございますけども、現在、９月中旬の時点の寄附額でございますけど

も、前年度と同様、約４，０００万円程度頂いておるところでございます。ただ、ふるさ

と納税でございますけども、今から年末にかけてが一番寄附額が増えてくるところでござ

いますので、今の時点でどうなるか全く読めないところではございますけども、新しいサ

イトも入れておりますんで、去年と同じほど頂ければうれしいなというふうには思ってお

るところでございます。 

委員（北村 孝議員） 

 ありがとうございました。 

委員長（三宅良矢議員） 

 他に。 

委員（是枝綾子議員） 
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 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 一応、決算の説明いただいたこの資料のほうで、その１ページのところからなんですけ

ども、この決算は歳入不足であったということで、９，０００万円の財政調整基金を取り

崩したんですが、その主な要因というのが、普通交付税や臨時財政対策債、前に交付税の

代替財源という、この交付税関係が減ったということが一番大きな理由だというふうに述

べられております。 

 そこでちょっとお聞きしたいんですけれども、地方交付税ですね、この説明いただいた

資料の３ページのところの地方交付税の普通交付税のところで、前年度比４，２４４万

５，０００円減っていると。税収がアップしてるので減ってるんやけど、かなり減り具合

がやっぱり大きいので、この減っている理由についてもう少し詳しく教えていただきたい

と思います。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 普通交付税の減の要因でございますけれども、先ほど申し上げましたとおり、主なもの

につきましては、やはり臨時財政対策債が減となったことによります。この部分が、臨時

財政対策債が６，８００万円、決算ベースで減になっております。この部分につきまして

は、国のほうで財源不足額というものが、国税の上向きに伴って財源不足額が減となった

ことによって、財源不足を補う臨時財政対策債につきましても、全国地方自治体で減額さ

れている部分が大きな要因となっています。 

 それ以外の部分につきましては、やはり忠岡幼稚園と忠岡保育所を統廃合して民間の認

定こども園に移行したというところで、要は公的な保育所、幼稚園に通っている子どもの

人数が減ったことによりまして、基準財政需要額が大きく落ちてしまったというところ

が、今年度につきましてはかなり大きな減要因となっているという部分でございます。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 そうですね。交付税の基となる基準財政需要額マイナス基準財政収入額ということで、

その差が大体交付税ということで出るので、その基準財政収入額が、税収が法人税のアッ

プしたという部分が上がったということはあるんですが、需要額ですね、効率の忠保、忠
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幼がなくなったために基準財政需要額が減ったということが一番大きいということであり

ますので、どれぐらいこの影響はあったんでしょうか。忠幼、忠保がなくなって、公立の

そういう施設に入っている子どもの人数が減ったという影響は、どのぐらい需要額が減っ

ているんでしょうか。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 幼稚園と保育所で算定する費目が異なるんですけれども、またそれ以外の項目もあるん

ですけれども、その費目だけで見た場合に、合計で６，０００万円ほど需要額が下がって

いるということでございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 ６，０００万円、忠岡は要らないだろうということで需要額が減らされてしまってい

る。６，０００万減らされたら大きいですよね、非常にね。ということで、分かりまし

た。ちょっと忠幼、忠保廃止の影響だということが６，０００万円ほどあると、需要額

で。 

 あと、需要額でよく単位費用の見直しということで、トップランナー方式とか、そんな

んが言われているわけですが、この年度、単位費用の見直しとかの影響というのはあった

でしょうか。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 単位費用の見直しは、毎年度、交付税の算定において要は変わっていくものでございま

すので、ちょっと今ここに手持ちで全て単位費用の一覧等を持っておりませんので、ちょ

っとお答えはしにくいんですけれども、トップランナー方式につきましては、新たに令和

元年度でそこの単位費用に反映させるというようなところは、国においても行われていな

いということで聞いております。 

委員（是枝綾子議員） 
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 分かりました。はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 あと、公債費が減少しているというところの、その影響というのもあるでしょうか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 公債費のほうも、償還が完了するものもございますので、その部分につきましても令和

元年度については大体７００万程度、基準財政需要額が落ちているということでございま

す。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。実は今回でこの決算の資料、リニューアルされて、今までついていた決

算カードが今回ちょっとないので、数字をお聞きしたいんですけれども、基準財政需要

額、基準財政収入額、それぞれどのぐらいの数字、出ますか、出ますよね。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 交付税の需要額と収入額でしょうか。 

委員（是枝綾子議員） 

 そうですね、いつも決算カードに載っているこの数字で結構なんですけど、若干ずれが

ありますけどね、こっちの決算状況というところの。一応３つ数字をちょっと教えといて

ほしいから、基準財政収入額と基準財政需要額と、標準財政規模もついでに教えといてい

ただきたいんですけど。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 
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 まず基準財政需要額につきましては、３４億７，４８１万９，０００円でございます。

基準財政収入額につきましては、１９億８，３７３万９，０００円。標準財政規模につき

ましては、４２億３，４７８万円でございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。ありがとうございます。委員長、すみません。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 何で、一応、決算カードがついてない理由というのをちょっとお教えいただきたいと思

います。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 今回、決算の資料につきましても、年々同じようなものがずっと続いている中で、時代

とともに、トレンドな部分というのを明示化していきたいというような思いもございまし

て、いろいろな形で、試行錯誤的ではございますが、要は徐々に更新をかけていってると

いう中で、決算カードにつきましては、総務省が毎年全ての地方公共団体の決算データを

集計して、同じものを公表しているというところがありますので、ちょっと時期はずれて

しまうことにはなるんですけれども、そういったことで、うちの事務の効率化の観点から

も今回省かせていただいたということでございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 そしたら、総務省がつくってくれはるので、今回ちょっと省略ということになったとい

うことで、数字は当然持ってはると思うけど、こういう形のフォームのものは、今回はち

ょっとまだつくっていらっしゃらないという状態であるということですね。分かりまし

た。はい、委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 総務省が発表される時期はいつ頃でしょうか。すみません。 
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財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 例年でいくと、大体翌年の２月から３月ぐらいになっております。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 ちょっと遅いですけど、分かりました。 

 では、続けていいですか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 どうぞ。 

委員（是枝綾子議員） 

 そしたら、性質別のところでなんですけども、義務的経費が増えているというところの

話なんですけれども、扶助費が前年度比７，１０７万２，０００円増えているというとこ

ろですけれども、認定こども園施設型給付費などの増によるということで、もう少し詳し

い、給付費などの増というのは何なのかというのをお教えいただきたいんですが。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 主なところで言いますと、先ほど申し上げましたとおり、認定こども園施設型給付費な

どの増によるということなんですけれども、要は他の扶助費で大きいもので申し上げます

と、児童発達支援事業費であったりとか、介護給付訓練等給付費、子ども医療扶助費など

が増になっております。 

 認定こども園施設型給付費につきましては、令和元年１０月の国策であります幼児教

育・保育の無償化等も関連しておりまして、それとあと、忠岡幼稚園、忠岡保育所が民営

化したことによって財源構成が変わったことによって、大きく扶助費が伸びたという形で

考えております。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 
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委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 前年と比べて大きな違いがあるところは、忠保、忠幼の民間になったというところで、

お金の流れが変わったように思うんですが、公立であったら扶助費というところに算定と

いうことではないということなんでしょうか。民間になったら扶助費というところで項目

として出るということなんでしょうか。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 一部、扶助費というところに決算上は振り替えてるところではございますけれども、そ

こが大きく全て分かりやすい形で扶助費に変わっているというところで分析いたしており

ます。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 扶助費が大きく増えてるやないかというふうになるのは、お金の流れが若干変わったと

いうところで増えているということで、いろいろその予算が充実したというふうなことで

は特にないということですね。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 新たに何かをするというわけではございませんので、例えば先ほど申し上げました児童

発達支援事業費なんかは、住民さんのニーズにお応えして、要はここ数年、右肩上がりで

伸びてるというところでございますので、認定こども園の部分につきましては、財源の流

れが変わったというところが大きな理由となっております。もちろん歳入におきまして

も、要は国庫支出金、府支出金が、その認定こども園に対してのついてくるものがござい

ますので、その部分につきましても増となっているということでございます。 

委員（是枝綾子議員） 
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 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 昨年度と比べていろいろと見る際には、そのお金の流れが、そういったところで項目替

えになっているとかいうふうな形のところがちょっと多々あるということなので、数字を

そのまま見て、７，０００万、すごく扶助費が増えたというふうにではなく、若干は増え

ていらっしゃると思いますけれども、まあそういうことだということですね。分かりまし

た。 

 あと、委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 公債費なんですけれども、前年度比４，３０８万４，０００円増えておりますが、増え

ている理由が、２８年に発行した忠小の空調の整備事業の元金の発生が始まったからだと

いうことなんですが、これだけで増えたという、改装やってる分もありますし、これ以外

にどういったものが主なものとしてありますでしょうか。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 今申し上げました忠岡小学校空調整備、２８年度の分以外にも、平成２５年度に実施し

ました防災行政無線の元利償還の発生、あと平成２７年度の粗大ごみ破砕施設更新の元利

償還金の発生、あともう１つ大きいのが、臨時財政対策債、２７年度に発行した部分の元

利償還が発生したというところが大きなところでございます。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。そしたら、６ページのところの経常収支比率のところで、非常にちょっ

とびっくりする数字が出てきているということで、前年度比４．５ポイント悪化して１０

８．４ということで、これは臨時財政対策債を抜いている数字ですよね。入ってないです

よね。 

財政課（岩佐式人課長） 

 入ってます。 
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委員（是枝綾子議員） 

 入っている数字。それを抜いた場合は、もう少し低くなりますね。これ、入ってるん

や。臨財債が入ってるということで。抜いた数字を教えてください、ポイントで。 

財政課（岩佐式人課長） 

 すみません、今ちょっとその臨時財政対策債を抜いた数字というのが手元にございませ

んので、また後ほど調べさせていただきます。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました、すみません。委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 臨時財政対策債は、起債ではあるけれども、地方交付税として本来国が現金でくれてい

る交付税として忠岡町に渡さなければいけないものを、財源がないからと言って、借金し

といてやというふうな、そういう形になってるということですので、ちょっと本来の本当

の数字ということではないかと思いますので、また分かれば教えてください。 

 ということで、すみません、その経常収支比率を押し上げているという分が、地方交付

税の大幅な減と扶助費、公債費の増ということが理由だと思うんですが、数字悪化の原因

とあるんですけれども、忠幼、忠保の廃止と、その民営化になったということが、数字上

悪化させるという、そういうことの影響というのはあるんでしょうか。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員おっしゃっていただいたとおり、まず歳入の部分におきましては、普通交付税と臨

時財政対策債が合わせて１億１，０００万程度、まず悪化させる大きな要因となっている

と。で、歳出の部分につきましては、扶助費であったり公債費という部分ですね。あと人

件費も伸びておりますので、その部分が悪化の要因となっておりまして、忠岡幼稚園と保

育所を統廃合した部分につきましては、単純にそれに係る経費というものが決算上下がっ

ておりますので、そこは悪化する影響にはなっておりません。 

 ただ、全てつながっていくもので、例えば忠岡幼稚園と保育所がなくなったことによっ

て、交付税のほうは需要額が下がっておりますので、そういう意味では全く関係がないと

いうところはないんですけれども、実際の決算額上で見ると、その辺の影響はないという

ふうに分析しております。 

委員（是枝綾子議員） 
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 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 私ら素人から考えたらね、ちょっと予算のどこの項目に入れるかというところでの数字

の動きが若干あるので、この１０８．４というところがね、ほんとにあと、もう崖っぷち

に立ってて大変だというふうに見るのか、それともそういう組み替えの部分もあっての１

０８．４というふうに見るのかというところで、どう見たらいいのかというところをちょ

っと考えたかったのでお聞きしたんですが、全く影響はないことはないけれどもと、まあ

財政上悪いというのは、財源不足であるから、それは悪いという状況はあるんですけれど

も、だからといって去年よりも物すごく、それは地方交付税が減らされたら、それは大変

ですけど、そういう部分も若干入ってるというふうに見てよろしいでしょうか。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 そうですね、今申し上げましたとおりで、細かいところで言うとひもづいていくんです

けれども、そこが実際、交付税等の話になってくると、理論上の話という部分もございま

すので、なかなかそこを実数で表すことはできないと。ただ、本町の財政の体質上、やは

り依存財源に頼っているところが大きいという部分もございますので、やはり本町にとっ

て地方交付税及び臨時財政対策債、これが要は減ると、かなり大きな影響を受けると。逆

に良ければ、昨年度、平成３０年度のように交付税等がまだ良い感じで入ってくれば、経

常収支比率は若干改善するというところで、やはり国の動向に左右される部分はあるのか

なと。 

 ただ、６ページの経常収支比率の推移を見ていただきましたら分かりますとおり、やは

りシビックセンターの公債費が満額償還しているときは、かなり高い比率を保っておりま

すので、やはり２９年度、償還が完了したことによって３０年度はがくっと下がっており

ますし、その辺、交付税に左右されながらも、抑えるところは抑えていくというような形

で、経常収支比率については、高水準ではあるんですけど、徐々に改善させていくような

形で運営していきたいなというふうには考えております。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 
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委員（是枝綾子議員） 

 地方交付税が減った部分と、あと臨時財政対策債が国の都合で、国の財源不足で減らさ

れたということは、忠岡町の責任ではないということはありますので、これはやはり臨時

財政対策債、もう１０年以上、臨時と言って、そういう形で来られているのを、やっぱり

全部地方交付税としてきちっと措置していくと、財政調整機能を果たしてくれと。財政保

障をするという機能も果たしてくれということで、やはり忠岡町としてもこの地方交付

税、臨時財政対策債ではなく地方交付税としてきちっと措置されることを求めていただき

たいと思いますが、その点ではいかがでしょうか。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 もちろん議員のおっしゃるとおりで、この臨時財政対策債というものは、そもそも時限

立法から始まっているもので、国の財源不足がなかなか解消されないというところで、ず

っとずるずる来ているというところでございます。 

 また、令和３年度の概算要求につきましても、先日、要はプレス発表等なされてるとこ

ろなんですけども、コロナ禍の影響で臨時財政対策債は来年は増に回るだろうというよう

な情報も入っております。ただ、要は地方交付税としてもともと本来もらうべきものとい

うことでございますので、国におきましても本町からは臨時財政対策債ではなく現金とし

て地方交付税を満額、財源保障として交付していただきたいという要望は、今後とも国の

ほうに要望してまいりたいと考えております。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 よろしくお願いします。あと、臨時財政対策債なんですけれども、かなりもう国が発行

してくれと言われて、１０年続いて、実は町債残高の半分は臨時財政対策債なんですね。

それは去年も言いましたけれども、この資料の７ページのところを見ますと、７４億の町

債残高のうち３６億が臨時財政対策債であるということなので、忠岡町は借金いっぱいあ

るでと言われるけれども、実は地方交付税として受け取るべきものを借金にさせられてい

るというところなので、これは本当に不当なことだなと思いますし、ということですの

で、ぜひそれは強く求めていただきたいと思います。 

 あと、経常収支比率への影響というのは、ちょっとまた数字が出たらということでした



16 

 

ので、またお教えください。 

 続けてもいいですか、委員長、すみません。 

 あと、次の８ページのところの健全化判断比率のところの実質公債費比率というところ

なんですけれども、この実質公債費比率、３か年平均なんですけれども、３か年平均やか

らそんなに大きく上下するものではないけれども、やはりシビックセンターが終了したと

いうところで大分改善されてきたとは思うんですが、実は償還額が前年度と比べて増えて

いるのに、実質公債費比率が１０．９に減っているということで、去年は何ぼでしたっ

け。すみません、去年の数字からしたらかなり下がっていますよね。去年は何ぼでした

か、書いてあるところが分からん。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長、分かりますか。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 どうぞ。 

財政課（岩佐式人課長） 

 昨年は１４．６％になっております。 

委員（是枝綾子議員） 

 そうでしょうね。はい、委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 昨年は１４．６であったのが、今回１０．９に下がっているということで、かなり良く

なった、公債費、大分減ったんと違うかというふうに見られるんですけれども、実は償還

額は増えているというところなので、これは何で、償還額が増えているのに実質公債費比

率が下がるのか、それをちょっと教えていただきたいんですけれども。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 実質公債費比率につきましては、３か年の平均ということでございまして、昨年度は、

平成２８年度、２９年度、３０年度の３か年の平均で出しておったものが１４．６％にな

っております。今年は、平成２９年度、平成３０年度、令和元年度の３か年の平均で算出

いたしますので、やはりシビックセンターの公債費を払ってた時代の部分が１つ抜けてし
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まったというところが、最も大きな要因となってます。 

 それプラス、要はクリーンセンターの長期包括運営管理事業の公債費に準ずる債務負担

行為に関するものというのが、毎年１億５，０００万円程度、公債費比率の算定の中に入

っておったんですが、それが令和元年度の算定の際には長期包括が終わりましたので、そ

の１億５，０００万が消えたというようなところも改善した要因というふうに考えており

ます。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。この実質公債費比率が下がった理由が、クリーンセンターの長期包括の

管理事業というのが、実は別に起債を起こしてやってるわけでないけれども、その毎年の

委託で払っている金額の分が債務負担行為の補正をやっている、その関係でということで

すね。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 年間でいいますと、普通の決算でいいますと、委託の中に入っておるという考え方なん

ですけれども、当時、要は大規模改修ということで、工事部分の金額がございますので、

その金額の部分を１０年に分けて債務負担行為として計上していたと。それがなくなった

ことによるものということでございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 そしたら、そのクリーンセンターの長期包括事業の大規模改修の工事部分というのを１

０年間ですね、毎年幾らずつということで、公債費のここに、実質公債費の中に入ってた

んでしょうか。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 
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 １億５，０００万円です。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。実際には、公債費、借りたのが民間の受託者のほうから借りたという形

になっているので、ということなんでしょうかね。一応起債はしてないけれども、同じ条

件だということで。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 起債ではございません。ただ、１０年の長期包括ということで、やはり契約した時点で

１０年間というものが担保されますので、その部分は予算的にも義務的経費として計上し

ていく必要性があることから、債務負担行為を上げたと。その中で、公債費に係る部分、

大規模改修部分だけを抜き出して、こういった実質公債費比率に反映させるというふうな

形になっております。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。債務負担行為の補正をしていると、言うたら担保してるという、そこが

あったからということですね。分かりました。 

 標準財政規模というものに対する比率ということなので、先ほど数字、決算カードをも

らってないのでお聞きした標準財政規模に対する公債費の割合ということなので、そこが

増えていたら、金額が同じ、もしくは増えてても、分母となる標準財政規模が大きくなれ

ば、数値が低く出るということになるんですね。増えてますね、だから標準財政規模は。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 
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 お見込みのとおりでございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 去年の分よりも大分増えてるんですか、すみません。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 標準財政規模につきましては、前年度と比べて若干落ちているような状態です。 

委員（是枝綾子議員） 

 落ちている、小さくなっているわけですね。分かりました。 

 ということで、あとちょっと起債のことで、すみません、委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 地方債の現在高の、こちらの資料の３というか、ご高覧くださいと言われたほうのこち

らの資料の３のところの令和元年度末地方債現在高ということで出てるんですが、ここの

一番大きな部分が、いこいの広場、土木関係のほうのいこいの広場と、あとその他の第三

セクター等改革推進債が非常に忠岡町の今後の負担となる、元利償還が負担となる部分か

なと、臨時財政対策債は別にして。ということになるかと思うんですけれども、いこいの

広場の元利償還額が約１億円なんですね、年間。１億ですね。これ、忠岡町の財政に与え

る影響というのは大きいわけですか。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 そうですね、１億円というと結構多額な額になっております。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 元利償還に対しての何ら財政措置もないものですね、これね。 

財政課（岩佐式人課長） 
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 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 はい、財政措置はございません。 

委員（是枝綾子議員） 

 ないですね。委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 ということで、財政措置がなくて、丸々１億円を捻出しないといけないということで、

大変しんどいものがあるけれども、令和の５年末で完済ということですかね。すみませ

ん。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 ５年度末で終了となっております。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 それが終われば、もう少し公債費も下がるし、財政運営も、経常収支比率も下がるしと

いうことになりますね。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 徐々にではありますが、改善していくものと考えております。ただ、収支見通しを見込

む上では、要はその作成時点での国の動向であったり社会状況であったりというところを

反映させていくという形で作成しておりますので、今後、５年度末に償還が完了するから

といって、この令和３年度以降に何かいろんな状況が、社会状況等が変わった場合は、そ
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の辺、またその都度変わっていくものなのかなというふうには考えております。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。 

 そしたら、資料の７ページのところの地方消費税交付金の社会保障財源化分の充てられ

た社会保障施策に要する経費というところなんですけれども、これ、地方消費税交付金が

昨年度よりも減っているんですけれども、減っているのは何ででしょうかということで。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 この部分につきましては、国とか府とかの動向になりますので、詳細を把握しているわ

けではないんですけれども、大阪府のほうの情報から分析しますと、都道府県間の精算の

部分で、貨物割とか譲渡割の部分の影響が大きくて、還付等があったと。その部分で下り

てくる交付金のほうも少なくなったというふうに聞いております。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 消費税が昨年の１０月に８％から１０％に引き上げられたというところのその部分につ

いては何ら、あとそのうち１．７％が地方のほうにということで、府と市町村に来るわけ

なんですけれども、受け取れる割合的には増えていくんだけれども、金額が減っていると

いうところは、先ほど言ったそういったところだということですけれども、これは消費税

全体の税収の落ち込み、景気の低迷とか、そういったものもあるんではないかなというふ

うにちょっと私は思ったんですけれども、その点についてはどうなんでしょうか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 議員おっしゃるとおり、消費税でございますので、消費が落ち込めば、その部分、入っ

てくる収入も減るというところで間違いないと考えております。で、令和元年度の決算に

つきましては、消費税率の改正というのが１０月にあったということでございまして、地

方消費税の都道府県間の精算というのが年４回ございまして、５月、８月、１１月、２

月、この年４回で、交付金につきましてはその翌月に市町村に配られるということになっ

ておりますので、１０月に改正した部分から交付される機会というのが２回しかないとい
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うところなので、令和元年度についてはそんなに影響はないものなのかなというふうに考

えております。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 地方消費税交付金の社会保障財源化分というものを、忠岡町はこれまで、今まで組んで

いた忠岡町の一般財源を、その分置き換えてされているということなんですが、この年度

もそんな感じなんでしょうか。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 消費税の増税の目的というものが、国のほうにおかれましても社会保障財源の要は充実

というところで数項目挙げられております。本町におきましても、令和元年の１０月から

国策である幼児教育・保育の無償化というものが始まったりしておりますので、もちろん

そういった部分に充当させていただいておるという形で考えております。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 消費税は所得の低い人ほど負担が重い逆進性のあるものなので、そういう福祉を必要と

している方々の懐から消費税を出させて、それで福祉の財源というのは、やはり根本的に

財源の仕組みとしてはちょっとおかしいんではないかなというふうに私は思うわけであり

ますが、そういう消費税に頼らないでやっていくというような社会の仕組みが必要だと思

っております。 

 財源ね、忠岡町は財政が大変なので、置き換えざるを得ないというところがあるという

のは分かりますが、少しでもですね。これは幼児教育の無償化というか、給食費の無償化

というところで、忠岡町は無償化は令和元年度でしたっけ。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 はい、元年度から実施しております。そういった部分にも充てさせていただいておりま

すし、社会保障財源というところで、この少子・高齢化の時代、要は既存の事業について
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もやはり制度的に拡張していったりとかいう部分もありますので、そういった部分に充て

させていただいているというふうに考えております。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 この財源内訳、この表を見ても、国庫支出金で本来は充てていかなければいけないもの

だと思います。ところが、消費税の社会保障財源化の分のほうが国庫支出金よりも多いと

いうところは、やはり逆ではないかと。やはり国庫支出金できちっと明確に割合を、国の

負担を明確にして支出してもらうというふうな、こちらをメインにしていくべきであろう

なと。逆転してるなと思って、今気がつきました。そうですね。というふうに思いますの

で、国のほうにもやはり、国・府の支出金というところを削減ではなく増やしていくとい

う、それもやはり大事だと思います。不安定な、増えたり減ったりするような地方消費税

交付金というものではなく、安定的にきちっと国・府の割合を明確にした、そういったと

ころでやはり福祉というものは賄っていくというふうなことが、本来の安定的な福祉制度

を維持していく方向ではないかというふうに思いますので、そういった点でも国のほうに

国庫支出金も増額というところを求めていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 そうですね。議員おっしゃるとおり、国の施策であるもの等が社会保障に関してはたく

さんございますので、その部分については国の責任において国庫支出金等を支出していた

だくという形の要望は、今後も継続してしてまいりたいと考えております。 

委員（是枝綾子議員） 

 よろしくお願いします。 

委員長（三宅良矢議員） 

 他に、ありますか。 

委員（是枝綾子議員） 

 ついでに。すみません。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 
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 あともう少しなので。あと、財政収支の見通しについてのところなんですけども、これ

は見通しの推計の条件のところについてお聞きしたいと思います。 

 歳入の町民税や固定資産税というところが、先ほども説明があったように、新型コロナ

の影響で減額を見込んでおられるということですが、納税猶予というところで町財政への

影響というものが、今現在も猶予したらその分、現金が入ってこないというところで、今

現在も大変しんどいかと思います。あと、景気の低迷で仕事がなくなったり廃業したり、

所得減や失業、倒産、廃業という税収の落ち込みというものもあるかと思うんですけれど

も、それをどの程度これは推計に見込まれたんでしょうかというところなんですが。 

税務課（森野英三課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 森野課長。 

税務課（森野英三課長） 

 コロナ関連の納税猶予の件数と金額についてご説明いたします。令和２年９月現在で、

猶予の件数が２７件、猶予の合計金額が２，６２１万８，２００円となっております。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 これは、コロナの影響で収入が激減したというところの方で、そういった企業さんで、

２７件、２，６２１万８，２００円ということですが、今後まだ増える可能性も、まだま

だこれからしんどくなっていく。今までは持ちこたえられたけど、これからがしんどいと

いうところも出てくるかと思いますので。で、猶予したら、その令和３年度、それは猶予

やから納めないといけないですね。でも、納められないという事態が出てきたり、倒産、

廃業、当然なった場合は、入ってこないという場合もあるかもしれないし、ちょっとそう

いった不透明な状況があると思いますが、一応どのぐらい減るというところは、この条件

にはあまり書かれてないですけれども、かなり減ると見込まれていらっしゃるか、今のこ

ういった猶予の分ぐらいというふうに見ていらっしゃるのか、ちょっとどの程度見込んで

いらっしゃるんでしょうか、推計。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 
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 どうしてもその減収見込みというのは立てにくいというところがございますが、そこを

加味しないという形でも駄目なので、一応コロナ禍の影響の部分につきましては、平成２

０年度のリーマンショックの際に、その影響を受けたであろう年度というのが、平成２２

年度に影響が町税のほうで出たのかなというところで想定しておりまして、その部分を参

考に、今回、令和２年度決算及び令和３年度以降の町税については減収を見込ませていた

だいております。 

 で、これも状況によって変わってくるのかなというところではあるんですけれども、現

時点で見込んでいる部分というのが大体１億以上は下がってくるのかなというふうに見込

んでおります。ただ、これが正しいのかどうかというのは、ちょっと蓋を開けてみないと

分からないというところもございますので、ただ、収支見通し上はそういった形で見させ

ていただいておるということでございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 もう１０年以上前のリーマンショックのとき以上に、ちょっとコロナのほうはもう少し

長引くのではないかというふうにも言われてるので、１億以上はちょっと見込まれてる

と、減ということが見込まれてるということでした。分かりました。 

 あとは様々な、先ほど言った地方消費税の交付金が新型コロナの影響で消費が減って、

交付金も減少していくだろうということも、そういったものも、そういう部分もあるので

はないかと心配するんですけれども、いかがでしょうか。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 消費税交付金につきましても、消費が下がればおのずと下がってくるのかなというとこ

ろもありまして、１０％に増税した影響というのを過分に見込まないような形で、一応見

込み上させていただいております。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 
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 新型コロナの影響はほんとに分からないので、ちょっと推計しにくいだろうなというの

は分かりますが、まあ分かりました。 

 あともう１点だけちょっと、すみません。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 推計の条件のところで、新規の発債というところについてなんですけれども、一応２つ

見込んでいらっしゃるということで、東忠岡の地区のこども園の分と、クリーンセンター

の更新工事ですね。来年度もあるかな、何か。そういったことを見込んでいらっしゃると

いうことですが、やはり先ほども公債費というところが忠岡町の財政悪化の、シビックセ

ンターというところで大きかったですし、公債費というところがやはり忠岡町の財政がし

んどいところの１つであるというふうに思いますので、この新型コロナの影響も出てくる

ので、急がない事業についてはちょっと見直すということも今後必要ではないかというふ

うにも思いますし、監査委員の意見書ですね。これ見ましたら、監査委員の方もおっしゃ

ってますね、そういうふうに。どこですかね、監査委員の意見書の４２ページのところ

で、やはり地方債の新規発行についてはできる限り抑制するためということで、実施事業

の緊急性、必要性や財政措置など十分に検証すべきであるということで、そういった視点

で極力抑えていくと、新規発債。というふうに言われております。そういったことであり

ますので、どういう姿勢で今後ちょっと財政というんですか、起債についてはどうお考え

でしょうか。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 新規事業等につきましても、今、暫定的に確定している部分というのはもちろん見込ま

させていただいております。もちろんその監査委員の意見書のとおりでございますけれど

も、要は財政状況上、身の丈に合った財政運営をしていくために、どういった形で公共事

業をやっていくのかというところは、今後も継続的に考えていくというところで、財源の

ほうにつきましても、起債だけではなくいろんな交付金等ございますので、そういったも

のを最大限活用して財源確保をした上で、公債費等、財政状況に毎年度負担にならないよ

うな形の公共事業の施行というものを、要は町を挙げて検討していきたいと考えておりま

す。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。委員長、ちょっと長々としたので、一旦置きますので。 
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委員長（三宅良矢議員） 

 あるんやったら続けてやってください。一旦置くことはないです。 

委員（是枝綾子議員） 

 ほかの方は。 

委員長（三宅良矢議員） 

 ありますけども、一旦置くんやったら、できるだけ続けて。 

委員（是枝綾子議員） 

 そうですか、すみません。そしたら。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 歳入なので、税収というか、税のところが中心になってくるかと思います。 

 １５ページの町税の個人町民税についてなんですが、給与所得者が増えているというこ

とで、ここ数年なってるんですけれども、この年度はどうだったのかということで、納税

義務者の増で前年度と比べ増額になっているという、そういう説明でありましたのです

が、収入の多い人がたくさん増えればいいんですけれども、収入の少ない人ばっかり、非

正規の方が増えたら、ワーキングプアが増えてるんではないかということで、月収１７万

円以下とか年収２００万円以下がそうだと一般的に言われてるんですが、本町のこの年度

は給与所得者は何人増えていらっしゃるのかという点と、年収が２００万円以下の人数で

すね。給与所得者のというところで。あと、給与所得者全体に占めるそういった少ない収

入の方の割合というのは何％かという、その辺りをお聞かせいただきたいんですが。 

税務課（森野英三課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 森野課長。 

税務課（森野英三課長） 

 個人住民税につきまして、給与所得者の人数は、昨年度と比べまして１００人増加して

おります。年収２００万以下というところで、所得になるんですけども、１０万円以下の

方が５０名、１００万円以下が１，６４９名で、１００万円から２００万円台が１，７０

７人、合計３，４０６名の方が２００万以下の人数となっております。こちらにつきまし

ては、給与所得者全体が５，２０８名ですので、全体に占める割合は６５．３％となって

おります。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 
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 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 昨年もちょっと同じようにお聞きしたんですけれども、昨年も大体同じような６５．８

８％ということでありましたので、一応分かりました。 

 あと、すみません、委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 どうぞ。 

委員（是枝綾子議員） 

 あと、法人町民税のことで、いつも忠岡町の地域の経済の動向をお聞きするということ

で、好調な業種についてお教えいただきたいのですが、その好調な業種と併せて、あと上

位１０社で法人町民税の全体の何％を占めていらっしゃるのかということもお教えくださ

い。 

税務課（森野英三課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 森野課長。 

税務課（森野英三課長） 

 町内で好調の業種さんでいえば、化学工業が好調な業種となっております。上位１０位

で申し上げますと、化学工業、不動産賃貸業管理業、鉄鋼業、繊維等卸売業、木材木製品

製造業、道路貨物運送業、金属製品製造業、自動車整備業。令和元年度につきましては、

このような業種の方が上位になっております。その全体に占める割合なんですけども、令

和元年度では５０．８％が上位１０社で占めております。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。上位１０社で法人町民税の約半分を占めていらっしゃるということが分

かりました。ということは、その残りの企業さんはたくさんあるかと思うんですけれど

も、なかなかちょっと大変な状況であるなというふうに思います。分かりました。 

 あと、法人税率の引下げの影響というものが徐々に出てきてはると思うんですけれど

も、令和元年度、この決算のときには９．７％から６％に引き下げられたと思うんですけ

れども、税収への影響はどうだったのかということと、あと国に納める地方法人税に、そ

の分はそっちになるんですけれども、地方交付税として再配分されるというふうに、そう

いう形でなってるんですが、本町に配分されているのかどうかという点はどうでしょう

か。 

財政課（岩佐式人課長） 
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 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 今の法人税割の減額部分につきましてなんですけれども、まずそのスキームとしまして

は、国税として法人事業税という形で吸い上げられる形になります。その部分が交付税の

原資という形になりまして、交付税総額の中に全て吸い上げられると。で、その中から忠

岡町が交付税算定の際、法人税割の部分がもちろん下がってきますので、その部分の７

５％を収入額で見ますという形で、一応その形上は配分されてるというふうなスキームに

なっております。 

 それプラスですね、今年度新設された部分で、法人事業税交付金というものが都道府県

のほうから入っておりますので、その部分も一部財源措置として入ってきているというこ

とでございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 そしたら、一応財政措置というんでしょうか、配分はされていると、理論上ね、されて

いるということで、法人事業税交付金という形でもその部分が補われてるということで、

影響は大きくは出ていないと見ているということでよろしいでしょうか。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 影響が大きいか大きくないかというところは、実際問題、ちょっとその差額について計

算しているわけではございませんので、何とも言えない形なんですけれども、実際現金と

して入ってくる税収でございますので、その部分が減るというのはやはり大きく町にとっ

ては損害なのかなというふうなところでございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 
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 あまりちょっと、ほんとは直接ダイレクトに入ってくるほうが本来よく分かっていいか

と思うので、分かりました。ちょっとそういう制度にされてしまってるということで、大

変ちょっとしんどい状況ではありますね。 

 もう１点、そしたら、はい、分かりました。では、委員長、すみません、続けます。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 あと、決算書の１５ページの固定資産税のところで、これは毎年、新築のお家がいっぱ

いどんどん建っているんですけれども、令和元年度の新築の戸数は何戸であったかと。あ

と、過去５年間ぐらいの推移ですね、新築の、どういう推移になっているかということ

と、あと、もう一遍に言ってよろしいですか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 答えられる範疇で。 

税務課（森野英三課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 森野課長。 

税務課（森野英三課長） 

 新築の軒数なんですけども、すみません、平成２８年度からの軒数で、２８年度が６２

軒、２９年度が９０軒、平成３０年度が７９軒、そして令和元年度が６１軒となっており

まして、あと令和２年度、今年度については消費税増税等もございますので、買い控えの

傾向なのかなというところで見込んでおります。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 そしたら、いっときはちょっと増えたけど、また減ってきてということですね。分かり

ました。 

 あと、償却資産の動向なんですけれども、前年度比７６４万円増えているんですが、こ

の年度の状況についてはどういった状況になってますでしょうか。 

税務課（森野英三課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 森野課長。 

税務課（森野英三課長） 

 令和元年度につきましては、設備投資、大きな設備の更新が２件と設備投資１件がござ
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いまして、そちらの分が大きく影響しまして、令和元年度としましては約７６４万円の増

となっております。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。ありがとうございます。設備投資がちょっと増えてきているというとこ

ろは、明るい材料ではあるかと思います。 

 そして、あと固定資産税の３つ目、農地の固定資産税なんですけれども、地価が下落し

ているのに負担水準の調整率が１．１ということで、１．０やったらそのまま横ばいです

けど、１．１掛けられるということなので、税額が増えるんではないかということはいつ

も申し上げてるんですが、本町は生産緑地法の適用外なので、泉大津とか和泉市とか岸和

田市の農地と比べて３倍、多いところでは３０倍ぐらい差があるというんですが、その点

で何らかのちょっと減額をしてほしいというふうにいつも申し上げてるんですけれども、

税務課としてはどうなのかというところをちょっとお聞かせいただきたいと思います。 

税務課（森野英三課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 森野課長。 

税務課（森野英三課長） 

 税務課としましては、課税の部門ということもございまして、地方税法に基づき、こち

らの市街化区域の課税というものをさせていただいておりますので、税務課としてその減

免であるとか減額というところは考えてはいないという状況にはなっております。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 市街化区域の、でもその中の農地の扱いということやから、普通の宅地よりは安くはな

っているんですけれども、やはり高いということで、そういった点で、農家の方とか、そ

ういった方からやっぱり減額してほしいという、そういうお声とかは聞きませんでしょう

か。 

委員長（三宅良矢議員） 

 森野課長。 

税務課（森野英三課長） 

 今年度、直接税務課のほうにそういったお声はまだ頂いてはいないです。また、委員お

示しの１．１の割合の方というのが、令和元年度はゼロになっておりますので、その影響

もあって、影響額というのが微々たるところにはなってきておるのかなというふうに思っ



32 

 

てございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 １．１の人がいてないということなので、横ばいということなのですけど、これは政策

的な問題ですので、歳出のところの農業振興のところでまた続きをお聞きしたいと思いま

す。 

 すみません、そしたら、いいでしょうか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 ３０ページのところの財産収入のところで、土地貸付収入のところが前年度よりも下が

っているんですけれども、その下がっている理由ですね。１５０万ぐらいちょっと下がっ

ているんですが、これについての理由と、あとササイとコベルコに土地を貸している部分

についてのそれについては、土地開発協会の土地の利息の部分については賄えているのか

どうかというところをお聞きしたいんですけれど。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 今おっしゃっている部分の東洋紡の跡地の部分かと思うんですけれども、これの部分に

係る忠岡町の開発協会を解散した際の第三セクターの起債の償還に係る決算額につきまし

ては、合計償還額が令和元年度は６，４７４万８，０００円となっておりまして、財産収

入が２，８９４万７，０００円ということでございますので、そのうち利息の部分が１，

４００万程度ございまして、その部分の利息部分ぐらいは賄えているのかなと。ただ、元

金、利息含めた合計額がやっぱり６，０００万程度ございますので、そこらを満額、要は

賄えているわけではないと。 

 ただ、利息分の一部分につきましては、特別交付税のほうで財源措置されております。

これにつきましては、年間の利子支払額の大体決算ベースでいうと３０％程度は見ていた

だいてるということでございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 
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委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 金利分は賄えているというところでは良かったんですけれど、その開発協会を解散する

際に、第三セクター債のほうで借りてというところで、その利子の３０％分というのは、

三セク債の利子の３０％ではなくて全体の利子の３０％ということなのか、三セク債の利

子の３０％なのか、それをちょっとどちらなのでしょうか。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 三セク債の年間の利子支払いの３０％程度を、毎年特別交付税でその都度算定して見て

いただいているという形になります。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 解散するときの、その２４年度までに解散するということをすれば、そういった財政措

置、利子に対しての財政措置があるということで、急でしたけど、それを発行してしたと

いうふうに記憶してるんですが、その際に利子の支払った額の２分の１というふうにちょ

っと聞いてるんですけれども、３０％程度だとちょっと少ないなと思いますので、ちょっ

とその辺りは最初から３０％だったのか、そこはどうなんでしょうか。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 すみません、特別交付税の省令で決まってる部分というのが２分の１かというところ

は、ちょっと今お答えはできないんですが、算定上の実際出てきた数字を要は利息で割り

戻した場合に、実績値として大体３０％ぐらい入れていただいてるという形になります。

その辺の２分の１という部分のルールについては、後ほど確認してまいります。 

委員（是枝綾子議員） 

 お願いします。はい、すみません。 
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委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 アトランダムで、すみません。２９ページの府支出金のところで、事務移譲交付金５７

１万円というのがあるんですけれども、これ、大阪府の事務を百七、八十か、たくさん移

譲というか移管されたときに、何かいろいろとそういうルールで移譲交付金というのが出

てきたと思うんですけど、これはこれで忠岡町が賄えている、その事務ができているのか

どうかというところはどうなんでしょうか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 小倉課長。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 事務移譲交付金でございますけども、９７事務について５７１万円の交付金を受けてお

るところでございます。この５７１万円でございますけども、内訳といたしましては、実

績分が３３０万円、あと固定経費で２４０万円程度になっております。実績に応じて処理

ですね、交付金を頂いているところでございますので、まあまあ一定の分は頂けてるのか

なというふうに考えているところでございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。持ち出しは特にないということでよろしいですか。 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 ２６ページのところの府の補助金で総務費補助金という、被災者生活再建支援事業補助

金の１３７万５，０００円なんですけれども、これはおととしの台風２１号の被災者生活

再建支援事業の補助金であったのか、これは何の、いつの補助金ですか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 小倉課長。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 今、議員おっしゃった平成３０年の台風２１号に係る分でございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 
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委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 たしか半壊のところが７軒か８軒かあったかと思いますし、忠岡町からもお見舞金とい

うものを１０万円か幾らか、町長さんが出していただいてるということでありますが、こ

れは何軒というか、何世帯の方がこの補助金を受けられたのでしょうか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 小倉課長。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 この補助金につきましては、平成３０年の台風２１号の被害を受けた方の中で、半壊以

上の判定を受けた方ですね、８世帯ございました。そのうち住戸、家を解体した世帯、３

世帯に対しての補助金でございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 なかなかこの生活再建事業の補助金というのは、受けるには条件が厳しいということで

大変だったと思いますが、分かりました。 

 あと、すみません。いっぱいあるから、ちょっと歳出のほうで、歳出で出るので。 

委員長（三宅良矢議員） 

 かぶらないようにお願いします。 

委員（是枝綾子議員） 

 そっちのほうでちょっと。かなり長くなってるので、申し訳ありません。 

委員（北村 孝議員） 

 是枝さん、ゆっくりやっといて。私が先にいく。 

委員（是枝綾子議員） 

 お願いします。 

委員（北村 孝議員） 

 たばこ税、税制改正、今年１０月からあるということですけども、この町税の決算状況

を見たら、３０年と令和元年で。 

委員長（三宅良矢議員） 

 ページ数を。 

委員（北村 孝議員） 

 ごめんなさい、予算書の１５ページですね。平成３０年と令和元年度では３５０万ほど
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増になってますけども、単にこれプラス税制改正で、銘柄にもよりますけど、金額にして

５０円ぐらい上がるからというて、これに掛けていったらいいものなのか、当然喫煙され

る方もいらっしゃるでしょう。やめる方もいらっしゃる。どれくらい見込んではるんでし

ょうかね。 

税務課（森野英三課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 森野課長。 

税務課（森野英三課長） 

 たばこ税については、決算額１億８００万というのは、昨年度に比べて３００万円増え

ておるんですけども、年間の売上げ本数というのは２９万本減っておるといった結果にな

っております。こちらについては、平成３０年度は９月までが旧の税率で、令和元年度が

当初より新税率になっているところも、こういった本数は減っているが税収は増えたとい

うような要因になっておるのかなと考えております。 

 今後の見通しにつきましては、この１０月１日に増税が決定しておりますので、今回

は、前回もご説明させていただいたとおり、販売価格で５００円を超えるというような銘

柄がほとんどになってきますので、どうしても喫煙者数の減少化等々は免れないかなとい

うところもありますので、今後はこの右肩上がりの増収というのは厳しいかなと見込んで

おります。 

委員長（三宅良矢議員） 

 よろしいですか。 

委員（北村 孝議員） 

 ただ、前回２０円でしたかね、上がった、たしか金額は。今度は５０円ということで、

これは１回に上がりますよね。２回じゃなしに１回に上がると思うんですけども、金額か

らしたら、前回を考えたら倍以上の増額なんで、大きな変動はないと思う。喫煙される方

もおると思います。今、大体５２０円ぐらい、普通。それが５７０円になるから、もう６

００円、言うてる間に１，０００円来るんと違うかみたいな、まだまだ先のことでしょう

けど、そういった形で、２年に１回なり税制改正があるわけで、これまでも。そういった

ことから見たら大きな増減はない、金額からして前回から比べて、２９万本、本数にした

ら減ってるけども、どうなんでしょうか、その辺の推移というのは全く分かりませんか。 

税務課（森野英三課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 森野課長。 

税務課（森野英三課長） 
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 どうしても増税の年というのが、増税前の買いだめというのもございますので、一概に

増税したからといって禁煙されるという方が増えるといったことでもなさそうなので、過

去の増税の時期等を分析しておりますと、来年度はもしかするとまだ横ばいぐらいの数字

の可能性もあり得るというところはございます。 

委員（北村 孝議員） 

 ありがとうございます。 

委員長（三宅良矢議員） 

 他に、ございませんか。 

委員（松井匡仁議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 松井委員。 

委員（松井匡仁議員） 

 すみません、会派からの質問を４点。 

 まず、頂きました資料、財政の将来予測の点なんですけれども、頂いた資料と、これは

６次の総合計画、これに記載されてる金額との差が少しあるんですが、この辺はいかがで

しょうか。頂いた資料、将来の財政予測、それと総計の資料ですね、これの将来予測と金

額のずれがあると。ちょっと大きくなってるので、その理由をちょっと。財政か、これは

小倉さんのところか、どちらかで。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 小倉課長。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 すみません、総合計画の審議会におきまして、一定、第６次の総合計画の素案というも

のを配布させていただいております。その中で、一部数値が入ってある部分もございます

が、総合計画の第３回の審議会をさせていただく前段におきまして、要は現時点でまだ案

というところで、今後修正もあり得るものというところで資料のほうを作成して配布させ

ていただいておりますので、若干数字が今後変わる可能性もございますので、その辺につ

いてはご理解いただきたいと思います。 

委員（松井匡仁議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（松井匡仁議員） 
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 私も目標やとお聞きしております。 

 では、次に行きます。たばこ税、１款の１５ページのところなんですけれども、これ、

私ちょっとたばこを吸うんで言いにくいんですけれども、町民グラウンドとかでイベント

があったときに、たばこを吸う人のスペースがもう忠岡町に全くないと。この庁舎の敷地

内に喫煙スペースをつくってはどうかというあれがあるんですけれども、いかがでしょう

か。南課長、どうですか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 南課長。 

総務課（南 智樹課長） 

 望まない受動喫煙の防止を図るというふうな観点から、昨年７月に健康増進法の一部が

改正されたということに伴いまして、公共施設等の敷地内におきましては、原則禁煙であ

るという規定が設けられたというところでございます。その法律に基づきまして、現在、

役場、このシビックセンターを含めてですけども、敷地内におきましては、来庁される方

向けの喫煙スペースというものは現在設置をしていないという状況でございます。 

 また、大阪府の受動喫煙防止を図る条例というところも本年の４月から施行されておる

というふうなところでございますので、その節には、私ども泉州地域の１２団体ですか

ね、というところに、この４月以降のそういった施策についてはどうなのかというところ

で伺った結果、半分程度、６団体ぐらいは何らかの形で設置をしていくというところの回

答を得られたところでございます。 

 しかし、先ほども申し上げましたように、大阪府の条例も施行されている今日でござい

ますので、大阪府の他の市町村の状況というふうなところ、最新の状況ですね、いま一度

調査というところをさせていただく中で状況を把握するということを踏まえて、今後、検

証というようなところで改めてやってまいりたいというところで思いますので、ご理解い

ただきたいと思います。 

委員（松井匡仁議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 松井委員。 

委員（松井匡仁議員） 

 ありがとうございます。道にポイ捨てがかなり多いんで、灰皿自体がもう道からなくな

ってしまってますんで、こういった場所も必要かとは思います。またよろしくお願いいた

します。 

 続きまして、法人税なんです。法人税で税金をたくさん納めていただいている企業をで

すね、これは忠岡町として各種式典なんかで表彰とか、そういったことを、商工会ではや

ってるかと思うんですけれども、町として何か考えはございませんでしょうか。 



39 

 

委員長（三宅良矢議員） 

 どこが回答いただけますか。 

税務課（森野英三課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 森野課長。 

税務課（森野英三課長） 

 議員お示しの法人の納税上位の事業者さんについてなんですけども、今のところそうい

った表彰等々はございませんので、今後、町全体としてどのようにしていくか、また連携

していろんな形で対応できればなということで協議してまいりたいと思います。 

委員（松井匡仁議員） 

 ありがとうございました。 

 最後、土地の貸付けの点なんですけれども、これは町営住宅地なんか、空き地があるか

と思いますが、これを貸地として活用して収入につなげるような取組というのは考えてい

らっしゃいますでしょうか。 

建設課（坂本健三課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 坂本課長。 

建設課（坂本健三課長） 

 町営住宅ですけども、今現在は公営住宅法のため貸付けはできませんけれども、空き地

に関しては今後検討してまいりたいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

委員（松井匡仁議員） 

 委員長。 

 ありがとうございました。最後に１点、すみません。先ほどちょっとふるさと納税の件

で質問がありまして、２億円ぐらいの今年度の見通しということなんですけれども、これ

は逆に出るほう、忠岡町を応援してくださる方が２億円で、他市を応援しちゃってる方は

どれぐらいかという数字は出ておりますでしょうか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 小倉課長。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 すみません、具体的に人数は、申し訳ございません、私どものほうで把握はできておら

ないんですけども、本来、忠岡町に入るべき税金が他市に流れているという金額でござい

ますけども、金額といたしましては約１，７００万円ほど流れているというふうに把握し

ているところでございます。 
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委員（松井匡仁議員） 

 ありがとうございました。 

 以上です。 

委員長（三宅良矢議員） 

 他に。 

委員（前川和也議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 前川副委員長。 

委員（前川和也議員） 

 ありがとうございます。小倉課長、ふるさと納税続きで質問なんですけども、昨年もふ

るさと納税、毎年堅調な伸びを示してるということで、昨年も同じ決算で質問させていた

だいたときに、新たなポータルサイトとか登録をしたということが伸びにつながったとい

うご答弁があったかと思うんですけども、あれから１年たって、また別に何かそういった

取組をされたのかどうか教えていただけますか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 小倉課長。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 昨年は、ポータルサイトといたしましては、「楽天」と「ふるさとぷらす」、「ふるさ

とチョイス」という主にこの３つのサイトを利用させていただいておりました。ごめんな

さい、「楽天」と「ふるさとチョイス」、「ふるさとぷらす」を利用させていただいたと

ころに、「さとふる」を追加させていただきました。今年度におきましては、さらに「ふ

るなび」というサイトも追加させていただいております。寄附につきましては、年末に大

きな金額が動きますので、今後、動きを見ていきたいというふうに考えておるところでご

ざいます。 

委員長（三宅良矢議員） 

 他に、ございますでしょうか。まだありますか、もう時間なんで。たくさんあるんやっ

たら、ある程度のところで切ろうと思いますけど。 

委員（是枝綾子議員） 

 １点だけ簡単なことだけ、ちょっと聞き漏れたので。すみません。 

 ３０ページの財産売払収入のところで、町有地売払収入２１１万９，０７２円。これは

どこの土地を売り払われたんでしょうか。 

総務課（南 智樹課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 
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 南課長。 

総務課（南 智樹課長） 

 町有地売払収入でございますけども、こちらの内訳としては４件ございます。地区につ

きましては、忠岡中２丁目、高月南３丁目が３件というところでございます。 

委員長（三宅良矢議員） 

 よろしいですか。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい、分かりました。 

委員長（三宅良矢議員） 

 他に。勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 すみません、個別の歳入のところなんですけど、２０ページの教育のところ、社会教育

使用料のところなんですけど、町の施設の使用料、住民さんから使用料を取ってるんです

けど、これ、ざっと事業報告書ですかね、毎年のやつ、あれとか見させてもらって見てる

と、何か特定のグループ、特定の人ばかりが町の施設、特にスポーツ関係の施設を使って

るんと違うかなというふうに見えるんです。収入があるのはいいんですけど、ここら辺、

もっと広く住民の人に開放するというんですかね、広報も含めてですけど、そこら辺はど

のようにお考えか、教えてください。 

生涯学習課（小林和子課長） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 委員長。 

生涯学習課（小林和子課長） 

 グラウンドの使用料につきましては、毎月初日に抽せん会を行っております。もちろん

町民グラウンドのほうは、土曜日は中学校が授業ないしクラブで使われるというところも

ございますので、一応皆さん町民グラウンドの抽せんは初日の夕方４時半ぐらいからお集

まりになりまして、公平な形で抽せんさせていただいているところですので。もちろんこ

れ、振り分けがうまくいかずにというのは、応募者が多くて。 

委員（勝元由佳子議員） 

 いいですか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 グラウンドというよりも、ほかの文化会館、テニスコートとか、ふれあいホールも含め

てですけど、そちらのほうなんです。特にテニスコートとか、新浜のほうとかにもあった
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りするでしょう。あれはどうなんですか。 

生涯学習課（小林和子課長） 

 それも含めて。 

委員（勝元由佳子議員） 

 それも含めてですか。そこを含めてということであれば、もうちょっと広く住民さんに

開放してほしいというところが要望であるんです。やっぱり特定の方、特定のグループ、

組織、団体にちょっと偏ってる気はします。逆にあれだけ使用回数とか、事業報告書にも

挙がってましたけど、特定の団体さんとかがそれだけ頻繁にずっと、言葉が仕切ってると

いうのがいいのかどうか分かりませんけど、使われてると、逆に普通に使いたいなという

方が使えないような気がするんですね。逆に、借りたいと思ったら、どこに言っていった

らいいかもちょっと分かりにくいとかもあるんで、分かってる人にだけ道が通じていると

かじゃなくて、住民全体にというところは今後改善していただきたいというところです

ね。 

委員長（三宅良矢議員） 

 小林課長。 

生涯学習課（小林和子課長） 

 今、生涯学習課がテニスコースを含め、また文化会館、公民館も含め、ご利用の申請を

受け付けている部署ではございますが、今のところ、一般の住民の方から借りたいのに借

りられない状況ではないかというようなお問い合わせは今受けていないですね。今後、気

持ち留意しながら進めてはいきますけれども、周知のほうには気遣いながら、再度見直し

を行い、引き続き抽せんというのは、もう皆さんご周知の方が大勢お見えになるところ

で、一般に知れわたっておりますので、毎月初日のグラウンドの抽せんというのは引き続

き続けさせていただきたいと、このように思います。 

委員長（三宅良矢議員） 

 いいですか。まだありますか、これから。何点かあるんですか。 

委員（勝元由佳子議員） 

 あります。休憩を入れていただいて。 

委員長（三宅良矢議員） 

 では、すみません、お昼になりましたんで、１時まで休憩させていただきたいと思いま

す。また１時にご参集、お願いいたします。 

（「午後０時０２分」休憩） 

 

委員長（三宅良矢議員） 

 休憩前に引き続きまして会議を再開いたします。 

（「午後０時５８分」再開） 
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委員長（三宅良矢議員） 

 先ほど是枝委員の質問で、岩佐財政課長より説明があるみたいなので、お願いいたしま

す。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 午前中に頂いた質問に対する回答でございますが、まず経常収支比率の部分で、臨時財

政対策債を控除した場合にどういったパーセンテージになるのかというご質問でございま

すけれども、臨時財政対策債を除いた経常収支比率につきましては１１４％という数字に

なっております。 

委員長（三宅良矢議員） 

 以上ですか。 

財政課（岩佐式人課長） 

 あと、もう１点すみません。あともう一つの第三セクター等改革推進債の利子支払額に

係る財政措置でございますが、議員おっしゃるとおり２分の１というところはあくまで上

限額というところでございまして、算定の過程の中でいろんな数式があるんですが、そこ

を計算していくと、本町の場合については３０％程度見ていただいているという形になっ

てございますので、よろしくお願いいたします。 

委員長（三宅良矢議員） 

 よろしいですか。 

委員（是枝綾子議員） 

 じゃあ委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 早速にお調べいただいて、ありがとうございます。経常収支比率のところで臨時財政対

策債を含めたら、すみません、１０８というのは抜いてある数字だったんじゃなくて、入

ったほうが高くなるんですか、財政対策債の。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 
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財政課（岩佐式人課長） 

 通常、経常収支比率を公表、大阪府、国も公表しておるんですが、そこで用いられる標

準の数値というものは、臨時財政対策債を含む形の比率を公表しておりますので、本町の

場合ですと１０８．４％というのが公表上の数値となります。 

委員（是枝綾子議員） 

 含まないと上がってしまうということですか。 

財政課（岩佐式人課長） 

 そうです。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。ありがとうございます。 

委員長（三宅良矢議員） 

 よろしいでしょうか。 

委員（是枝綾子議員） 

 もう一つの。 

委員長（三宅良矢議員） 

 どうぞ。 

委員（是枝綾子議員） 

 もう一つの三セク債のほうの、これは２分の１が上限ということだったということで、

当時のちょっと、いろいろ会議録を見てみないと分からないんですけれども、そういう説

明だったのか、上限ということだったのかどうかというのがちょっと記憶が、また探して

みますが、で、忠岡町はいろいろ計算したら３０％程度ということなので、あまり、ない

よりはましやけどということですね。金額的には毎年３０％程度が、一応需要額みたいな

何かに入っていると。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 この財政措置につきましては、特別交付税の措置ということになっておりますので、普

通交付税の基準財政需要額に算定されるものではございません。この部分につきまして

は、もうこの第三セクター等改革推進債の部分は、別途、特別交付税で措置されているも

のでございます。あくまで算定過程の中で上限が２分の１であるというところは、省令ど

おりということになっております。 

委員（是枝綾子議員） 

 省令ですね。分かりました。ありがとうございます。 
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委員（三宅良矢議員） 

 いいですか。 

 他に、ございませんか。 

委員（北村 孝委員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 北村委員。 

委員（北村 孝委員） 

 すみません。午前中にもちょっと委員から質疑がありましたけども、２０ページの使用

料及び手数料ですけども、小林課長から説明があったように、使用についてですけど、１

日に抽せんされているということで、公平性な立場から課長もおっしゃっていましたけ

ど、例えば抽せんのときに、１つの組織といいますか団体といいますか、ところから複数

の人が、押さえるために来ているという、この辺の人数制限というのは、１グループ何名

とかいうのはないんですよね。 

委員長（三宅良矢議員） 

 小林課長。 

生涯学習課（小林和子課長） 

 その辺は今のところ設けておりません。ただ本当に、大体いつも同じような顔ぶれの方

がお見えになっていることは事実ではございます。サッカーなり野球なり、少年のスポー

ツ振興の部分でコーチさんがついて、そして練習させたいという意向から、父兄の方にも

ご協力を頂いてお見えになっているような節に、私、見えています。その方ばっかりだと

いうような声が特には上がっていないというふうな状況でもございますので、この今の状

態がかなり以前からそういうふうな流れで来ているのかなというふうにも思っております

ので、これは必ずしもこういうふうな暗黙の了解をもって今後も続けていくということで

もないので、状況を勘案しながら今後の方針をまた、その都度その都度適切に徹底してい

きたいと、そのように思っています。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（北村 孝委員） 

 何を言いたいかというと、もうご存じだと、分かってはると思うんですけど、新浜のグ

ラウンド、テニスコートを私は見たことないですけど、グラウンドも暗黙の中の了解とも

おっしゃいましたが、そういう形で、他にもなかなかないのかなと思ったりしますし、実

際、そやけど、現場を見て使おうと思っても、よく使われている団体は当然手入れもされ

ています。でも、その方が使いやすいようにされていて、ある意味整備もされて、してい

ただいているからいいのかなと思いますけど、逆にほかの方が使いにくいような形にもな
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ってるのかなと思ったりもするんです。 

 ただ、町にとってもそれなりに、本当に世界に通用するアスリートも出してますし、町

にとってもいい宣伝にもなっているのかなと思います。しかし、その団体について私は敵

意も他意もありませんし、逆に関係者の方に親しくさせていただいていると私は思ってい

るんですけど、その辺の部分でもうちょっと、何らかの方向性で、ちょっと広く。限られ

た箇所しかありませんので。 

 というて、やって、ほかのところが、課長もそういうことをおっしゃってたように思う

んですけど、ほかの人が使って、多数いろんな団体が抽せんに来られるかというところも

１つはあるかなと思うんですけど、それもよく考慮しながら、今後また。以前そういう声

もあったんです。あったんですけど、まあまあ見てみるとそれなりの成果も上げてるし、

現場も先ほど言いましたけど、実際ほかが使うに当たり、逆に気を使って、使わなあかん

ような状態かなと。 

 物も確かにプレハブを建てたり、そういったことで倉庫があり、それはあくまでも個人

のね、そこの団体の持ち物であるのであって、その辺も含めて今後またちょっといろん

な、ちょっと違ったまた方向で広く使っていただけるような形でやっていただければあり

がたいなと、こう思いますので、よろしくお願いいたします。 

生涯学習課（小林和子課長） 

 貴重なご意見として承っておきます。 

委員長（三宅良矢議員） 

 他に、ございませんか。 

 勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 さっきの続きなんですけど、２１ページの衛生手数料のところなんですけど、予算のと

きやったか、ごめんなさい、覚えてないんですけど、どこかで２月、３月ぐらいに、コロ

ナが発生し出した頃にちょっとお願いで上げさせてもらったんですけど、狂犬病の狂注の

予防注射のところですね。これ、後でまた歳出のところもあるんですけど、一応多分登

録、狂注してない人のほうが多いって言われてます。なので、ここはまた広く登録もして

もらって、狂注も行ってもらえるように町のほうでも、また感染症予防というところで、

別にコロナに限らず、どんな感染症も含めてですけど、そこは今意識が高まっているいい

機会なんで、やってくださいというところは、繰り返しですけどお願いしたい。もう特に

答弁いいです。前とかぶっているんで。 

 もう１個、これも予算のところでお願いしたんですけど、３２ページ、雑入のところの

ＡＴＭコーナー等使用料のところなんです。こう上げているのって、多分従前からの銀行

さんとかのＡＴＭのところの分やと思うんですけど、そのほかの減免、勝手にしてあげて

るところの分ですね。あれは私、議員になる前から「ちゃんと徴収してください」と。財
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産、取り漏れてるというところで、「ちゃんと徴収してくださいね」ってお願いしてるん

ですけど、現状どこら辺までというか、どの程度まで回収できてるか、そこら辺お願いで

きますか。 

総務課（南 智樹課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 南課長。 

総務課（南 智樹課長） 

 ご指摘の件につきましては、さきの予算委員会の中でも委員からご指摘を頂いたところ

でございます。今、ご指摘いただいているところについては、具体的には自動販売機の設

置に係る使用料というところを言われているのかなというところでございます。これにつ

きましては、その予算委員会のときには使用料は取っていない、要は免除してるというと

ころで、本来の形ではないものと認識しているというお答えさせていただいたところでご

ざいます。つきましては、この令和２年度、４月以降の使用に係る契約の中から、来月、

１０月から使用料を徴収させていただくという予定でございますので、ご理解いただきた

いと思います。 

委員（勝元由佳子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 今、現状置かれてる分は１０月から徴収ということですけど、私が言ってるのは取り漏

れてる分、過去の分です。規定を多分見てると、忠岡町で、いわば行政財産の使用許可

云々のところですけど、額を定めるって多分なっていたと思うんですけど、実際定めてな

いでしょう。だからこれ、ＡＴＭコーナー等使用料８３万６，０００円上げてるんですけ

ど、取るのもおかしな話ですし、そもそも何を根拠にこの額なのというのもあるし、取っ

てないのもおかしいし、取るんやったらみんな公平に取らないかんし。 

 そこら辺が忠岡町、ちょっとこの間、審査会というかありましたんで、そこでもちょっ

と弁護士さんからも指摘されてましたけど、本来、忠岡町はどういう行政財産の使用許可

を運用してるんですかというところが、ちょっと理解できないところがあるんですけど、

そこら辺どういう運用というか。公文書上分かるのは、相手によって恣意的に減免してあ

げる、この人、払わせると。規定に基づかずお金を取ってる、取ってないとやってるよう

に見えるんですけど、そこら辺、本来どうなんですか。 

総務課（南 智樹課長） 

 委員長。 
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委員長（三宅良矢議員） 

 南課長。 

総務課（南 智樹課長） 

 ご指摘の使用料の根拠というようなところにつきましては、公有財産規則と併せて、本

町の行政財産使用料条例というところの規定に基づいて徴収をしているというところでご

ざいますけれども、お話にあったように使用料の額の明確な基準というものにつきまして

は、今申し上げた本町の行政財産の使用料条例におきましては明確な基準等がないという

ところは把握しているところでございます。 

 つきましては、公正公平なところを築くという意味からでも、先ほど申し上げた自販機

設置に係る使用料を来月から徴収させていただくというところの根拠におきましても、行

政財産の使用料徴収条例の施行規則というものを作成した上で、その規定根拠にのっとっ

た上で徴収をさせていただくという予定をしてございますので、ご理解いただきたいと思

います。 

委員（勝元由佳子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 これもう、ご理解ください云々ですけれども、ご理解するものじゃなくて、多分取り漏

れてる部分は、普通に考えたら取り返さないかんし、逆に取れないところはこの価格自体

も徴収できないはずなんで、そこはやっぱり監査請求とか住民訴訟に耐えれるかで考えて

ほしいです。多分耐えれないです。これは規定がないからね。そこら辺は総務課のほうで

やっていただいたら結構ですけど、監査請求されたときにどうするかというのを考えてい

ただきたいと思います。 

 あと、３３ページの下から３つ目のコミュニティ助成事業補助金なんですけど、これ、

ちょっと内容の説明、概要で結構ですからしていただきたいんですけど、どういう歳入か

です。 

委員長（三宅良矢議員） 

 小倉課長。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 コミュニティ助成事業補助金でございますけども、この２５０万円に関しましては、昨

年度、東区の自治振興協議会が東区会館内で使う映像装置やテント、そういうふうな備品

の整備に当たりまして補助を受けたものでございます。 

委員長（三宅良矢議員） 

 いいですか。 
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 他に、ございますでしょうか。ありませんか。 

 （な  し） 

委員長（三宅良矢議員） 

 ないようですので、質疑を終結いたします。 

 これで一般会計歳入決算の審査を終結いたします。 

 

委員長（三宅良矢議員） 

 それでは、一般会計の歳出決算の審査に入ります。 

 ３６ページから６４ページの第１款 議会費及び第２款 総務費につきまして、担当課

の説明を求めます。 

 他の関係のない職員に関しましては退室、よろしくお願いいたします。 

 一旦退室が終わってから、説明のほうをお願いします。 

 では、説明をよろしくお願いいたします。 

（担当課：説明） 

委員長（三宅良矢議員） 

 説明は、以上のとおりです。 

 ご質疑をお受けいたします。 

委員（勝元由佳子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 議会のほうの費用ですけど、交際費ね、前に財政課長さんのほうにちょっと。 

委員長（三宅良矢議員） 

 何ページ。 

委員（勝元由佳子議員） 

 ごめんなさい。３６ページの議会の交際費、あとまとめて３９ページの町交際費、これ

は町長交際費だろうと思うんですけど、交際費で、町内の各団体の新年会、互礼会、何や

かんや、あと祭りのいろんな、うちわとかですかね。いろんなものを贈呈というんですか

ね、やってるんですけど、あれ、ちょっと私、府の選管のほうに確認させてもらったら、

やっぱり選挙区内、自分の自治体内の有権者に金品、物品とかを提供するのは、ちょっと

公選法に抵触するというところがあるので、議長、町長が参加する、例えば宴会に参加す

る、その参加費がみんな５，０００円でした。だから町長も議長も５，０００円払います

というね。要は債務ですよ。債務が発生してる分は払っていただいたら結構ですけど、債

務外の、上乗せして寸志、花代とか言われるようなものはもうやめるべきやと思いますけ
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ど、どうでしょうか。まず、議長交際費から行きましょうか。 

議会事務局（柏原憲一局長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 局長。 

議会事務局（柏原憲一局長） 

 交際費につきましては、地方公共団体の長なり議会の機関の長なりが、その機関を代表

して、町長であれば町を代表して行っているというもので、特定な例えば町長個人とかが

やっているようなものではございません。町長個人の名義あるいは議長個人の名義として

行っているものはございませんので、もちろん町の予算に基づいて一定の手続、議決も経

て予算を取って、一定の手続において支出しておりますので、そこらについて特段の問題

はないのかと。ただ、交際費についてはいろんな見方もありますので、いろんなその時々

によっても変わっていくところもございますので、中身については去年出ているから出す

というのではなくて、必要に応じて見直していくというようなことは必要なのかなという

ふうには考えております。 

秘書人事課（中定昭博課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 中定課長。 

秘書人事課（中定昭博課長） 

 今、議会事務局のほうからの説明とかぶるものがあるのですが、交際費、町政の円滑な

運営を目的として、各種団体などと長期継続的に良好な関係を維持し、意思疎通を図るた

めに要する経費でございます。私ども町長部局におきましても、町長個人で出しているも

のではございません。あくまで町として各種団体との関係を築くという意味で出している

ものであり、問題があるというふうには認識しておりません。 

 以上でございます。 

委員（勝元由佳子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 もうそれはやっぱり時代の流れにそぐわんというところがあるんです。この間、岩佐課

長ですかね、問い合わせさせてもらったときにも、昭和の４０何年、７年、６年でした

か、のときに旧自治省、今の総務省から通知が出ていて、さっき言ったとおり債務、要は

支払いが生じているものについては払ってもらったらいいけれどもという趣旨の通達が、
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昭和のそんな時代に出てるわけですよね、私が生まれた頃に。だからそこは本来国の指示

なり、特に住民感情に従って、特に忠岡町は財政難ですから、削れるところは削っていた

だきたいというところです。 

 特に、この公選法に引っかかってくるんじゃないかというところはね、ちょっと地方自

治法に反してるんじゃないですかとか、そんなレベルじゃないので、そこら辺は幾ら役

職、公職の立場でとは言われてますけど、やっぱり受け取る側から見たら、例えば町長か

ら、○○議長からとなってきますしね。ちょっとこれは有権者との関係というところにつ

いては、選管の説明ですけどね、公人、私人の区別はないと。もう金品、財産的な提供、

供与をすること自体、寄附的行為に公選法上当たるので、公費か私費かという区別はない

ということなので、それは法律に抵触するそんな部分は、そんな公費支出はやめるべきや

と思います。 

 それでも、意地でもやるんやと言わはるんやったらやっていただいたら結構ですけど、

そこは変な話ですが、告発とかに耐えれるかというところになってくると思うんです。そ

こはもう、時代の流れとか住民のそういう世論の部分に耐えれるかとか法的な部分に耐え

れるかというところは、考えてやっていただきたいと言うしかないです。 

議会事務局（柏原憲一局長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 局長。 

議会事務局（柏原憲一局長） 

 公選法でいえば１９９条の２から１９９条の３とか、その辺りに該当するのかなという

ことをおっしゃっているのかと思いますが、先ほども申しましたように、例えば町長賞と

か、よそにも市長賞とかございますよね。同じことですよね。忠岡町長あるいは忠岡町議

会議長としてやっていますので、そこに議会議長何々というお名前も入れていませんし、

そういうところからいくと、そこには特段該当しないのかなというところで、そういっ

た、ちょっと今手元にはすぐさまございませんが、判例とかも出ているのかなというふう

に思います。 

 ただ、とはいうものの、いろんな見方もございますので、その辺りについては近隣の状

況も見ながら、再度、法に抵触するかどうかについては引き続き、去年出てるから出すと

いうのでなくて、いろんな状況もございますので、その辺は精査して、必要があれば見直

しというところで対応したいなというふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 

委員長（三宅良矢議員） 

 ありますか、何か。 

秘書人事課（中定昭博課長） 

 委員長。 
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委員長（三宅良矢議員） 

 中定課長。 

秘書人事課（中定昭博課長） 

 交際費につきましては、今ご指摘ありましたように、債務がというお話もあったかと思

います。やはり公金の支出ですので、そういったところは当然のことなんですが、解釈と

しては交際費は特別な部分があり、また債権者以外の者に出すことも、これは債権者以外

というのは一時的に資金前渡という形で、私どもが取る形のことを言うんですが、中身に

ついても必ずしもそのほかの予算執行と同等ではないという解釈がされているところでご

ざいます。 

 また、今回ご指摘としてありましたので、交際費というのは今局長のほうの話もありま

したけども、地方自治法のほうでも表に枠として載っているだけで、詳しく記載されてい

るわけではございません。そういった意味では誤解を受けやすい、また厳粛に執行すべき

予算であると考えております。 

 今回、ご指摘がありましたので、近隣の執行状況等も確認しましたが、私どもと同等の

同様の考えで予算執行されているというのを、むしろよそでは、ちょっと首をかしげられ

てもおかしくないかなというような件も、よそではありました。ただ、私どものほうはそ

ういったことは一切ないというふうに認識しております。 

 今後につきましても、先ほどの局長のお話と同様ですが、近隣の状況等も鑑みながら、

直すべきところがあれば、そのときそのときに検討して、直す必要があれば直していきた

いと考えております。 

 以上でございます。 

委員（勝元由佳子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 その見直しの部分でね、できればというか、行く先の団体との円滑な関係をというとこ

ろがあったと思うんですけれど、それであれば、債務以外に上乗せして云々、寸志、花代

というんやったら、そういう形をやめて、きちんと助成金とか補助金とか出しているんで

すから、そこに加えて本来あるべき形で支出するように見直しはしていただきたいと思い

ます。 

委員長（三宅良矢議員） 

 他にございますか。２款も含んでますよ。ありますよね。 

委員（勝元由佳子議員） 

 あります。あと、すみません、議会の翻訳料の部分ですけども、これちょっと今後の話
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になるんですけど、予算のところでも言わせてもらったんですけど、同時翻訳アプリとか

あるから、それでできるからこんなお金削ったらどうですかというところのお話をさせて

もらってたんですけれども、今年度予算かの執行は無理としても、今後どうされるとか、

今のところそんなん導入するつもりないねん、このまま行くねんなのか、そこら辺お聞き

したいんですけれども、いかがでしょうか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 局長。 

議会事務局（柏原憲一局長） 

 もちろん私どもも会議がどんどんございますので、ただ、今やっていただいているとこ

ろが、長年ずっとやっていただいて、非常に短時間の中で、また我々の中の職員の声なん

かも、誰が誰がというのが、名前が抜けている場合もその辺も把握されて作っていただい

ているというところもあります。 

 ただ、それはそれとして、今言うそういった専用のものを入れたら、さらにそれよりも

いいかどうかについては、近隣の状況も見ながら、また業者さんが営業を兼ねて持ってき

ていただいているパンフレットもありますので、その辺りをちょっと我々も参考にして、

また次年度に向けては一定ちょっと調査研究はしてまいりたいなというふうに考えており

ます。 

委員（勝元由佳子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 そこは、より安くてできるものがあるんであれば、やっていっていただきたいというと

ころでお願いします。 

 あと、次の３８ページの８０周年記念事業の経費なんですけれども、これ、ちょっと何

点かあります。 

 まず、お花の方に随契されてましたでしょう。承認願を使って。あれ、委託料で随契さ

れているんですけど、あれはちょっと住民から見たら報償費、何か８０周年記念に特別な

方を招いたのか、ちょっと私、分からないんですけどね。本町出身のお花の有名な方に生

けてもらったんでしょうね。生けてもらったんですよね。であれば、それはやっぱり記念

イベントとしてやっていただいたということで、報償費でお支払いするのが本来じゃない

のかと。なぜそれを随契で、そんな登録外業者に承認願を使って契約せないかんのかとい

うところはちょっと疑問があったんです。やっぱり契約になったら、本来、花屋さんとか

全部入れて競争せえよという発想になってくるから、それを避けるのであれば、支出の内

容を報償費とかで出すべきであったんじゃないでしょうかというところが１点。 



54 

 

 もう１点、同じ８０周年の、同じく承認願でやっているところですけど、グッズ、記念

グッズを作成されているんですけど、あれもはっきり言いますけど、どこの業者でもでき

ますよ。記念品を作るとか、何かオリジナルグッズを作るとかは、そんなもの、ここら辺

のどこの日用品を扱っている登録業者さんでもできることなので、それはそんな登録外業

者に随契するとかじゃなくて、ちゃんと発注、入札できないんやったら比較見積りを取っ

てやってくださいというところですけど。 

 この２点、ご答弁お願いできますか。 

秘書人事課（中定昭博課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 中定課長。 

秘書人事課（中定昭博課長） 

 まず、１点目の８０周年記念特別事業ということで、本町の親善大使である赤井勝氏の

ところにお願いをしたところでございます。これにつきましては、本町出身で親善大使で

ある赤井様については、過去にも子どもたちが花と親しむことのできる行事であったり、

だんじり祭りのイベント、それから正木美術館での活動、それから野球教室の開催等々、

企画して参画してくださっております。親善大使になる前からしていただいております

が、これらについて本町からお願いしているケースについても予算措置をすべく見積りを

お願いするようなことは、過去にもしております。 

 ただ、ご本人は気持ちでというところで、東京から毎回来ていただくんですけれども、

その旅費さえ受け取っていただけないような状況で、物心ともに、花代等も全てご負担い

ただいております。こういった形で親善大使として物心ともに本町を支えていただいてご

活躍いただいているところです。 

 本８０周年記念事業として、住民の皆様に喜んでいただける事業をいろいろ検討してお

りました。周年記念事業、８０周年というところで、大阪府の町村長会の共催事業補助金

というのが使えます。これが使えることもあり、ふだん呼ぶことのできない方に本町に来

ていただいて、住民の皆さんに喜んでいただこうというところで、赤井氏の人脈により安

価で来ていただくことができるといった点、またその人脈の広さからスポーツ界からも招

聘できるといったところ、それから本町親善大使であり華人でおられます赤井さんに記念

品、クリアファイルなんですけれども、そのデザインをお願いすると、契約も兼ねて。 

委員（勝元由佳子議員） 

 そういう趣旨ではないです。 

秘書人事課（中定昭博課長） 

 ということで、ちょっと答弁させていただきます。そういったデザインも依頼するとい

うことで、包括的に委託できるというところで委託という形を選ばしていただきました。
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おっしゃるように報償費ですればよかったのですが、包括的にという観点からいくと委託

料ということになりますので、今回のような形をとらしていただいたところでございま

す。 

委員（勝元由佳子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（勝元由佳子議員） 

 財政課長にお聞きしたいんですけど、今の内容やったら報償費じゃないですか。委託料

になじむんかいというところがあるんですけど、おっしゃっている趣旨やったらやっぱり

謝礼でしょう。性質的に謝礼じゃないですか。別に私、赤井さんを全然否定しないし、そ

ういうものだろうなというのは分かります。ただ、その使い方の目的のところだけなんで

すよ。 

 変な話、この決算書、予算書もそうですけど、だけ見ていると、そういう中が分からな

いわけですよね。単に委託料幾ら、報償費幾らで出てくるでしょう。誰に、どこにやった

かなんてはっきり言って分からないわけです。そういう、よっぽど開示請求して中身をチ

ェックした人でない限りね。やっぱりそういうところで、この款項目節という振り分けが

ちゃんとある中で、その性質に合ったお金の使い方をやっぱり公金支出でしていただかな

いと、予算がついたから、じゃあ、もうついたらあと何してもええねん的な発想という

か、ついたらちょっと目的が違っても支出したらいいわっていう、もしそういう発想があ

るんやったら、それは違いますよというのがあるんです。だから、本来の使い道の目的に

合った、この特に節の部分ね。ちゃんと使っていただかないと、もし今おっしゃっている

のを予算をつけるときの時点でちゃんと分かってて、報償費じゃなくて委託料に振り分け

たのか、ちょっとそこら辺が分かれへんので、岩佐課長は当時いてはれへんかったからど

うなのかなと思うんですけど、本来この性質ってどうなんですか。 

秘書人事課（中定昭博課長） 

 ちょっとよろしいですか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 中定課長。 

秘書人事課（中定昭博課長） 

 中身のことになりますので。今おっしゃったとおり、報償費という考え方も検討しまし

た。ただ、報償費というのは、ご講演いただいた方等々に直接、報償で支出するものと考

えております。今回は間に赤井さんに入っていただきまして、中身としましては記念品と

してのクリアファイルのデザイン、それから落語、桂ざこば氏に来ていただきました。そ

の落語界、それから阪神のＯＢによる子どもたちへの野球教室。この点に関しまして包括
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的に委託という形でさせていただきました。報償費という形であればそれぞれにというこ

とになるんですけど、私どもが直接、桂ざこばさんを呼ぶと、こんな金額では到底賄えな

かったというところでございます。 

委員（勝元由佳子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 何で言ってるかというと、委託料になってくると契約とかになってくるでしょう。発注

になってくるんですよ。となると地方自治法の網がかかってくるから、基本、入札とかそ

ういう話になってくるから言ってるんです。 

 今回みたいに、この人だから来てほしい、特別なこの人物に来ていただいて、それに対

してお礼でお金を払う。やっぱりそれは謝礼の意味合いになってくるから、委託料にする

んやったら普通に原則に従えば発注ですよね。 

 じゃあ、もう堅苦しいこと言うかもしれんけど、地方自治体だから、花を生けるんやっ

たら、花の業者さんに、より安くてやってもらえる競争をしなさいよというところに入っ

てくるから言ってるんです。でも、それはできなかったわけでしょう。招く方の特性上

ね。だから言ってるだけで、そこはちょっと今後見直してくださいということです。自治

体側の思いで勝手に節をいらえるとか、そういうものじゃないと私は思うからね。もうや

ってしまってるから、今後で結構ですけど。 

委員長（三宅良矢議員） 

 回答、ありますか。 

委員（勝元由佳子議員） 

 回答はいいです。 

委員（三宅良矢議員） 

 ないんやったら。 

委員（勝元由佳子議員） 

 あと、４０ページの使用料及び賃借料のレンタカー借上料なんですけど、公用車がある

のに何でレンタカーを借り上げてるんかなというのがちょっと気になったんですけど、何

でですか。 

総務課（南 智樹課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 南課長。 

総務課（南 智樹課長） 
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 レンタカーの借上料というところでございますけれども、これにつきましては本町、公

用車というところでは数あるんですけども、各部署、例えば消防署であれば消防訓練に参

加するとかいうところで、大多数の人数がそういった催しに出席するというところの分に

つきましては、レンタカーを使用して参加しておるというところでございます。 

 あと、全庁的に教育委員会、あと議会の議員の皆様方におかれましても、視察というふ

うなところになった場合、レンタカーを配置の上、視察に行かれたというふうな実績があ

ろうかと思いますので、そういうケースにおいては、公用車では対応できないというケー

スにおいては、レンタカーを借り上げた上で視察等の参加を行っているというところでご

ざいます。 

委員（三宅良矢議員） 

 勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 今おっしゃった視察というのは職員さんの、何か今議員も含んでという。すみません、

もう一回。議員はここに入ってないですね。議員の視察って、議会費でしょう。違うの。

総務費。 

総務課（南 智樹課長） 

 よろしいですか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 南課長。 

総務課（南 智樹課長） 

 議員の視察というふうなところのお話がありましたけども、このレンタカーの借上げと

いうところにつきましては、これはこの予算費目のほうで議会事務局の視察等においても

行っていただいているというところでございます。他の、全庁的に教育とか福祉部局にお

きましても、そういった催し等の出席参加等のところで、数が多くなると、議員さんも含

めてというところの出席が必要であるというところの分については、先ほども申し上げま

したけども、公用車で対応できない事案等がある場合についてはレンタカーを借り上げて

現地へ行っていただいているという状況でございます。 

委員（勝元由佳子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 それ、あれですか。私は議会の分は議会費だと思っていたのですけど、別に込みという

か、理事者側の予算に入れておってていい、分けずに一緒にやっていいということです

か。分からへんけど。 
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議会事務局（柏原憲一局長） 

 全庁的に一括してはりますよね。そういうことですね。全ての。 

委員（勝元由佳子議員） 

 ごめんなさい。ちょっとよく分かれへんのですけど。要は、分かれへん。今の話を聞い

ていると、レンタカーを１年、もう借り上げているんですか、その辺を。 

委員長（三宅良矢議員） 

 ちょっと待ってください。柏原局長。 

議会事務局（柏原憲一局長） 

 向こうの話になるかも分かりませんけど、議会もこれまで。要は昔、町で１０人乗りみ

たいな車があったんですけども、それが今ないんです。その関係上で、例えば教育委員会

やったら、教育委員を連れてあちこち視察に行くときに、車を何台も連ねることできへん

ので、その都度、１０人乗りなんかをレンタカーで借りるということです。議会も過去に

あったと思います。こども園をやるときに、こども園へ視察に行ったとき、そういったと

きにその都度その都度レンタカーを借りる。それを全庁的に総務費で一括で取っていただ

いているというところやと思います。 

委員（勝元由佳子議員） 

 はい。 

委員（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（勝元由佳子議員） 

 それ、私てっきり、議会費の３７ページに使用料及び賃借料、あるでしょう。ここにセ

ミナーバスとかの借上料が入っているから、このバスの、マイクロバスの借上げが議会の

視察も込みの移動費用かなと思っていたんですけど、じゃないということですね。今の説

明だとね。議員の移動は、この３７ページのセミナーバスで、議会費用で車代を出すとき

もあれば、総務費でレンタカーの借上料で予算執行するときもあるということ。それは、

でも今後、議会は議会で足代、賃借料とか車代は別でつけたほうがいいんと違いますか。

混同して、予算的に分かれへんので。 

議会事務局（柏原憲一局長） 

 要は、職員が自分で運転していくとき。 

委員長（三宅良矢議員） 

 それを案分するのか、どっちかですね。 

委員（勝元由佳子議員） 

 その都度借りてるんですよね。 

議会事務局（柏原憲一局長） 

 その都度借りてます。それで、去年は多分、議会のはなかったと思いますけども、過去
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にあったときに、去年はあった。こっちです。総務費に。だから言っているように、議会

から教育委員会も全庁的に消防署も全部そこで一括で取っていると。それはもちろんシス

テムですので、だから今後それを割るほうがいいのか。それについてはちょっとまた財政

も交えて議論いただいたらいいのかなと思います。 

委員（勝元由佳子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 あくまで議員だけで、議会だけで行くときは議会ですよね。セミナー、借上料で。 

委員（北村 孝委員） 

 違うやろ。車を借りて、運転がうちの職員さんがやる分やろ、違うの。 

議会事務局（柏原憲一局長） 

 この議会費で上がってる分は、多分マイクロバスとか大きなものの借上げで、１０人乗

り１回で使うときありましたよね。 

委員（北村 孝委員） 

 要は業者に運転手丸ごとに。車だけは職員さんが運転するから、それと分けてはる。 

議会事務局（柏原憲一局長） 

 それについては１０人乗りということで、全庁的な予算の費目のところを取りに行って

いるということ。だから、議員さんが行って、マイクロバスを借りるときは多分議会費の

お金を使っているんでしょうけども。 

委員長（三宅良矢議員） 

 すみません。その辺をまた今後整理していただいて、また分かりやすいようにご回答を

頂けるように、来年でもしてください。お願いできますか。 

 勝元委員、ほか、いいですか。 

委員（勝元由佳子議員） 

 あります。 

委員（勝元由佳子議員） 

 ４５ページの施設管理費のところなんですけど、これ、ちょっと私も議会でも質問させ

てもらってる部分のことなんですけど、ざあっと、この施設管理委託の内訳ですね。ざっ

と見てるんですけど、令和元年の１０月に算定の委託されてますよね。あれは算定費用、

どこに入ってるんですかね。２８万６，０００円。要は、庁舎管理の委託を３年ごとに発

注するたんびに算定をしていただいているでしょうか。算定の委託料が入ってないんです

けど、どこに入っているかな。これ実際、施設の管理委託の中しょう。算定業務、コンサ

ルというかは、令和元年の１０月に登録外の業者を選んで契約、随契しているはずなんで

すけど、それはどこに入っているんですか。 

総務課（南 智樹課長） 
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 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 南課長。 

総務課（南 智樹課長） 

 同じ４５ページの、その他施設維持管理委託料の中に含んでございます。 

委員（勝元由佳子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 これ、機械設備点検委託料になっています。積算じゃないでしょう。 

委員（北村 孝委員） 

 その上のほうにある。 

委員長（三宅良矢議員） 

 その他施設維持管理委託料５１万１，８８０円。 

委員（北村 孝委員） 

 真ん中ぐらい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 このことですね。ここに含んでいるということで。 

委員（勝元由佳子議員） 

 ああ、中ほどのこれですか。５１万。 

委員長（三宅良矢議員） 

 １，８８０円。これと違いますか。 

総務課（南 智樹課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 南課長。 

総務課（南 智樹課長） 

 そちらに含んでいるということです。 

委員（勝元由佳子議員） 

 じゃあ、ほかは何を含んでいるんですか。算定が２８万幾らでしょう。 

総務課（南 智樹課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 南課長。 
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総務課（南 智樹課長） 

 このその他施設維持管理委託料の内訳としては、４項目ございます。まず１つが、今言

うていただいたシビックセンター総合管理経費に係る積算に基づく作成委託料ですよね。

あと、防火対象物定期点検業務委託料。あと、喫茶店等において油とかというところが発

生するというところで、油分の清掃業務の委託料。あと、それと煤煙、法に基づく煤煙測

定というところが義務づけられているというところでございますので、その煤煙の測定業

務委託料を含んで、４項目あるというところでございます。 

委員（勝元由佳子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 これ、４項目、今おっしゃっていただいたんですけども、これは全部ばらばらで発注し

てて、ばらばらの業者になるんですか。 

総務課（南 智樹課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 南課長。 

総務課（南 智樹課長） 

 はい、おのおのの契約でございます。 

委員（勝元由佳子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 一応、表に出てきてないということは、随契ですよね。 

総務課（南 智樹課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 南課長。 

総務課（南 智樹課長） 

 はい、そのとおりでございます。 

委員（勝元由佳子議員） 

 あと、システム関係なんですけど、この決算書のどの項目に該当するのか分からなかっ

たんですけど、去年、総合行政ネットワークの更新とか、あとネットワークの経路回線の
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提供業務とかというのを発注されてるんですけどね。これはどこの部分に入ってるんです

か。 

総務課（南 智樹課長） 

 何ページですか。 

委員（勝元由佳子議員） 

 どれか分からないから聞いてるんです。私、発注のほうの書類は持っているんですけ

ど、決算書のどれに該当するかが分からないので。 

委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員、それは何年度の発注ですか。 

委員（勝元由佳子議員） 

 令和元年度です。 

委員長（三宅良矢議員） 

 令和元年度。 

委員（勝元由佳子議員） 

 これ、令和元年度決算でしょう。一応去年、令和元年の１２月、５年契約で７７０万と

９５万幾らと、２つ同じ会社、登録外の業者さんに発注されてるんですけど、私、承認願

のやつをちょっと確認してるんですけど、未登録業者さんに随契で発注してはるでしょ

う。 

総務課（南 智樹課長） 

 ちょっと名称が定かでないので、ちょっとお答えはできかねますが。 

委員（勝元由佳子議員） 

 調べておいてください。 

委員長（三宅良矢議員） 

 後でご回答を。 

委員（勝元由佳子議員） 

 そうですね。 

総務課（南 智樹課長） 

 後でそしたらその正式名称、契約ですかね。契約の内容の名称を教えていただけます

か。 

委員（勝元由佳子議員） 

 名称ですか。 

総務課（南 智樹課長） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 後でそれはやって、それで回答をもらえますか。 
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委員（勝元由佳子議員） 

 一応聞きたいことは、これ、何でこの未登録業者でないとあかんのかというところと、

５年契約で契約するんやったら、未登録業者なんか登録してもらったらいいんじゃないで

すかというところをお聞きしたいんです。また調べておいてください。 

委員長（三宅良矢議員） 

 それでいいですか。 

総務課（南 智樹課長） 

 今も申し上げましたように、５年契約といっても、具体的にその電算に係るその契約の

中の、その契約名称をお持ちやというようなところでございますので、それ、後ほどまた

言っていただけますか。 

委員（勝元由佳子議員） 

 そうですね、はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 他に 

委員（前川和也議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 前川副委員長。 

委員（前川和也議員） 

 総務費の総務管理費の企画費の中からの質問なんですけども。 

委員長（三宅良矢議員） 

 ページをお願いします。 

委員（前川和也議員） 

 ページというか、前年度の業務実績、実績報告書との比較、今年の決算書からですと、

ブランド創造事業費がないかなと思うんですけれども、忠岡のキノコのやつですね。これ

はもう完全に撤退されてるんかどうかというのを教えていただけませんでしょうか。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 小倉課長。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 ブランド創造事業、キノコにつきましては、２８、２９、３０年度の３カ年の事業とし

ておりますので、令和元年度については一切タッチはしていないというふうな状況でござ

います。 

委員長（三宅良矢議員） 
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 はい。 

委員（前川和也議員） 

 もう、これからも。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 小倉課長。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 ブランド創造事業でございますので、興味、関心を持っておられる業者さんがおられる

んであれば、単費でもやりたいという気持ちはあるんですけれども、やはりなかなか実際

事業を起こすとなると数千万のお金もかかってきますんで、町から補助を出すとしてもや

はり事業者さんにも応分の負担は求めないといけないのかなというふうに考えておるとこ

ろでございますので、今の状況ではなかなか難しいのかなというふうに考えておるところ

でございます。 

委員長（三宅良矢議員） 

 他に、ご質疑ありますでしょうか。 

委員（北村 孝委員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 北村委員。 

委員（北村 孝委員） 

 先日、過日もちょっとお話しさせてもらいましたけど、総務費ということで、この調書

及び財産に関するこの報告書について、一番最後のページに、いわゆる公用車、これで見

ますと決算年度末現在が、３月３１日現在、令和２年の現在で３２台。この中でいわゆる

何かといったら、ドライブレコーダー、消防車両はつけてるということで、ぜひ残りの公

用車にもつけていただきたい。 

 当然、過失のあれもありますし、防犯カメラやないけども、そういったことにも結構役

に立って、警察から、任意ですけど、提出してもらえませんかという。今は車が通って

も、既に上にＧＰＳか何かついていて、どの車がそこを通ったというのは全部分かります

ので、そういったことも犯罪等にも協力できるので、ぜひ。つけていないこと自体、私は

あのとき驚いたんですけど、そういったことでぜひ搭載していただきたい、このように思

います。よろしくお願いします。要望です。 

総務課（南 智樹課長） 

 回答を。 

委員長（三宅良矢議員） 
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 回答、お願いします。南課長。 

総務課（南 智樹課長） 

 今、北村委員のご要望を受けたところにおきましても、先般ご要望等を頂いたというよ

うなところにつきましては、各近隣の自治体におきましても公用車にはドライブレコーダ

ーを設置をしておるというところの団体も多数、今の時代ではあるというところで伺って

ございます。そのようなところで、まず、どのような、つけることによってのメリットが

あるかどうかというところを含めて、当然ながら設置するに当たっては費用面も出てくる

であろうというところでございますので、いま一度、調査研究というところで、今後の課

題というところで、取組を通じて検証等を行ってまいりたいというふうに思いますので、

ご理解いただきたいと思います。 

委員（北村 孝議員） 

 比較的安価、当初に比べたらかなり、過日も言いましたけど、安価でつけられますの

で、よろしくお願いしておきます。 

委員長（三宅良矢議員） 

 他に、いかがでしょうか。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 議会費のところでなんですけれども、ページ数は、３７ページのところの修繕料という

ところに関連してなんですが、議会設備修繕料ということで、これは何の修繕があったん

でしたか。 

議会事務局（柏原憲一局長） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 局長。 

議会事務局（柏原憲一局長） 

 修繕については、机上のマイクの不具合等々で、いわゆるマイクの不具合の修繕という

ことで支出しているところでございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 
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 分かりました。マイクの調子がちょっと悪かったときもありましたので、録音したりと

か、あと映像とかの分も何かだんだんと、庁舎ができて２０年ということなので、不具合

が出てきている頃ということなんですが、会議録を作成する上でもというところもありま

すし、傍聴が下というか、１階のモニターの前で放映するという、そういったことからも

必要ではあると思うんですが、何とかもちそうでしょうかね。以前の財政見通しのときに

１，０００万か２，０００万か、何か大きな額を出していらっしゃったけど、やっぱり公

債費でもこれだけ増えているので、新たな起債発債は避けるということで、もうちょっと

頑張ってというふうなことで置いてあるんやと思いますけど、何とか修繕しながらで使え

そうですかね。しばらくは。 

議会事務局（柏原憲一局長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 局長。 

議会事務局（柏原憲一局長） 

 修繕はしたんですけども、基本的には今委員おっしゃっていただいたとおり、この庁舎

ができて２０数年たちますので、その修繕自体も多分部品がないということで、基本的に

は修繕も難しいということで。令和２年度の当初予算策定に当たって、議会のほうからも

２，５００～２，６００万ぐらいですかね。議会の傍聴システムですね。いわゆるモニタ

ー室、その辺の改修ということで予算が上がってきたところでございますが、非常に厳し

い状態ということで、予算的には今回、次年度の予算にも入ってないんですが、言ってい

るように２０年たっておりますので、議会のシステム以外に庁舎全体として、空調ですと

かいろんな設備関係も老朽化しているかと思いますので、できたら議会で単体で上げると

いうよりも、全庁的にどういうようなところが修繕が必要かというようなところをできた

ら調査いただいて、計画的に一括で修繕していければなと。要は議会のところだけ挙げて

いくと、予算も膨らめば、施工する場合もまた費用もかかるかと思うので、一括で吸い上

げていただいて、それで計画的に年度を割ってやっていただいたらいいのかなと、そうい

うふうな形でまた理事者側とも調整していきたいなというふうに思っています。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 かなり大きな額になるので、全体の中でとしてもかなりの額になると思うので、今の方

法を、きちっとした同じ方法ということではなく、もう少し安価な、簡単な方法で何かす

る方法が、今の世の中ですからできないだろうかということも局長さんのほうでもちょっ
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と検討していただいて、議員のほうも何かいろいろそういったのを調べたりして、安い方

法で導入ね、新しいものを何か別のちょっとできないかなというふうなのをちょっと検討

していただきたいなとは思いますので、よろしくお願いします。安い方法で。 

議会事務局（柏原憲一局長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 局長。 

議会事務局（柏原憲一局長） 

 極力安い方法。ただ、やっぱりモニター室とか、あとは映像配信ですとか、将来的なこ

とを考えていくと費用はかなりかかるのかなと思いますが、できるだけ安価な方法という

のを研究して採用していきたいなというふうに思っております。 

委員（是枝綾子議員） 

 よろしくお願いします。 

委員長（三宅良矢議員） 

 よろしいですか。他に。 

委員（是枝綾子議員） 

 議会費はもう終わりで、次の総務費で、すみません。 

委員長（三宅良矢議員） 

 続けてどうぞ。 

委員（是枝綾子議員） 

 ３８ページのところの一般管理費の職員手当のところの退職手当のところで、一応、定

年退職の方、何名でしょうか。それで中途の方、何名でしょうかという退職者の内訳を教

えていただきたいのと、その下の賃金のところで臨時職員の賃金が、去年というか前年度

に２，７１０万６，８５０円という大きな額だったんですけど、今回は１，６４５万７，

０００円ということで、その差があるんですが、この差については何なのかということ

と、あと職員数ですね。町全体の正職員数と臨時職員の数を、平成３０年度と令和元年度

と比較というんですかね、していただきたいんですけれども。 

秘書人事課（中定昭博課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 中定課長。 

秘書人事課（中定昭博課長） 

 まず、退職手当の内訳でございます。定年退職が５名、それから自己都合による退職が

１０名、合計１５名でございます。あと２名につきましては転職先が地方公共団体でした

ので、そこで引き続き退職金を、退職手当を積み上げるという形で、本町からの支出はご
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ざいません。 

 それから、一般管理費における臨時職員の賃金というところでご質問を頂きました。こ

の平成３０年度と令和元年の差でございますが、単純に人員が１７名から１１名になって

ございます。その理由といたしましては、一般管理費で支出しております臨時賃金、今で

言う会計年度任用職員の賃金なんですけども、につきましては、障がい者雇用の方、それ

からこの当時ですと嘱託ですね。役場ＯＢの分をこちらから支給をしておりました。そう

いったところの原因によるものが理由でございます。 

 職員数ですね、まず正規職員、正職の分なんですが、３０年度末というところで、３１

年３月末の数字になります。１７７名。それから翌年末ですね、令和２年の３末の数字で

す。１７５名となっております。ここに、非正規の方ですが、３１年３月末の数字が１１

０名。それから翌年、令和２年３月末の数字が８４名でございます。非正規の方につきま

しては数か月という方であったり短期間で退職された方等も人員として、１としてカウン

トしておりますので、この日付けでいくとそういう人数となってございます。 

 以上でございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 臨時職員の賃金のところですが、これはカウントの仕方を変えたということなのか、そ

もそも障がい者雇用とかＯＢ、嘱託の方を減員してしまったということなのか。カウント

の仕方というのは各課で振り分けたということなのかですね。そもそも減員してしまった

のかと。どちらでしょうか。 

秘書人事課（中定昭博課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 中定課長。 

秘書人事課（中定昭博課長） 

 カウントの仕方は変わってございません。それから、役場から「辞めてください」とい

う形で持っていったものでもございません。ご本人の意思による、事情等による退職によ

る減員でございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 
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委員（是枝綾子議員） 

 非正規の方でもやっぱり６名減ったりとか、あと短期間の方も含めて１名にカウントし

ているということで、非正規の方がかなり減っているというふうな、数字上はなるんです

けれども、これは仕事上、正規の職員も２名減っているということもあるのですが、仕事

上、支障とか、そういったことは出てないでしょうか。 

秘書人事課（中定昭博課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 中定課長。 

秘書人事課（中定昭博課長） 

 減ったところは、もちろん要望も頂く中で、いろいろなやり方で賄えるようにはしてい

っております。仕事上に関しては弊害が出ているところはないと認識しております。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 仕事がたまって大変とかいうことはないかと思いますが、例えば住民サービスの、マン

パワーって住民サービスですので、それを迅速に処理を行うとか対応するとか、あと、そ

ういったところで書類の審査が遅いとかそういったことになっているという、そういう面

では影響は出てないでしょうか。 

秘書人事課（中定昭博課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 中定課長。 

秘書人事課（中定昭博課長） 

 今おっしゃられる部分につきましては、なかなか量りにくい部分ではございます。全く

ないのかと言われると、影響は全くないことはないと思いますが、その分、多人数で補い

合うとか、いろいろ制度面で運用の仕方で、それぞれ現場で影響の最小になるように努力

していただいているところでございます。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。今後、住民サービスの低下にならないようにというところの視点で職員

の配置というところで、必要があれば採用していくということでお願いしたいと思いま
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す。 

 続けていいでしょうか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 どうぞ。 

委員（是枝綾子議員） 

 すみません。そしたら３８ページから４０ページにかけての、先ほども出ていました町

制施行８０周年の記念事業と式典関係がばらばらに項目で出ていますので、事業費の総額

はお幾らであったのかということと、あまり比較するものがないので、７０周年のときと

８０周年のときと、どの程度かかった経費が違うかなと、比較してどうかという点をお教

えいただきたいんですけれども。 

委員長（三宅良矢議員） 

 回答できますか。 

秘書人事課（中定昭博課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 中定課長。 

秘書人事課（中定昭博課長） 

 まず、８０周年記念事業ですね。式典も含めまして事業費総額で２９９万３，２６７円

でございます。それから、今おっしゃっていただいていました７０周年のときなんですけ

れども、７０周年のときで総額２６９万９，７３３円でございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 ８０周年のときのほうが町としては節目ということだったかと思いますが、違いました

かね。何かありましたね。何でしたっけ。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員、質問の趣旨をもう少し明確に。 

委員（是枝綾子議員） 

 すみません。７０周年と８０周年と、そう別に華美にしたわけでもなく質素にしました

というところのような感じですが、分かりました。何か節目の。 

委員長（三宅良矢議員） 

 中定課長。 

秘書人事課（中定昭博課長） 
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 節目ということで申しますと、やっぱり周年の中でゼロがつく周年というのは、どこと

も大きなというところではございますけども、本町におきましては７０周年、８０周年

に、先ほどの金額で比較しますと３０万ほど増えてるんですが、７０周年のときには全額

単独費でやっております。８０周年のときには町村会のほうから共催事業というので補助

金が２００万出ております。という意味で申しますと、町単独費で言いますと９９万３，

０００何がしという数字が、今回の負担額というところでございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 共催のほうから何かお金が出たと、補助金があったということは良かったですね。これ

は７０周年のときは出なかったんですかね。 

秘書人事課（中定昭博課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 中定課長。 

秘書人事課（中定昭博課長） 

 この制度が平成２６年からのものになっております。 

委員（是枝綾子議員） 

 ２６年からですか。はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 ちょうどそういった使える制度があって良かったなというふうに思います。とても８０

周年、いい式典と内容であったかと思います。分かりました。 

 続けて、すみません。 

委員長（三宅良矢議員） 

 どうぞ。 

委員（是枝綾子議員） 

 ４１ページの人事管理費のところで、非常勤職員等公務災害補償費というのが出ている

んですけれども、これはどのような公務災害だったんでしょうか。何名でしょうかという

ことで。 

秘書人事課（中定昭博課長） 

 委員長。 
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委員長（三宅良矢議員） 

 中定課長。 

秘書人事課（中定昭博課長） 

 件数としては２件でございます。同一人物なんですけれども、２回、同様の内容になる

んですが、公務で移動の際に自転車に乗っておりまして、バランスを崩したということ

で、１度目が膝の骨折です。左膝蓋骨というところの骨折です。膝ですね。それから、２

回目です。また同じくなんですけれども、公務で移動の際に自転車でまたバランスを崩し

てということで、今度は左腕のところの手首よりちょっと手前といいますか心臓に近いほ

うが骨折ということで、この二度の公務災害でございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 けがに注意していただいて、移動の際はしていただきたいと思います。 

 そしたらもう一つ、４１ページの事務用消耗品代のところですが、これはわずかですけ

れども、前年度は６万２，５８０円だったんですけど、今回２６万９，４３５円というこ

とで、パソコンでも買うたんかしらと思うような金額なんですが、何を購入されたんでし

ょうか。 

秘書人事課（中定昭博課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 中定課長。 

秘書人事課（中定昭博課長） 

 これにつきましては、給与の用紙、給与を各職員に支給費前日に明細を配っているんで

すが、その用紙を例年よりちょっと、税金の関係、消費税の関係で前倒しで購入をいたし

ました。その分で約１６万ほど上がっております。それが主な理由となっております。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 その関連か知らないですけど、４１ページから４２ページにかけて人事給与システムを

何か導入されたようなんですけれども、借上料などに新たに支出されているんですけれど

も、どのような給与システムに変更されたんでしょうか。 
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秘書人事課（中定昭博課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 中定課長。 

秘書人事課（中定昭博課長） 

 これについてはシステムの変更等ではございません。もともと昨年度までは電子計算費

のほうで支出していたものをこちらに組み替えたものでございます。内容には全く相違は

ございません。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 項目が変わったというところですね。分かりました。 

 じゃあ、４４から４５ページに関して、シビックセンター費に関してなんですけれど

も、シビックセンターの施設等修繕料に関してなんですが、５４０万ほど出ております。

４５ページの一番上ですね。多分そこには入ってないんですけれども、雨漏りをやっぱり

修繕してほしいというお声が多いです。 

 場所は南館のほうの児童館とかスポーツセンターのほうの入り口の自動ドアのところで

すね。そこの雨漏りがひどいということで、バケツをずっと、雨が降ったらそこに二、三

個置いているという状況でありまして、入り口でまた子どもたちや高齢者の方が通るとこ

ろなので、非常に足元が悪い、滑るというところなので、何とかその雨漏りをね、応急処

置でも何かちょっと修繕ができないものかと。 

 できるんやったらやってるよって言われそうですけど、そこと、あと庁舎の正面玄関で

すね。本当に正面玄関のところの雨漏りも、三角コーンをいつも置いていらっしゃるの

で、雨が降ったら、あそこがね。入ったら三角コーンを置いている役場って、入り口に、

真ん中に、ちょっとそれもどうかなということもありますので、滑ったりとかけがをされ

たりとか、利用者、住民の方がされないうちにというのと、あと雨漏りするとかなり傷ん

でくるというか、建物ね、というところもありますので、これについて何らかの修理をぜ

ひお願いしたいと思うんですが、いかがお考えでしょうか。 

総務課（南 智樹課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 南課長。 

総務課（南 智樹課長） 
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 本シビックセンターにつきましては、ご承知のとおりもう建設から２０年以上が経過し

ておるというところで、施設のあちこちに劣化による不具合、今ご指摘いただきました大

雨等が降れば雨漏りを起こすというところの状況でございます。 

 ご指摘のとおり、特に南館の自動扉付近におきましては、雨が多く降れば必ずと言って

いいほど雨漏りを起こすというところで、その都度都度、バケツを置くなりというような

ところでの対応というところでさせていただいている状況でございます。 

 つきましては、そのような状況の中で、庁舎をご利用されている皆様方についてはご不

便等々おかけしているというようなところではございますけれども、あの雨漏りにつきま

しては、ちょっと私の聞いておるところは、簡単な修繕ではできないよというふうなとこ

ろはちょっと聞いているところなんです。 

 ですので、今申し上げている雨漏りしている箇所等も含めまして、他の方面においても

劣化による不具合等々があちこちで発生しているところでございますので、近い将来また

この施設の大規模修繕というようなところも施す必要が出てくるのかなというふうなとこ

ろの状況かなというふうには考えております。 

 まずはもって、ご指摘の雨漏りというところでございますので、まずはあそこを修繕す

るにはどれぐらいの規模の修繕等々が必要なのかどうかというところを、いま一度確認を

含めてちょっとさせていただきたいというふうに思いますので、ご理解のほどよろしくお

願いいたしたいと思います。 

委員（是枝綾子議員） 

 よろしくお願いします。はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 では次、４５ページの総合管理業務の委託料のところなんですけれども、これもいろい

ろ議会でも指摘がされているんですが、同じ業者がいつも落札しているということで、令

和２年、今年の５月２９日の入札では予定価格に対して９７．７％の落札率ということに

なっておるようであります。談合防止の意味とかいうことからも、最低制限価格の事前公

表がやはり必要ではないかというような数字になっていると思いますが、そういった、こ

の９７．７％というのはちょっと高過ぎると思うので、予定価格に対して、ちょっとその

点ではどのようにお考えになっていらっしゃるのかということと、あと談合防止のため最

低制限価格の事前公表についてはどのようにお考えでしょうかと。「検討します」と去年

辺りおっしゃっていただいているので、どのように検討されましたかということで、お願

いいたします。 

総務課（南 智樹課長） 

 委員長。 
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委員長（三宅良矢議員） 

 南課長。 

総務課（南 智樹課長） 

 ご指摘の総合管理業務委託に係る入札におきましては、先般執り行った落札率から見れ

ば、今ご指摘いただいたとおり９７．７％というふうなところで、高い落札率であったと

いうところでございます。なお、これにつきましては、私どもといたしましてはあくまで

入札を行った結果が高かったというところの、あくまで入札結果だというようなところで

認識をしておるというところでございます。 

 つきましては、もう１点、その関連でというようなところで、最低制限価格の事前公表

というところの取組につきましては、これは従前より議会のほうでもたびたびご質問等々

を頂いておるという状況の中で、同じようなご答弁になろうかと思いますけども、事前公

表をするというところにつきましては、事業者の見積りの努力を損なわせるというところ

と併せて、適正な見積りによる自由競争という本来あるべき姿を損なうというふうなとこ

ろにもつながっていくというところの認識はしておるというところでございます。 

 つきましては、今後事前公表をするというところも総合的に踏まえた上で、また大きい

くくりとして、入札制度の改善、改革というようなところに向けまして、実施に向けて鋭

意作業を進めておるという状況でございますので、事前公表のみならず入札制度の改善と

いうようなところの大きいくくりの中で本町として実施をしていくということで作業を進

めておるという状況でございますので、ご理解いただけたらというふうに思います。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 大きな入札制度の改革、改善というのが、ちょっとどういうものかというのは分かりま

せんけれども、全部を事前公表、全てのものを最低制限価格を事前公表しなさいというこ

とを言っているわけではなくて、そのものによっては事前公表をしないほうがいいものも

あるかもしれませんけれども、やはりこれはちょっと、いつも高値で落札されていると

か、何か１社だけだとか、ほかはみんな失格みたいなね。そういう、あくまでも経緯とい

うか、それまでの入札、３年に一度ぐらいは入札されていらっしゃるかと思うので、それ

を見た上でやはり状況を見てということで、試験的にもとか、そういうふうな導入ができ

ないだろうかというふうに思っているんですけれども、そういった点での試験的に部分的

にまずやってみたりとかいう考えはございませんでしょうか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 南課長。 
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総務課（南 智樹課長） 

 ご指摘いただいたようなところも含めまして、引き続き検討というところで対応してま

いりたいというふうに思ってございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 ぜひ。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 早くやっていただきたいなということでお願いいたします。 

 あと、続きで、シビックセンターの自家発電の設備のことについてなんですけれども、

これ、災害時、停電の際の自家発電が、一応Ａ重油で８時間ということなんですけれど

も、総務省のほうからは７２時間、３日間というふうに言われているところなんですが、

その７２時間の確保の検討をされるということだったんですけれども、検討状況につい

て、なかなかお金もかかるし、広報費もということもありますので、どのように検討され

ていらっしゃるかという点。 

 もう一つは南館、避難所となっているふれあいホールとか児童館、スポーツセンターは

避難所ではないですけれども、自家発電設備、こちらの本庁の地下にある、そこがつなが

ってないんですね。なので停電したらもう全く電気が来ないというところの、この問題に

ついてはどのように検討されていらっしゃるのかなということですね。 

 それとあと、庁舎、シビックセンター全体の水道は、電気がないと出てこない自動の何

かですけど、停電した場合は水、出るんでしょうか。水、流れるんでしょうかというとこ

ろで、水ですね、水道はちゃんと、水道だけは使えるという状況になっているのか、電気

が来なくなったら、マンションと一緒で水が出ないよということになっているのかという

ことについて、停電時、水は使用できますかという。 

 その３点、ちょっとお聞かせください。 

委員長（三宅良矢議員） 

 南課長。 

総務課（南 智樹課長） 

 自家発電力につきましては委員仰せのとおりでございまして、従前、国のほうから自力

でいわば３日間程度、７２時間を外部からの供給なしで稼動させるというところが望まし

いというところの通達が来たというところでございます。 

 そのときにもいろいろとお話しさせていただいたところではございますけれども、ご承

知のとおり現在、本町におきましての自家発につきましてはマックスで８時間程度という

ようなところの稼動時間であるというところで、今後それに向けてちゃんと対応すべきと

いうふうなところではあるんですけれども、これは非常に言いにくいところではあります
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けれども、それに向けての具体的な詳細を含めての対応策というところまでは現在至って

いないというところが、今の状況でございます。 

 また、南館へその自家発電力の回線が届いてないというところにつきましても、そのと

おりでございます。また、ふれあいホールにおきましては災害時における避難所の設置場

所にもなるというところでありますので、従前から委員も何度も言っていただいていると

ころであるんですけれども、そこはまた現状の設備から南館のほうに線を延長するような

形で対応するのか、またそれとも現在の自家発の設備とは別に、新たに南館、特にふれあ

いホールというふうなところだけの部分での発電装置を設置するほうがいいのかどうかと

いうところも含めまして、１点目と同じようには今後ちょっとまた検討してまいりたいと

いうところで思ってございます。 

 あと、３点目の停電時においてこの本町役場、シビックセンターですが、の水道が出る

のかどうかというふうなところでございますけれども、いざ停電になった場合につきまし

ては、平常時からシビックセンター屋上に高架水槽というところで、約１２トンの水をた

めておる装置がございます。これが停電時になっても約１２トンの水をためておるという

ところから、各フロアに水を落としていくところについては、停電時でもそれは可能であ

ると。要は手洗い等の水道は使えるというところでございます。 

 ただ、屋上に設置するその容量が底をついた場合でございますけれども、これは自家施

設にあります貯水槽というところの水をくみ上げる装置が、これは電力がないとくみ上げ

が稼動しないというところでございますので、そういった意味で停電時においては、現在

貯蔵している水の分については対応できるけれども、それがなくなって、停電時以降の分

につきましてはポンプの稼動ができなくなるというところで、水が使えないという状況で

あるところでございます。 

委員（松井匡仁議員） 

 消火栓があるのと違うの。消火栓がある。消火栓の水、どうするの。 

委員（是枝綾子議員） 

 ああ、各階に消火栓。 

委員（松井匡仁議員） 

 あれは開いたらそのまま出てくる。 

委員（是枝綾子議員） 

 消防、ここに聞いたら。ちょっと圧がすごいとか。はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 電源については、近年いろいろと技術が進歩して、電源というんですか、充電を日頃か

らしていて使える、そういったものもあったりとかするので、各個人でそういうのを備え
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ていらっしゃる方も出てきてはるんですけれども、そういった違う、Ａ重油がいいのかど

うか、今の発電機がいいのかというのはちょっと分からないので、いろいろな安い方法で

安価にできる方法をぜひご検討いただきたいと思います。電気の電池が、蓄電池が一番い

いかなと思うんですけど。 

 あと、水ね。蛇口があればひねればいいんですけれども、住民の方が利用するトイレの

部分は、何か自動の水じゃなかったですかね。センサー、手洗い。センサーも電気がなく

てもいけるんですかね。すみません。水が出るんでしょうかというところで。コロナで手

洗いをしっかりとか言うてるときなので、やっぱり蛇口のところもどこか、各階でもどこ

かあるんでしたらまだいいんですけど、そういったところも含めて、やっぱり電源、要る

よなという、部分的にというふうには思いますが、その辺も蛇口をちょっと予備にどこか

確保できてるんでしたらいいかと思いますが、一応点検しておいていただけたらと思いま

す。 

 あとすみません、委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 どうぞ。 

委員（是枝綾子議員） 

 庁舎前の駐車場についてですが、スポーツセンターがこの年度から民間のコパンに指定

管理で入ってもらって、皆さんよく利用されていて喜ばれているんですけど、スポーツセ

ンターの休みの日は駐車場、がらがらなんですけれども、開いているときは結構いっぱい

で、止められないという満車になった回数というのは何回ぐらいあるでしょうか。 

総務課（南 智樹課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 南課長。 

総務課（南 智樹課長） 

 満車になった回数というところでございますけれども、ちょっと今、資料等を持ち合わ

せないんで、お答えはできかねます。すみません。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 しょっちゅう満車になっているということであれば、また代替、ちょっと補うような駐

車場が要るかなと思うんですけれども、今そんなにお声がね、数回ぐらいかと思うんです

けれども、ちょっとまた教えていただきたいということで、分かりました。 
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 あと、６１ページの選挙費に関してなんですけれども、選挙費いろいろ、選挙そのもの

でなく、第５投票所の問題なんですけれども、これまで忠岡保育所で第５投票所が設置さ

れてたんですが、今度民間のこども園になったということで、西区の集会所のほうに変わ

ってしまいました。で、ちょっと場所的に分かりにくいということもあるので、もとの場

所の、今現在のこども園のあるところに戻してほしいというお声もちょっとありますが、

戻せないものなんでしょうかということです。 

総務課（南 智樹課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 南課長。 

総務課（南 智樹課長） 

 現在、選挙のたびに第５投票所ということで、西区の集会所をお借りして、投票所とし

て使用させていただいているところでございます。この西区の集会所を投票所として設置

させていただいたというところにつきましては、昨年の４月の選挙からというところでご

ざいますが、当然ご承知のとおり、従前は第５投票所として忠岡保育所というところをお

借りして、投票所として投票をしていただいてきたというところでございます。 

 認定こども園というところで保育所が移行されたというところに伴って、同じ投票区の

中でというところで、町として探しておったらというところで、他の投票区と同様に町の

集会所、西区の集会所がベストやなというところでお願いさせていただいて、投票所とし

て借り上げさせていただいているところでございます。 

 一定、その当時も、初めて投票所が西区の集会所に変わったという時点においても、あ

の場所はちょっと地区の住民の方々でも分かりにくい場所であるというところのお声を頂

いた経緯がございます。つきましては、住民の皆さん、選挙に行かれる有権者の皆様方に

対して、投票所が変更になったというところで、公道に、広い道に面したところの２か所

において投票所のご案内というところ等の看板の設置と併せて、広報等々でのお知らせと

いうことでさせていただいた経緯がございます。 

 今、認定こども園のほうが分かりやすいから、そちらのほうに戻すことはできないかと

いうところではございますが、丸々の民間ということではなくて、公私連携型のこども園

というところでありますので、投票所として借り上げて利用させていただくことができる

のかどうかというところを、正直選管として打診したというところは、まだ現在至っては

ない状況でございます。 

 しかしながら、事前に分かっておる、予定されておる選挙というふうなところであれば

何らかの形でのご対応というところはやっていただけるのかなと思いますけれども、これ

は一般質問等でもご質問いただいて、町としてお答えさせてはいただいておるんですけど

も、認定こども園が仮に投票所としてお借りさせていただくということになった場合、急
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な選挙、今回のこの状況下においても国政、衆議院の解散に伴う総選挙が行われるんやな

いかというところの話も出ていたというところの状況でございます。 

 だから、予定していない急な選挙が行われた場合においても、子どもに、ピープルさん

の認定こども園での園児における行事等を含めてのその予定が、それが何らかの形で調整

をしていただくことが可能なのかどうかというところも含めまして、ちょっと町として懸

念しておる材料の１つではございます。 

 今後、こども園さんのほうに一応打診というようなところでさせていただくというのと

併せて、今現在においても西区の集会所が有権者、選挙人の地域の方々に分かりにくいと

いうことであるんであれば、より一層、今以上に分かっていただけるような周知のやり方

というところもまた考えていくというのも１つではないのかなというふうに考えてござい

ますので、ちょっとご理解いただけたらなというふうに思いますので、よろしくお願いし

ます。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 そうですね。認定こども園は、選挙の協力はするということで、そういうことになって

ませんでしたかね。そこに決定するときですね、契約上そういう契約になってたと思うん

ですが、どうでしたか。 

町長公室（立花武彦公室長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 立花公室長。 

町長公室（立花武彦公室長） 

 一応、規定の中には明記されております。ただ、今総務課長が答弁いたしましたよう

に、急な選挙になったときに、行事等が入っておれば対応できないかもしれないというこ

とで、今のところ西区のところでやらしていただいているというところでございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 協力はしてもらうということでの、そういう話であるけど、急な選挙の場合というとこ

ろの、そこだけが引っかかるということなんで、ほかは別に引っかかることはないという
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ことなんですよね。総務課長さんのお答えやったら。 

委員長（三宅良矢議員） 

 すみません。この話なんですけど、要はやっていくかやっていかへんかだけの話になっ

てくるんで、そこの追及に関してはある程度、互いにもうこれ以上進まないんやったらと

思いますけど。 

 南課長。 

総務課（南 智樹課長） 

 今、その西区集会所の場所が、近隣の住民さん、住んでいる方が分かりづらいというよ

うなところの声かけがあるというところでございますけれども、もう過去に、昨年の統一

を含めて知事選挙、町での選挙、また昨年の参議院選挙というところで、３回西区の集会

所をお借りしての選挙ということをやってございます。 

 つきましては、町内６投票所の中で、やはり投票率の高い投票所というのは、西区の集

会所が３回とも上位に入ってるんですね。それは結果、住民の方々、選挙民の方々が、そ

この場所が投票に行っていただいてるというようなところの証拠かなというところは思い

ますけども、先ほども申し上げましたように、今の現状で分かりづらいというところであ

るんであれば、今以上に分かっていただけるような手法を、いま一度ちょっと考えて、何

らかの形で周知の徹底をさせていただくというところの方法も１つではないかなというと

ころで思いますので、ご理解いただきたいと思います。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。一応、認定こども園の募集をかけるときも、募集要項にもそのことが書

かれてますし、契約というんですか協定書の中にもあるということは認識いただいての上

でのということなので、よく検討していただいて、認定こども園ともちょっとお話もして

いただいてご検討いただきたいというふうに思います。よろしくお願いします。 

 それから、続けてよろしいですか。 

委員（北村 孝委員） 

 今の是枝さんの質問やけど、僕も気になったのは投票率が、変えて低くなってるんやっ

たら問題やけども、あえてまたこれ変えるとなったら、まあパッと見たら分かるけども、

地域の集会所や地域の人に親しんでもらうんで、また限られた人しか行けへんや。忠岡は

全部あそこへ行くんと違うんやから。それはもうそれで、あとは周知だけしてもろたらえ

えん違うかな。あそこは投票率、変えて低くなったらこれはまたちょっと問題やけどと思

います。逆にそのほうが混乱ないのかなと、こう思いますので、是枝さんの質問がどうの
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こうじゃないけど、使えるんやったら向こうも使えるということの約束事があるみたいや

けど、そのほうがええのかなと。せっかくあれしはったんやからね。それでどうですか、

是枝さん。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい、検討をお願いします。 

委員長（三宅良矢議員） 

 高月の投票所の問題とかもいろいろありますので、そういったところも今後検討いただ

ければと思います。 

 他に、ございませんでしょうか。 

委員（松井匡仁議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 松井委員。 

委員（松井匡仁議員） 

 会派からの質問、５つ６つあるんですが、その前にちょっと先ほど是枝先生のほうから

の質問の中で、公務災害の報告の中で、年間に２回公務災害になっているということなん

ですけれども、どういったお仕事の最中に、自転車で１年に２回も骨を折るって。 

秘書人事課（中定昭博課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 中定課長。 

秘書人事課（中定昭博課長） 

 本人は消防署で勤務しております。日々、連絡事項等がありますし、予算の執行にはこ

ちらで端末をたたかないといけないので、そういった関係で日々、役場との往復という業

務があります。その際に自転車でバランスを崩したというところでございます。 

委員（松井匡仁議員） 

 すみません。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい、どうぞ。 

委員（松井匡仁議員） 

 今もその方は、その仕事をなさっているんでしょうか。 

秘書人事課（中定昭博課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 中定課長。 
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秘書人事課（中定昭博課長） 

 今もしております。せんだっての議会でも補正予算でちょっとお願いしまして、議決い

ただいたんですが、まだ現状、治っておりません。 

委員（松井匡仁議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（松井匡仁議員） 

 もうその人、別に構わんのですか。それやってもいいですけど、徒歩にしましょうや。

消防署からやったら来れますから。やっぱりそうやって何回もというのは、本人にもあれ

やし、こうやって公務災害がずっとあるというのも、こちらも役所としても困りますの

で、そことここなら歩いて来れますので、多分自転車と歩くところの時間の差も５分でし

ょうか。もう徒歩にしましょう。 

委員（北村 孝委員） 

 ダイエットにもなるし。 

委員（松井匡仁議員） 

 はい。すみません。会派のほうの質問に移ります。 

 社会人雇用の件で質問いたします。 

秘書人事課（中定昭博課長） 

 すみません。 

委員長（三宅良矢議員） 

 中定課長。 

秘書人事課（中定昭博課長） 

 本人、足の膝のけがでもあるんで、ちょっとその辺は私、把握してなかったんですけ

ど、今歩いて来てくれてるみたいです。 

委員（松井匡仁議員） 

 ああ、そうですか。それならそうしましょう。 

委員（三宅良矢議員） 

 まあ気をつけて。松井委員。 

委員（松井匡仁議員） 

 では、引き続き質問します。社会人雇用の件で質問します。 

 今年、集団面接なんかやりまして、社会人の面接を行っていただいて雇用していただき

ましたんですけれども、その中で受験対策という点で、リファレンスチェックという採用

方法、これは何と言ったらいいか、今勤めている会社へ聞き取りみたいなことを行った上

で採用という方法らしいんですけれども、こういうのを考えてはいらっしゃいませんでし
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ょうか。 

秘書人事課（中定昭博課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 中定課長。 

秘書人事課（中定昭博課長） 

 今、ご質問いただきましたリファレンスチェックというものですが、中途採用等を行う

企業が、受験者の今もしくは従前の会社に、同僚や上司に勤務状況等を伺うということの

作業で、現在大手の企業や外資系の企業で導入されて、注目されているところでございま

す。 

 導入することにより履歴書とか面接以外の部分ですね。会社の方、仕事ぶりであった

り、それから上司とかの関係性というところ、大変重要なところなんですが、こういった

ところが見えてくるのかなというふうに考えております。 

 ただ１点、本人さんの同意が必要になりますので、これに関しては同意がなかった場

合、ちょっと差が出てきます。こういったところの取扱いについて若干懸念が残ります。

公務員の採用においてそういったところが実施できるのかというところが、若干懸念が残

るところでございます。ただ、人物重視の採用を現在進めておりますので、そういったと

ころでは大変欲しい情報になりますので、今後も近隣の状況、それから導入している地方

公共団体がないのか等も含めて研究を進めてまいりたいと思います。 

委員（松井匡仁議員） 

 よろしくお願いします。 

 続きましての質問です。職員のメンタルケアのところで質問させていただきます。休職

している方とか産業医の相談を受けている方の状況と、休職中の方のアプローチについて

教えていただきたいんですが。 

秘書人事課（中定昭博課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 中定課長。 

秘書人事課（中定昭博課長） 

 今現在、病気による休職者、２名でございます。１名はまだ休職というところには至っ

てない状況の、病気休暇という状況の方も１名おりますが、休職という状況になっている

のは２名でございます。 

 それから、今お話を頂きましたアプローチというところなんですけれども、ご本人に対

するアプローチという意味で申し上げますと、休職、割と多いのはやっぱり精神的な疾患

というところが多うございます。医師から仕事を休む旨の診断が出ているという状況は、
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職場から離れて一度ゆっくりするというのが目的となりますので、事務遂行の上でどうし

てもその本人に聞かないといけないこと等がない限りは、原則本人にこの休職期間につい

ては連絡を取っておりません。ただ、完全な回復じゃなくても、連絡等、会話ができると

いう状況にあるというのが確認できた場合には、状況を上司のほうから確認というような

作業はしているところでございます。 

委員（松井匡仁議員） 

 分かりました。ありがとうございます。 

 では、すみません、あと４つぐらいあるかな。災害関係について、減災対策のほうで

す。家具の転倒防止の火災抑止の効果について、役所の認識はどのようなものでしょう

か。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 小倉課長。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 転倒防止器具というんでしょうか、器具の種類や取付け方法によって効果にも差があ

り、例えば一般的なＬ字の金具についても、上向きにつける場合と下向きにつける場合で

差が出るというふうなところも認識しておるところでございます。転倒防止器具を初めと

する災害に対する備えについては、引き続き町のホームページに掲載するなどの周知を検

討してまいりたいというふうに考えております。 

委員（松井匡仁議員） 

 ありがとうございます。 

 すみません。では、続きまして、忠岡町の公式ＬＩＮＥについて質問いたします。登録

状況及び登録推進に向けてどのように考えておられますでしょうか。 

町長公室（明松隆雄次長兼人権広報課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 明松次長。 

町長公室（明松隆雄次長兼人権広報課長） 

 ＬＩＮＥでございますが、現在７３２人の方に登録いただいております。件数的には順

調に伸びているところで、年内に１，０００件いけばなというのが希望でございます。 

 登録の工夫という点でございますが、当然広報やホームページ、あるいはＬＩＮＥ間で

のやりとり等は当然ではございますが、町内において各種団体の発行している「くす」で

すとか「ひまわり」ですとか、機関紙ですね。各種団体の機関紙のほうに掲載のほうを実

はいたしておりまして、それぞれ次号から、社協の「ぬくもり」につきましては新年号か
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らになるんですが、そういうところも利用して、ＱＲコードがついているものなんですけ

れども、高齢者の方もより広くご利用いただけるようにということで工夫しているところ

ですし、またＦＭいずみおおつさんにつきましては口頭になりまして、ＱＲコードを出す

ことはできませんが、そういうことを放送していただけるということも聞いておりますの

で、様々な工夫で何とか広げていきたいと考えてございますので、よろしくお願いいたし

ます。 

委員（松井匡仁議員） 

 分かりました。ありがとうございます。 

 続きまして、避難所での感染対策及び熱中症対策ということで、スポットクーラーの導

入ですね。これは費用対効果でいえば高いと考えるが、導入できませんでしょうかという

ところなんですけど、今、多分コロナのあれで導入を検討していただいていますね。見積

りを取っていただいているんですね。その辺、いかがでしょうか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 小倉課長。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 スポットクーラーでございますけど、多種多様の製品がございまして、効果的なものが

あるか、今カタログを取り寄せて調べているところでございまして、もしいいものがあれ

ば地方創生臨時交付金の２次補正を活用して数台購入したいというふうに考えておるとこ

ろでございます。よろしくお願いします。 

委員（松井匡仁議員） 

 ここでちょっと私も質問を入れたいんですが、このスポットクーラーですね、１００ボ

ルト、２００ボルト、様々なタイプがあるんです。ご存じやと思うんですけれども、これ

実際、避難所として開設しましたときに、体育館なんかの場合には１００ボルトの電源と

いうのは非常にたくさん使うんです。携帯電話の充電であったりパソコンであったり照明

であったり。体育館には多分２００ボルトの電源が、舞台装置の関係で必ずどこにも入っ

ていると思うんです。この辺のスポットクーラーは２００を買っておいて、ほかの１００

ボルトを空けておいたほうがええと思うんです。また、購入の際ちょっと検討してくださ

い。よろしくお願いします。 

 次は、災害自販機の検討について質問します。以前に「検討する」と回答をもらってお

りましたが、どうなっておりますでしょうか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 小倉課長。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 災害自販機の設置につきましては、本町からも業者に対し、使用や条件について問い合

わせをしているところでございまして、まだ回答をもらえていない部分もございますの
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で、引き続き交渉のほうをしてまいりたいというふうに考えております。 

委員（松井匡仁議員） 

 同じところで、飲料だけでなく食品なども扱えませんでしょうか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 小倉課長。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 食品もというご意見を頂いたんですけども、まずは飲み物からしていきたいというふう

に考えておりますので、ご理解のほうお願いいたします。 

委員（松井匡仁議員） 

 分かりました。 

 続きましての質問です。災害時の庁舎安全対策について質問します。忠岡町内にある公

共施設の本棚、書棚の転倒や走り出しなどの対策はできておりますでしょうか。先ほどの

転倒と一緒なのかな。これで庁舎内ですね、公共施設内についてはいかがでしょうかと。 

町長公室（立花武彦公室長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 公室長。 

町長公室（立花武彦公室長） 

 書棚については壁に設置しておりますので大丈夫かなと思います。カウンターにつきま

しては、人命に被害が加わっていないような部分で置かせていただいています。ただ、書

類をカウンターの上に積んだりしておりますので、できるだけカウンターの書庫内のほう

に納めるような形で、以前に通知しているんですけれども、また再度通知をさせていただ

きたいというふうに考えております。 

委員（松井匡仁議員） 

 分かりました。 

 じゃあ、次ですね。庁舎や学校などの２階以上の窓ガラスの安全性。これは天板の安全

性ということなんですけれども、体育館とかその辺のことですよね。その安全性はいかが

でしょうか。災害時といいますか窓ガラスですね。強化ガラスが入っているかとか、その

辺の話になってくるかと思いますが。 

委員長（三宅良矢議員） 

 落下防止のあれですね。 

委員（松井匡仁議員） 

 落下防止の。 

委員長（三宅良矢議員） 

 部長。 
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産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 先ほどの質問ですけど、耐震でいいますと非構造部材という分類になります。学校施設

に関しましては私、担当じゃないんですけども、対策は行ったというふうに聞いておりま

す。 

 そのほかの公共施設につきましては、義務づけがあったかなかったか分からないですけ

ども、窓ガラスにつきましては建物が地震によりまして変形しますよね。変形するように

なってるんですけども、その変形の範囲の中であれば損傷はしないんですけども、変形を

してゆとりのある、遊びというんですけれども、その部分を超えて変形してしまうとやは

り破損してしまうということになっておろうかと思います。その際、脱落するのかどうな

のか、ここらが大きな問題かと思うんですけども、阪神・淡路大震災のときも大阪府下で

も相当ガラスが割れてます。そうしたことで、やはり２階以上のところで、下に人が通る

とかいうところには、網入りガラスに替えていくとか、そうした対策が望まれるんではな

いかというふうに思うところであります。 

委員（松井匡仁議員） 

 分かりました。学校については行っているということですね。 

 続きまして停電対策なんです。庁舎の電源です。先ほど是枝先生のほうからこの下の発

電機の話があったんですけれども、ここでは電源複線化、これについての検討というのは

いかがでしょうか。 

総務課（南 智樹課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 南課長。 

総務課（南 智樹課長） 

 平成３０年の台風２１号のときも、このシビックセンター周辺におきまして大規模な停

電が発生したという状況でございます。シビックセンターにおきましての電源の確保につ

きましては、外部から１本の引込線で対応しているというところでございますけれども、

結果、その線だけが寸断されなかったということで、シビックセンターは停電にならなか

ったという状況でございます。 

 つきましては、この引込線の複線化というところでございますけれども、その当時以

降、一度複線化について検討した経緯というのはございます。複線化することで電力会社

が行う調査期間や経費等の問題もございまして、予算化できなかったというところではご

ざいます。つきましては、既存の引込線等、また別に違う変電設備から新たに引込線の増

設構築というところに向けまして、改めて調査検討、研究に努めてまいりたいというふう

に考えてございますので、よろしくお願いをいたします。 

委員（松井匡仁議員） 
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 分かりました。 

 続きまして最後の質問です。ブロック塀について質問いたします。民間のブロック塀、

建築基準法に違反しているような状態の分につきまして、たくさんあろうかと思うんです

けれども、この辺で町の対応というのは何か考えられていますでしょうか。 

建設課（坂本健三課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 坂本課長。 

建設課（坂本健三課長） 

 本件につきまして、平成３０年６月の大阪北部を震源とする地震を受けて、通学路及び

避難所に面したブロック塀等について一斉調査を実施した結果、約５００件ほど耐震性に

優れないブロック塀が存在していることが確認されました。 

 建設課においては、このような危険な民間ブロック塀の撤去を促進するため、令和元年

度より年度内定員２０件、限度額１５万円として補助制度を創設いたしましたが、令和元

年度４件と普及が進んでいない現状にあります。これまでにも広報紙や耐震フォーラムな

どを通じて普及啓発を行ってまいりましたが、今後はこれら媒体のさらなる利用だけでな

く、より直接的な普及啓発を検討してまいりたいと思っておりますので、よろしくお願い

します。 

委員（松井匡仁議員） 

 分かりました。ありがとうございます。なかなか通学路に面してらないかんから、角だ

けでもいけるんならあれですが、その辺、大阪府は認めてくれないんで、なかなか補助と

いうても簡単に出ないですね、これね、なかなか難しいと思います。また、その辺、枠が

広がりましたら周知してください。お願いします。 

 以上です。 

委員長（三宅良矢議員） 

 他に、ございませんでしょうか。 

委員（北村 孝委員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 北村委員。 

委員（北村 孝委員） 

 すみません、今災害の質疑、ずっとされていますんで、この５２ページなんですけど

も、既存民間建築物耐震改修補助金と耐震診断補助金、出てますよね。先日もちょっとご

相談があったので、原課でちょっと相談させていただいたけど、これ、必ずしも比例する

ものではないですよね。耐震補強と耐震診断と。 
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建設課（坂本健三課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 坂本課長。 

建設課（坂本健三課長） 

 必ず比例するものではございません。 

委員（北村 孝委員） 

 ちなみに、耐震診断が何件で、耐震改修が何件なんですか。 

建設課（坂本健三課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 坂本課長。 

建設課（坂本健三課長） 

 令和元年度でよろしいですか。 

委員（北村 孝委員） 

 結構です。 

建設課（坂本健三課長） 

 令和元年度の耐震診断の補助金が７件、耐震改修の補助金が５件となっております。 

委員（北村 孝委員） 

 この２件のあれがあるということは、やっぱり何らかの形で、この間も話したけど、建

築基準法というか、それに違反してるとかそういうことで２件、診断から比べたらこの補

強ができてないのは、その辺の理由があるんでしょうか。 

建設課（坂本健三課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 坂本課長。 

建設課（坂本健三課長） 

 この２件に関しては必ずしもそうではなく、ためらっておられる方もおられると思いま

す。 

委員（北村 孝委員） 

 分かりました。そういう方以外でしたら、耐震補強までして補助をちゃんとされてると

いうことですね。 

委員長（三宅良矢議員） 

 部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 
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 昨年から、昨年はＬＳＯと申しまして、「人・家・街 安全支援機構」、ここと協力い

たしまして耐震フォーラムを開催をいたしました、ふれあいホールにおきまして。 

 これは何をやっている団体かといいますと、有名な先生が会長であられるんですけれど

も、個別相談をメインとしてフォーラムを行ったんですけども、町内全域に広報でお知ら

せしたのに加えまして、個別にポスティングなんかを行いまして、そのフォーラム、また

個別の相談会に参加を募ったわけなんですね。そこに来ていただいた方が耐震診断をして

いただいているということで、かなり前向きな方を集めたということになっております。

ですから、今まではなかなか耐震改修工事、伸びなかったんですけども、昨年はこうし

て、５件ではありますけども、実施ができたということで、引き続き本年も同様のフォー

ラムを行う予定をしておりますので、そのような形でまた普及啓発に努めていきたいとい

うふうに考えております。 

委員（北村 孝委員） 

 よろしくお願いします。 

 それと、さっきも松井委員のほうからブロック塀等の安全確保のことでありましたけれ

ども、５００件、調査したら危険だというものがあって、そのうち４件、これ、少ないの

は要は金額的なもの。補助金の額的なものなのか、この辺のところまで調査というか、さ

れておりますか。なぜ少ないのか。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 新聞報道でもあったんですけど、やはり大阪北部地震を経験している、体感していると

ころの自治体については、件数が伸びております。堺以南は、確かに揺れたんですけれど

も、さほどみんな身に危険があるほどの体感ではなかったのか、どことも件数が伸びてい

ないという状況でありまして、補助事業自体やめた自治体もございます。 

 そういった中で我々としましては啓発、補助金を予算を確保させていただいて、１件で

も撤去してくれということを言い続けていくしかないわけなんですけども、そのような形

で来年度以降も予算をつけていただけるようにお願いしていきたいというふうに思ってお

りますので、よろしくお願いいたします。 

委員（北村 孝委員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（北村 孝委員） 

 しっかり取り組んでいっていただきたい。地震だけじゃなしに２年前の台風のときでも

ブロック塀、倒れてるお家もあるし、当然ブロック塀というのは公共の道路に面して、子

どもさんもですし、民間のライフラインにもなっていますので、しっかりと進めていって

いただきたいし、補助金もしっかり確保していただけるようによろしくお願いいたしま
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す。 

委員長（三宅良矢議員） 

 他に。勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 すみません、ちょっと言い漏れてたので。まず、４９ページのふるさと納税の関係のと

こなんですけれども、ポータルサイトの業務委託の部分なんですけども、先ほど説明で複

数のサイト、「楽天」だったりとか「さとふる」だったりとかというところで複数のサイ

トを使って集めてますという趣旨でおっしゃってたんですけど、過去を見ていると１社、

「楽天」やったら「楽天」、「さとふる」やったら「さとふる」で多分やってきてたと思

うんです。で、今年からというか３０年度からは複数サイトに変えたということですか。

どういう編成というか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 小倉課長。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 一番最初に入れたサイトは「ふるさとぷらす」と「ふるさとチョイス」やったかと思い

ます。そこでずっとふるさと納税、インターネットを中心に募集をさせていただいたんで

すけれども、やはり集まりが正直言いましていまいちだというところで、まずは「楽天」

のほうを入れさせていただいたと。で、「楽天」も入れさせていただいたんですけども、

皆さんテレビを見てはるんでよくご存じやと思いますけども、年末になるとテレビのコマ

ーシャルで「さとふる」「さとふる」と、非常にあおってるという表現は悪いですけど

も、非常に宣伝しているというのもございまして、「さとふる」というところも段階的に

入れさせていただいたと。 

 ちょっと話が前後しますけども、「楽天」を入れた時点でふるさと納税の寄附金が倍に

なったぐらい勢いがあって、なおかつ「さとふる」を入れるとまた増えてきたというふう

な状況でございますので、今年度におきましては、さらに「ふるなび」というところもポ

ータルサイトを利用させていただいて、寄附金の獲得に努めているというところでござい

ます。 

委員（勝元由佳子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 じゃあ、３社というか３サイトですかというのが１点と、その委託料の部分ですね。ど

こになるんかなと思って、見落としてるんか分からないですけど、どれになるんですか。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 
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 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 小倉課長。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 まず、使わせてもらっているサイトは４社ございます。委託料のお話が出ましたけど

も、各サイトによっていわゆる契約の仕方がまちまちでございます。例えば「楽天」であ

ればふるさと納税のいわゆる返礼品については報償費で予算計上させていただいている

と。別のところでは、ふるさと納税のいわゆる物品プラス発送料と、事務経費を全てひっ

くるめて委託料というふうな形で契約させてもろてるところもありますので、ちょっと個

別のサイトによって金額の支払いは異なっておるというふうな状況でございます。 

委員（勝元由佳子議員） 

 はい。 

委員（北村 孝委員） 

 はい。 

委員（勝元由佳子議員） 

 じゃあ、今のお答えですと４社、ポータルサイトへ委託してるけれども、この決算書、

予算書もですかね、計上の仕方は枝分かれしてしまっているから、一括ではちょっとそれ

が見れないよということですか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 小倉課長。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 議員おっしゃるとおりでございまして、決算書であればこの項目の中でふるさと忠岡応

援寄附というふうな文言の入っているものを全部積み上げれば、ふるさと納税に係る経費

という形になります。 

委員（勝元由佳子議員） 

 なるほど。はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（勝元由佳子議員） 

 分かりました。ありがとうございます。 

 あと、同じく４９ページの非核平和事業なんですけど、これ、人権のほうじゃなくて、

自治政策課、企画費になっているから、これは費用的にどっちなんですか。 

町長公室（明松隆雄次長兼人権広報課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 
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 はい。 

町長公室（明松隆雄次長兼人権広報課長） 

 この件ですけども、もともと発生したときは企画費という項目で入れておりまして、現

在では非核平和の行進ということで、３年、４年ほど前でしょうか、人権広報のほうに費

用のほうは移管されております。 

委員（勝元由佳子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 じゃあ、あれですね。ここの企画費の需用費の非核平和事業は、人権で執行していると

いうことですか。ここに、もう１個追加でお聞きしたいのは、ずっと例年、私も質問しま

したけど、議会で。お茶代ね。あれ、入っているんですかと。この２万幾らがそうなんか

なと思ったんですけど、そうなんでしょうかというところをお願いします。 

委員長（三宅良矢議員） 

 次長。 

町長公室（明松隆雄次長兼人権広報課長） 

 消耗品のところです。需用費の項目でございますが、議員仰せのいわゆる非核平和の行

進でのお茶といいますか、につきましては、下の段に食糧費というところで８，０１９円

とございます。この金額が相当金額の部分かなということでございます。 

委員（勝元由佳子議員） 

 分かりました。ありがとうございます。 

 あと、５３ページの。 

委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員、まだ時間かかりそうですか。 

委員（勝元由佳子議員） 

 あります。休憩を入れますか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 休憩します。３時半まで休憩させていただきます。 

（「午後３時１５分」休憩） 

 

委員長（三宅良矢議員） 

 休憩前に引き続きまして会議を再開いたします。 

（「午後３時３０分」再開） 
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委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 すみません、５０ページの泉州ツーリズムビューローの負担金なんですけど、これ、前

も予算のときにお願いしたんですけども、特にコロナが起きてインバウンドが落ちてるで

しょう。これを５００万近くというか、前はたしか予算のときは７００万やったかな、か

なりの額を払ってるんで、落とせないかと。できれば、このコロナ禍の間、休会というん

かな、お休みさせてもらうとか、何か住民サービスのほうに、住民の生活のほうに払えな

いんですかというのがあるんですけど、いかがですか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 このツーリズムビューローの負担金なんですけども、これにつきましては堺以南９市４

町の団体が加盟した、一応観光であったりとか、その地域のＰＲだったりとか、そうした

ものを担当してるわけなんですけども、ここの中に泉州マラソンという大きな行事がござ

いまして、本年につきましてはリアルのマラソンは一応なくなったんですけども、オンラ

インマラソンという形があるらしくて、そういった形でマラソンをやっているということ

です。 

 それと、スタンプラリーという、泉州の観光地とか景勝スポットとか社寺仏閣とか、有

名店だったりとかいうところのスタンプラリーを実施するということで、泉州地域を盛り

上げていきましょうということの活動をしていく予定です。そうした団体の中で一員であ

りますので、本町だけ抜けるということはちょっとできかねますといいますか、できない

状況ではございます。 

委員（勝元由佳子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 多分、忠岡町に限らずですけど、この予算、他市町村さんも住民からしたら同じような

気持ちでね、今この観光けえって思ってると思うんですよ。で、どういう形がいいか、私

も今、こうせえというのはないんですけど、できたら加入団体、加入自治体で、その泉州

マラソンをやるんであれば、そこだけ抜いてもらうとか、何か丸々ここの負担金を、今ま

でのコロナ禍のない状況のときと同じ状況で払うのをちょっと考えていってもらうなり、

何か方策というんですかね。私は、基本的にこれはもう忠岡町は抜けたらいいと思ってる

んですけどね。だけど、それがどうしてもできへんというんであれば、やっぱり今どこの
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自治体も同じ状況なんで、ちょっと申入れするとか、ここのツーリズムビューローさんそ

のものをちょっと考えてもらうように何か投げかけするとか、やっぱりそれは考えていた

だかんとあかんのじゃないでしょうか。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 予算が、令和元年度の決算から令和２年度の予算はかなり下がっております。３２６万

７，０００円という形で、百五、六十万下がってるわけなんですけども、これにつきまし

ては、大きな市もありますし、本町のような小さな町もありますし、マラソンで通過して

る市町であったりとか、通過しない市町もありますし、そうした計算根拠を取り入れてい

ただきまして、値段が下がっているということであります。 

 この事業につきましては、国の手当もございまして、令和２年度予算ベースでいきます

と１２８万３，０００円の国からの手当がございます。そうしたところで、令和２年度で

いきますと、実質本町の負担額が１９８万６，０００円ということになっております。こ

れは、従前、泉州マラソン、本町も加わってやっておったんですけども、その当時のお金

が約３００万円かかっていたということからしますと、１００万円以上下がってるという

ような状況でもあります。 

 ここで、こうした状況で本町が一旦休むということになると、マラソンをやめるという

ことになるんですね。そういう状況は、この泉州の状況の中で、ちょっと状況としてあり

得ないのかなというふうに思っているところでございます。 

委員（勝元由佳子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（勝元由佳子議員） 

 それは、それぞれの自治体の財政状況というのがありますからね。マラソンのためにこ

んだけのお金を出すというところが、住民の理解を得れるかというところを一番に考えて

ほしいんです。一にも二にも最少の経費で最大の効果を上げるという使命を持っている以

上は、この間の第２次補正の申請の内訳を見たって、住民生活への支援がすごい額が低い

でしょう。なのに、ここにこんなウン百万単位でお金をつぎ込むというところが、やっぱ

り理解を得れるかとなると難しいと思うんです。そこは、やっぱり忠岡町の事情というも

のを、財政規模も含めて、それはトップの判断になるかと思いますけど、考えていっても

らわんと、なかなかこの観光で、もともとコロナ禍がないときから、これについてはちょ
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っと恩恵がどれだけ忠岡にあるのと疑問がある部分なのに、さらにまたウン百万つぎ込む

かというところは、ちょっと理解が得れるのかなと思います。なので、今後考えていって

くださいというところで要望はお伝えしておきます。答弁、結構です。 

 あと、人権の費用のところで、５３ページ、先に自治連絡費の一番上の一般コミュニテ

ィ助成事業補助金２５０万円ですか。これさっき、歳入のところでもお聞きしたんですけ

ど、同じ額が歳入にありますでしょう。何か相殺したらゼロになって、これは何なのだろ

うかとちょっと思ってたんですけど、これは別物の事業なのか、歳入歳出同額ついている

から。 

委員長（三宅良矢議員） 

 小倉課長。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 同じ事業でございます。東区自治振興協議会が実施した物品の購入ですね、映像装置等

の補助金でございまして、要はこれ、自治総合センターから頂いているお金でございます

ので、要はいわゆるスルーするような形ですね、そのような形でございますので、ご理解

のほうよろしくお願いします。 

委員（勝元由佳子議員） 

 すみません、分かりました。宝くじね。 

 あと、ちょっと経費で上がってないんですけども、総務課のほうにお聞きしたいんで

す。従前から、コロナとかなる前からね、ちょっと庁舎内でのオンライン会議のネット環

境ですよね。特に役場をWi-Fiスポットにしたらどうやというところも含めて、ネット環

境の整備というところをお願いしてたんです。で、お願いしてて、でけへんと言うてはっ

た中でコロナ禍が起きて、特にオンラインの必要性がより高まっているというところで、

今後なんですけど、役場庁舎のネット環境の整備、特に忠岡町の庁舎内のオンライン会議

もそうですし、役場自体の、ちょっとコロナとはあまり関係ないかもしれんけど、Wi-Fi

スポットですよね。ここをWi-Fiの基地にして、フリーWi-Fiで忠岡町の人に使ってもらえ

るようにするとか、そういうネット環境の整備をどのようにお考えか、お聞きしたいんで

すけど。 

委員長（三宅良矢議員） 

 南課長。 

総務課（南 智樹課長） 

 今、このようなコロナ禍の時代の中で、我々職員も含めまして、会議等につきましては

まだまだ出向かれないというところの状況が続いておる中で、今ご指摘いただいた職員、

役場内でのオンライン会議というふうなところの整備につきましても、今回、一歩ずつで

もそれを整備を行っていくという方向で考えているというところの状況でございます。 

委員（勝元由佳子議員） 



98 

 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 じゃああれですかね、今年度に来年度予算編成するでしょう。そのとき一定何らかの予

算措置はしていただけるということでよろしいんですか。 

総務課（南 智樹課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 南課長。 

総務課（南 智樹課長） 

 今、整備を進めるということを申し上げさせていただきましたけども、そういった形で

来年度予算に計上できるかどうかというところで、いましばらく時間等ありますので、そ

こで話を煮詰めた上で、予算化する要望ができる状態であればさせていただくというとこ

ろで進めてまいりたいというところで考えてございます。 

委員（勝元由佳子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（勝元由佳子議員） 

 じゃあ、今実質、この時期ですし、もう予算とか始まるでしょう。実際、要求していく

に当たっての来年度措置しようかというところは、現実的な動きは、正直今の回答だとな

いんかなと思ったんですけど。 

総務課（南 智樹課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 南課長。 

総務課（南 智樹課長） 

 今現在においても、コロナ禍の状況の中で、職員間また相手方とのウェブ会議というよ

うなところで、端末を利用して、カメラを設置した上でのシステムにおいてウェブ会議を

行っているというところの状況でございます。これが全庁的に各部署、各課においてどれ

だけ普及してまいるのかどうかというところも検討の上、費用面においては一度精査とい

うところの必要が出てくるのかなというところで今考えておる状況であります。 

委員（勝元由佳子議員） 

 はい。 
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委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 一応、要望ですけど、以前もお願いしたとおり、そんなに費用はかからないんで、ぜひ

やっていただきたい。オンライン会議と別で、ネット環境の整備、フリーWi-Fiとかです

よね、そこら辺は、以前総務課長さんは、そんなんやったら住民が来る、特に子どもら、

中学生とかが集まって、かなわんと言ったら語弊があるかもしれんけど、来るから駄目や

ということをおっしゃられたんですけど、私はそれは違うと思ってて、住民サービス、も

うどんどん使ってもらったらいいじゃないという発想に切り換えてほしいなと思ってるん

です。そこら辺は、これもお願いしたとおりで、これもお金かからないんで、できたら進

めていっていただきたいんですけど、そこら辺、このフリーWi-Fiについてはどうでしょ

うか。 

総務課（南 智樹課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 南課長。 

総務課（南 智樹課長） 

 この件については、私どもの課だけでできるかどうかというところはちょっとよく分か

らない状況ではあるんですけども、関係部署と一度協議させてもらった上で、今後どうし

ていくのかというところで改めて協議する必要があるのかなというふうに思います。 

委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 すみません、関係部署ってどこになるんですか。多分総務課しかないと思うんですけ

ど。役場庁舎では。 

総務課（南 智樹課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 南課長。 

総務課（南 智樹課長） 

 庁舎管理というようなところは総務課でありますけども、そういった住民さん向けに

Wi-Fi環境を役場に設置するというようなところになれば、当然ながら違う部署、例え

ば、ちょっと今具体的にどの部署、どの部署というところはないかもしれないけども、今

ちょっと横で言うていただいてるけど、災害時においての避難場所を設置するどうのこう

のというようなところの部分についても関係部署が出てくるのかなというふうに思います
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ので、一度その点精査させてもらった上で、協議等々やってまいりたいというように考え

てございます。 

委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員、予算書にないことなので、できれば総括質疑のほうに回していただければ。

次の項からで結構ですので、お願いします。 

委員（勝元由佳子議員） 

 分かりました。 

委員長（三宅良矢議員） 

 他に。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 ４９ページの企画費のふるさと忠岡応援寄附金、皆さん質問されてるので、もう一度ち

ょっとお聞きしたい点があります。決算ですので、収支というんですかね、入ってきた

分、かかった経費というふうなところが出るかと思いますが、もう一度、かかった経費は

どんだけあったのか、入ってきたのはどんだけあったのか、ちょっとお教えください。 

委員長（三宅良矢議員） 

 小倉課長。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 まず、頂いた金額です。２億１，０８７万４，５１０円。あと経費ですね。経費でござ

いますけども、全て合計しますと１億２３０万円。率にすると４８．５％です。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 入ってくる分、たくさん入ってきました。経費も、約半分近く経費で支出がされている

んですけれども、その経費の支出される一般財源というのは、やはり全体の中の分になる

ということですか。それとも、お金に名前は書いないので、取り崩した中も含めてという

ことになるんでしょうか。やはり１億２３０万というたら大きいですものね。どうなんで

しょう。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 
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委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 今、おっしゃっていただいた一般財源の部分なんですけれども、基本的にはふるさと納

税に係る関連経費の支出につきましては、紛れもなく一般財源でやっております。やはり

寄附額が増えれば増えるほど経費もそれに比例して伸びていきますので、なかなか多額に

なってきておって、しんどいところではございますけれども、その分やはり財政調整基金

のほうにも積み上げることもできておりますので、何とか今のところは運営できてるとい

うところと考えております。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 差し引いても１億円残るというところがあるので、それを財調とかほかの様々な基金に

積めるということで、今はちょっと財政的には厳しいということで、そのふるさと応援寄

附金の基金を取り崩すということはまだされていらっしゃらないと聞いてるんですけれど

も、取り崩し始めてますかね。どうでしょうか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 今おっしゃっていただいてる分というのは、その経費に係る部分に取り崩してるかどう

かということですか。 

委員（是枝綾子議員） 

 とか、あとその使い道ね、福祉に使ってくださいとか、忠岡町の全体に使ってください

とか、いろいろこういうことにとか、公共施設にとか、いろいろ希望がありますよね。そ

れにもう使い始めてるかどうかというところなんですが。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 昨年度までは、特に頂いたお金を何かに取り崩して使わせていただくということはして

おりませんでしたが、ここの令和元年度の決算書には計上されておりませんが、令和元年

度から令和２年度に繰り越した事業で、都市計画公園における児童遊具の要は更新がござ

いまして、その部分について愛の福祉基金を充当させていただくというふうな予定になっ

ております。 
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 今後も引き続きそういった特定目的、寄附者の要は意図を最大限に酌んだ形で、何かし

らの事業に充てていくということで検討していきたいというふうに考えております。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 一定、ちょっと積み上げることができたということで、活用できるほどに少したまって

きたというところだと思いますので、ぜひ必要なところに支出もしていただいて、使いま

したよということも、またしていただいた方にお知らせしないといけないかと思いますの

で、よろしくお願いします。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 すみません、今おっしゃっていただいた寄附をしていただいた方にお知らせしないとい

けないというところなんですけれども、実はこの先ほど申しました繰越事業につきまして

は、実はもう事業が完了しておりまして、町のホームページ、ふるさと納税のページのほ

うに、こういった形で児童遊具を更新させていただきましたというふうな形で載せさせて

いただいておりますので、今後もそういった形で使途等、要はホームページ等で公表して

いくような形で考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

委員（是枝綾子議員） 

 よろしくお願いします。委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 そしたら、泉州ツーリズムはもういいですね。 

 ５１ページの災害対策費のところで、避難所の確保についてなんですが、９月議会でも

河野議員が質問もいたしましたが、コロナ対策のために今後は避難所を今までどおりにち

ょっと収容人数というふうにはならなくなると思うんです。避難所の確保ということにつ

いては今後どのようにお考えになっておられるのかという点と、大津川の浸水区域という

ところのこともありますので、そういったその辺り、その方々の近くに歩いて避難できる

ようなところに設置も必要ではないかと思いますし、あと、公共施設だけだと忠岡は狭い

し少ないしということで、民間でご協力が得られるようなところはないかということで、



103 

 

ちょっとネットで見たら、他府県ですけど、お寺さんがそういう障がいを持ったお子さん

たちを、そういった避難所として開放するとか、いろいろそういった取組をされているお

坊さんもいらっしゃいましたということで、そういったところなどの協力なども得られな

いものだろうかというふうなこともちょっと思ったりするわけなんですが、避難所の確保

についてはどのようにお考えでしょうか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 小倉課長。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 コロナ対策でございまして、避難所をコロナを想定した形で運営してまいりますと、恐

らく収容できる人員は半分以下になるのかなというふうなことを考えております。議員お

っしゃるとおり、いろんな公共施設があれば、その都度その都度開けて、収容のほうをし

たいと思うんですけども、なかなか狭いまちでございますので、公共施設も限られておる

と。 

 そんな中、全てではないですけども、要は地区の集会所もありますので、その集会所の

活用については引き続き自治会長さんといろんな話をしていきたいというふうに思ってお

ります。コロナ対策というところで、万が一開けてもらうに当たりまして、最近も毛布で

すけども、若干枚数、集会所のほうにも搬入のほうをさせていただいております。それ以

外の物資も万が一のときに備えまして、受け入れてもらえる分については搬入したいとい

うふうに考えておるところでございます。 

 あと、お寺のお話も聞かせていただいたんですけども、まだちょっとその辺までは考え

が行き届いておりませんので、どういうふうな事例があるのかも含めまして、今後、研究

のほうはさせていただきたいというふうに考えております。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 ありがとうございます。集会所のほうも各地域にありますしということで、集会所のと

ころで出ましたので、ちょっと関連して。 

 ５３ページの集会所費のところで、集会所のトイレの洋式化ですね、していただいてま

して、ずっと随時。各地区のトイレの洋式化の進捗状況というところはどんなものでしょ

うか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 小倉課長。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 
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 町内の集会所におきまして、洋式化されていない集会所はたしか３か所あったかと思い

ます。令和元年度の予算で、高月コミュニティセンターを洋式化いたしましたので、あと

は馬瀬の集会所と北出の２丁目の集会所がまだ洋式化できてないというところでございま

す。令和２年度の予算で一定今後の使用状況を見ながら、もしできるものであれば、どち

らが先になるかあれですけども、洋式化のほうは進めてまいりたいというふうに考えてお

ります。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 集会所も避難所として活用していくということになれば、当然トイレの洋式化も必要に

なってくるかと思いますので、ぜひ進めていただきたいというふうに思いますので、よろ

しくお願いします。 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 それでは、防災行政無線、災害対策費のところでなんですが、聞こえないところについ

ては音声ガイダンスで聞き直しのということなんですけれども、聞こえないところに小さ

なスピーカーも設置するというふうな、そういったフォローというんでしょうかね、はで

きないものなんでしょうか。というのも、災害の情報伝達システムというのに、一度に集

中してかかってきた場合、回線数というは何件までいけるのだろうかとかいうふうな、そ

ういったこともありますので、役場の回線がパンクしないのかなというふうなこともあり

ますので、それも併せて、災害情報伝達システムの一斉に集中してかかってきた場合、何

回線まで可能なのかと、聞き直し。ということも併せてお答えいただきたいんですが。 

委員長（三宅良矢議員） 

 小倉課長。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 まず、災害情報伝達システムでございますけども、役場の電話番号ではございませんの

で、恐らく導入した際は、同時に１０回線程度は対応できるというふうなことを導入業者

からは聞いております。 

 あと、聞こえにくい場所に小さいスピーカーですかね。 

委員（是枝綾子議員） 

 まあ補助的なですね。 
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自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 それは屋外に設置するものですか。 

委員（是枝綾子議員） 

 屋外ですね。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 屋外に設置する分については、ちょっと現在のところ、考えは持ち合わせていないとい

うところでございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 デジタル化して、どうしても聞こえないところというのは絶対あると、カバーし切れな

い地域もやっぱりあることはあるということなので、そこぐらいにはスピーカーを設置し

てもらえたらなというふうには思いますので、それもまた費用の問題とか、技術的な問題

とかいうことがあるかと思いますので、全てを一斉に集中して、かけてねというところが

１０回線ということなので、やはりかかってきても話し中とかいうふうなことになりかね

ない場合もあったりということもありますので、ちょっとご検討いただきたいと思います

が、いかがでしょうか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 小倉課長。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 災害情報を伝達するシステムの多重化というんですかね、複数の情報を提供できる媒体

があれば確かにいいかと思います。そういうふうな思いの中で、人権のほうではＬＩＮＥ

も入れてもらっていますし、うちのほうではメールを飛ばすというふうな形も採用させて

いただいております。以前には、松井議員からも防災ラジオのことについても検討という

ふうなことを頂いておりますので、一足飛びに全てやるということはなかなか難しいと思

いますけども、徐々に、まずＬＩＮＥもできたし、メールもできたというふうに考えてお

りますので、引き続きいろんな取組については進めていきたいというふうに考えておりま

す。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 
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 よろしくお願いします。災害対策費の大阪版みなし仮設住宅についてなんですけども、

これ、家賃相当分だと思いますけれども、大阪府がおととしの台風２１号の際の府営住宅

のみなし住宅の分だと思います。これ、昨年も申し上げましたけど、募集が遅くて入居期

間が１年間しかないということで、利用しにくいということで、２戸募集したところ１戸

しか入居がなかったということなんですが、それについて今後どのようにその問題を改

善、大阪府がされるんだろうかというふうなところについてはどうでしょうかというの

と、本町独自の仮設住宅の確保ということについてはどのようにお考えでしょうかという

ことで。 

委員長（三宅良矢議員） 

 小倉課長。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 平成３０年の台風２１号なんですけども、私たちの経験のない台風で、何もかもが初め

ての対応となり、その中で、いわゆる被災者のニーズを把握する、あと大阪府とのやりと

りも時間を要してしまったというところがあって、先生のおっしゃるとおり、入居の募集

がちょっと遅くなってしまったというところがあったのかなというふうに考えておりま

す。 

 では、具体的に何ができるんだというと、ちょっと申し訳ないんですけども、答えは持

ち合わせてはないんですけども、何分初めてで、もう何もかもの対応を、当初の対応です

ね、まず停電の対応、ブルーシートの対応、罹災証明の対応、ごみの対応、全て私ども自

治政策課のほうで受けてしまって、いろんなところで後々の対応が遅れてしまったという

ふうなところも教訓として残っておりますんで、今後はできるだけ早い対応を心がけたい

というふうに考えておりますので、ちょっと具体的なお答えにはなってないかもしれない

ですけども、ご理解のほうをお願いしたいと思います。 

 あと、本町独自の仮設住宅ですか、ご質問いただいたと思うんですけども、狭い町域で

ございますし、あと災害の種類ですね。あと規模によって、いわゆる仮設住宅を建設でき

る場所も限定されるというふうに考えておりますので、できることでしたら、民間住宅で

すね、空いている民間住宅を借り上げて仮設住宅の代わりというふうなところのほうが手

っ取り早いのかなというふうに考えておりますので、大阪府がそういうふうな民間の賃貸

住宅会社との協定も結んでおりますので、その辺も今後は活用したいというふうに考えて

おるところでございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 
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 ありがとうございます。大変だったと思います。大阪版みなし仮設住宅の今後の改善と

いうのは、大阪府、府自体が遅いというか、府営住宅のことでありますので、府としては

今後もっと早くに速やかにそういうみなし住宅として募集してというふうなことが、改善

することがどういうふうに検討されているのかなということを、ちょっと府の情報として

お聞きしたかったんですが、また今後、府にも会った際は早く対応していただくというこ

とで要望していただきたいというふうに思いますので、よろしくお願いします。 

 あと、本町は町営住宅を持っていないので、そうですね、仮設住宅といっても空いてい

る町営住宅にということにはならないかと思いますが、今後、今、第６次総合計画とかマ

スタープランや立地適正化計画とか、いろいろ計画がありまして、ちょっと長い先のこと

になるかと思いますが、そういう避難所的なそういったものも併せて、ちょっとその中で

検討していっていただけたらなというふうにも思いますので。今ちょうど総合計画を作っ

ていらっしゃるので、その点について町営住宅の関係のところはまた建設のほうで、後の

ところになりますが、そういったこともぜひ検討していただきたいと思いますが、いかが

でしょうか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 小倉課長。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 総合計画に地域防災。 

委員（是枝綾子議員） 

 じゃなくて、そういう地域防災計画は今現在、計画されてますよね。いろんな計画がい

ろいろとあるので、やっぱりそれをちょっと統一的に、総合的にそういったものを位置づ

けようというふうなことで立てないと、忠岡はお金がございませんので、そんなに公共事

業ができないということですので、いろいろとそういった点でも、町営住宅の関係とかも

いろいろあるかと思いますけど、そういう公共施設とか、そういったことについては、そ

ういった中でも検討を、一番最上位の計画ですものね、総合計画というのは、本町におい

て。そこのところと各それぞれの計画との整合性ということもあるので、どっちが先かと

いうふうなことになると、なかなかどっちも書かないということになってくるので、その

点でもそういう視点で、ちょうど防災を担当していらっしゃる課ですので、そういった視

点でもまた見ていただけたらなというふうに思いますが、総合計画のところ、予算出てま

すものね、ここね。 

委員長（三宅良矢議員） 

 小倉課長。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 ほかの部署との整合もとる必要もございますので、できる限りのことはしていきたいと

いうふうに考えておりますので、よろしくお願いします。 
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委員（是枝綾子議員） 

 よろしくお願いします。委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 ５２ページのところの先ほどからも出てましたけど、民間ブロック塀の安全確保の補助

金というところで、これはなかなか進まないというのは、撤去する分にしか補助が出なく

て、撤去したら何もないと、塀がないと防犯上ちょっとよろしくないということで、その

建てるのがお金がまたかかるということで、なかなか進まないのではないかというふうに

思うんですけれども、撤去だけですね、補助が出るのは。 

委員長（三宅良矢議員） 

 坂本課長。 

建設課（坂本健三課長） 

 撤去だけでございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 そうですね、はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 なかなか、撤去したら、その後やっぱりちゃんとしたまた何かつくらんといかんという

ところで、ちょっと進まないのかなというふうに思いますが、しかし、そういった状況の

中でも北摂のほうでは、ブロック塀のやっぱりそういう撤去とか改修とかがされていって

るということですので、またそういう啓発、呼びかけしていただきたいと思います。ちょ

うど子どもたちが通る狭い歩道のところに、もう中の鉄筋が折れてるところ、そのままの

ところも何かあるみたいなので、ちょっと危険だなと思う箇所がやっぱりありますので、

引き続き啓発していただいて、改修をしていただくように働きかけをぜひお願いしたいん

ですが、いかがでしょうか。 

建設課（坂本健三課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 坂本課長。 

建設課（坂本健三課長） 

 引き続き啓発活動をやってまいりたいと思いますので、よろしくお願いします。 

委員（是枝綾子議員） 

 よろしくお願いします。あと、委員長、すみません。 
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委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 ５４ページの防犯対策費のところでなんですけれども、防犯カメラの設置というところ

で、今現在、防犯カメラが地域に何台設置されてきているのかというところで、大阪府警

と忠岡町で設置しているところの台数と、こちらの補助を出して、地域で出している台数

というのは出ますでしょうか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 小倉課長。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 地域、いわゆる各地区の自治振興協議会が設置している防犯カメラの数でございますけ

ども、現在、４２基ございます。あと、先生おっしゃる警察とというのがちょっとよく分

からないんですけども。 

委員（是枝綾子議員） 

 多分府からお金が出て、忠岡町が設置しているんでしょうかね、それは。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 町のほうで防犯カメラを独自に設置させてもらっている分がございまして、その台数は

１１基。合計５３基、現在稼働しております。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 で、犯罪件数というのは、ここ最近どうなんでしょうか。減ってきているんでしょう

か。防犯カメラを設置していると、かなりあちこち目立ってきてますので、どうなんでし

ょうか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 小倉課長。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 泉大津警察署から頂いた資料によりますと、年度じゃなくて年なんですけども、平成３

０年の刑法犯数が忠岡町内で１６０件あったと。令和元年が犯罪件数が１４０件だったと

いうふうに資料のほうから分かってまいりました。ですので、件数としては２０件減って

いるというところでございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 



110 

 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 防犯カメラの効果があったのかどうかはちょっと分からないですが、減ってきていると

いうことで、あとその防犯カメラを使って犯人の逮捕に至ったとか、何かそういうケース

とかはあるんでしょうか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 小倉課長。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 防犯カメラをまず見せてくれというふうな書類を持ってきて、うちのほうから情報を開

示してるんですけども、その後、犯人を検挙したというケースも何件かあるというふうに

は聞いております。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。ありがとうございます。 

 あと、ちょっと戻って、５１ページの災害対策費の災害備蓄品代の関係で、食糧です

ね、備蓄の食糧が一応目標を設定されてると思うんですけれども、目標は何ぼで、それに

対して今どこまでそろえていらっしゃるかというのが、分かればでいいんですけど、後で

も結構ですが。 

委員長（三宅良矢議員） 

 小倉課長。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 平成２７年ですね、大阪府と市町村で、いわゆる市町村と大阪府の要は備蓄しておくべ

き物資と、その数量を決めましょうというふうな協議会が設立されまして、本町におきま

したら、食糧については３万６，０００食、これを大阪府と忠岡町で１対１で整備します

んで、本町だけで１万８，０００食備蓄するようにというふうな形になっております。 

 現在、食糧については約９，５００食、備蓄のほうが完了しております。あと、備蓄で

はないんですけども、ＪＡさんと災害の協定を結ばせていただいてまして、玄米２トンか

な、多分恐らくこれを白米にすると１万食ぐらいにはなるかと思うんですけども、そこの

提供いただける協定のほうは締結させていただいてますんで、それを加味するんであれ

ば、目標の１万８，０００は超えているというところではございます。 

 ただ、もうちょっと、１万を超えるぐらいはやはり自前で持っておかないと、ちょっと

不安かなというような形もありますんで、もうちょっと計画的に備蓄数量を増やしてまい

りたいというふうに考えているところでございます。 
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委員（是枝綾子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 １万８，０００食を目標にということで、これは何人分の何日分とか、そういうもので

はないんですか、換算したりとか、そういうものではなく、ただ食数ということですか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 小倉課長。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 本町における南海トラフの巨大地震が発生した際に、避難所に避難してくる避難者数

３，４００人掛ける３食掛ける３日掛ける係数、要は物資だけ取りに来る人、それを１．

２した分が、恐らく３万６，０００ぐらいになるかと思います。その半分を忠岡町で整備

するというところでございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。忠岡町はそれに向かって備蓄を増やしていくということで、毎年頑張っ

ていただいていると思いますが、大阪府のほうはどうなんでしょう。府はもう既にやって

いただいてるんですか。半分。 

委員長（三宅良矢議員） 

 小倉課長。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 今、思ったんですけども、府の状況はどないなってるねんという、ちょっと私どもから

確認したことはないんですけども、まあ恐らく大阪府のことですので、一定数量は完了し

ているかというふうに考えております。 

委員（是枝綾子議員） 

 そうですか。はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 忠岡町は完了しましたと言うけど、大阪府がまだできてませんということにならないよ

うにだけ、また確認だけしといていただけたらと思います。３万６，０００食のうち忠岡
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が半分ですよね。半分、大阪府ですよね。 

委員長（三宅良矢議員） 

 小倉課長。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 ちょっと確認が漏れてましたというふうな発言をさせてもらったんですけども、要はよ

く考えれば、その１万８，０００食、忠岡町で備蓄しなさいよというふうな取決めをした

のが２７年度やったと思います。そこから５年間で整備するという形やったと思うんで、

本町はまだちょっと具体的には協定の分を含めてという形になってますけども、言い出し

っぺの府が２７年度から５年間でやると言うてるわけですから、恐らくもうできてるんや

というふうに考えております。 

委員（是枝綾子議員） 

 確認のほうをまたよろしくお願いします。委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 災害の備蓄品に関してのブルーシートの備蓄が、大阪府から備蓄しなさい、そろえる品

目の中に入っていないということで、いや、何で入ってないのか分からないんですが、そ

の備蓄枚数は、忠岡町は今現在、どのぐらいあるんでしょうか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 小倉課長。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 以前、いろいろご質問いただいた際に、ブルーシートは大阪府が定めるいわゆる重要１

１品目の中には入っておりませんでした。ただ、今年度中にその案を改定するというとこ

ろで現在進んでおります。その中には、簡易ベッドとブルーシートも一定備蓄するように

というふうな記載になろうかと思います。ちょっとブルーシートの具体の計算式は今持ち

合わせておらないんですけども、一定数、大阪府からも備蓄するようにというようなこと

になるかと思います。 

 それと、本町で今現在持っている備蓄しているブルーシートですけれども、おおよそ１

００枚程度でございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 ブルーシート１００枚ということで、おととしの台風の被害に遭ったときには、忠岡町
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は頑張って８００枚近くをそろえて配布していただいたという経緯がありますので、やは

り同じ規模の台風が来て被害があったら、やはりまたたくさんの枚数が必要になってくる

かと思いますので、ぜひ備蓄品目に入っていくということであれば、またこの備蓄を増や

していただくということでお願いしたいのと、簡易ベッドも、忠岡町は簡易ベッドとか仕

切りとか、そろえつつありますよね、今。 

委員長（三宅良矢議員） 

 小倉課長。 

自治政策課（小倉由紀夫課長） 

 簡易ベッドについては、大阪府から方針が出てくるかと思います。恐らく本町レベルで

あれば、簡易ベッドは６ぐらい整備しろという形になろうかと思います。これについても

府と１対１の整備になりますので、忠岡町全体では１２ほど必要というふうな計算式にな

るのかと思います。簡易ベッドについてはもう十分本町のほうで充足できておりますの

で。あと、ブルーシートについては、今後出てきた数値を基に備蓄のほうを進めてまいり

たいというふうに考えております。 

委員（是枝綾子議員） 

 よろしくお願いします。委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 すみません、では、それと、ちょっと人権広報のほうに移りたいんですけれども、４８

ページのところの法律相談の項目のところでありますが、当日の朝、電話で申込みをする

ということなので、先着５名に入れれば、昼からの相談を受けられるということになるん

ですが、入れるかどうかは、電話して先着５名になったかどうかということを経なければ

ちょっと分からないということで、前もっての申込みという方法に変更できないだろうか

というお声もちょっと頂いてるところなんですけれども、その辺については変更できませ

んでしょうかね。 

委員長（三宅良矢議員） 

 明松次長。 

町長公室（明松隆雄次長兼人権広報課長） 

 法律相談でございますが、予約は６件ということで、６人様です。当日の朝９時からの

予約ということで、私の知る限り、これは４０年ほどこのままという感じでやっておりま

す。で、これにつきましては、最大限問題を抱えた方が直前の最大限まで公平に申込みで

きるようにという形で、当日の設定をさせていただいております。ですから、申し込まれ

た方が、ただ３時から受けたいけどと言っても、これ順番に取っていきますので、なかな

かお仕事で来られない方とか、休みが取れないという場合も、実は何件かお声は聞いてお
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ります。今回、この３０年続いてきた中ですけども、住民につきましても、当日受付とい

うのがかなり住民にも、もう３０年以上ですので、浸透しておりますので、変更につきま

してはかなり事前に広報しとかないと、またトラブルが出る可能性も、不便をかけること

もございますので、今後、受付方式については同規模の町村というんですか、そういうと

ころの状況をもう１回検討しながら、どれが一番いい方法なのか、また住民の周知の期間

もあると思いますので、その辺も考えた上で、ちょっとまた今後検討ということでよろし

くお願いしたいと思います。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 大変好評ですし、早い段階から忠岡町ね、これをやって、無料相談をやってるというこ

となんで、ぜひまた利用しやすいようにと、またご検討ください。よろしくお願いしま

す。 

 はい、委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 ５４ページから５５ページに関しての人権啓発費ということで、男女共同参画の関連に

ついて質問します。男女共同参画の講演会等ということで、報償費が３万円ということな

んですけれども、どのような取組をされたのかということと、非常にこれしかしてないと

いう、講演会をね、少な過ぎるのではないかなというふうに、文化会館のほうで費用を持

たせているのかもしれないんですけれども、どのような取組をされましたでしょうか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 明松次長。 

町長公室（明松隆雄次長兼人権広報課長） 

 男女共同参画の講演会といいますか、学習会といいますか、その部分に関してのみで考

えますと、文化会館で教育委員会と共同しております「まあるい心」という表題になって

おりますが、これで大体３回シリーズで開催させていただいておりまして、教育委員会で

２本、人権で１本、それぞれ費用負担させていただいております。ワークライフバランス

の話ですとか、魅力の発信、また女性差別撤廃４０周年ということでの講演会等も募集さ

せていただいております。講演のほうはこういう形でさせていただいております。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 
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委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 もう少し男女共同参画というか、男女平等のいろいろ、今問題にもなっているところだ

と思います。やはり啓発の活動、まず講演を聞いたりとか、そういった意識を変えていく

というところの段階が、忠岡町はそこでまだまだ止まっているというところがあります

が、これは大事なところなので。日本は男女平等というところでは、ジェンダーギャップ

指数なんか新聞とかで見はりますけど、１５３か国中１２１位という大変遅れたところに

あると。教育の部分だけはかなり上位なので１２１位に上がれてるけども、それ以外は物

すごく低いというところで、やはり平等ではないというところもあります。 

 ということで、もう少しこれを増やしていくということで、検討していただきたいと。

これは決算ですので、予算のところでもう少し増やして、せめて２倍はちょっとしていた

だかないと。３万円では、男女共同参画の講演３万円ですというたら、ちょっと少ないと

いうふうに思いますので。 

 教育委員会、文化会館でしていただくということも大事なんですが、文化会館は文化会

館のやっぱりそういう必要な講座とか、そういうものに使っていただいて、人権のほうは

人権のほうでまたしたら、もっとたくさんのことができるし、広がるということもありま

すので、ぜひこれ増額していただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

町長公室（明松隆雄次長兼人権広報課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 明松次長。 

町長公室（明松隆雄次長兼人権広報課長） 

 男女共同参画の講演、啓発ということで、ほかの例えば女性フォーラム実行委員会です

とか人権協会でも同様にいろいろさせていただいておりますが、ただ、この予算につきま

しては、実際執行額がまだございますので、様々な、男女の問題もそうなんですけども、

人権問題等ございますので、そこらに対しては啓発という意味を込めて、ちょっとコロナ

でこういう状況なんですが、次年度に向けても具体的に講演の本数を若干増やしていきた

いなという意思は持っておりますので、またよろしくお願いいたします。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 来年からは、令和２年度で本町の男女共同参画計画が終わります。そのところで今後ど
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うしていくのかと、今計画が検討されてるわけなんですが、どういったことがこの１０年

間で前進したのかということと、評価されたことがどういうことだったのかというのを、

概略的に報告いただけたらと。長くしなくていいですよ、この点が前進しましたというこ

とと、あと来年度からの計画に向けて、意識調査アンケートが実施をされたんですけれど

も、実施の概要についてどういうふうなというのと、あとアンケート結果の概要について

の特徴的なこととかいうふうなこと、それと計画策定についての方法について、策定委員

会の状況とかスケジュール、コロナの影響をどう見込んでいくのかということもお答えい

ただけたらと思いますが、いかがでしょうか。 

町長公室（明松隆雄次長兼人権広報課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 明松次長。 

町長公室（明松隆雄次長兼人権広報課長） 

 この１０年間の進捗ということで、議員ご存じのように、これ、７２から７６項目のか

なり多岐にわたる細分した計画を進めさせていただいております。で、主なものといいま

すか、基本はとにかく意識、人権といいますか、男女の啓発意識の向上につながったとい

うことが１つなんですが、具体的に数字でなかなか話すことができない部分も多いんです

が、あえてですと、例えばこの計画ができる前ですと、ＤＶですとか、いわゆる女性の生

活困窮も含めた相談というのが事実上ゼロ件という状態が何十年と続いていたわけなんで

すが、これを立てまして啓発した結果、最大で８０件、今年ですと半年で既に５９件とい

う件数になっております。これは一定、啓発、そういう中で女性自身が自分を大切にする

というんですか、勇気を持って行動するという現れということで、一定の啓発の効果があ

ったのかなと感じております。 

 また、これは人事サイドになるんですが、男女共同のことで事業所の特定行動計画とい

う部分で、人事のほうで女性の管理職２０％目標ということで進んでおるんですが、今回

聞くところによると２６．８％の達成を見ているということで、こういう効果も出ており

ますので、ほかも挙げるとたくさんあろうかと思うんですが、こういう点ございますの

で、また総括した上で、今度、男女共同参画の懇話会がございますので、そこも報告した

上で、またこちらにも、現在、図書を設置しておりますが、そんな形でご報告していきた

いと考えてございます。 

 で、アンケート結果ですね、こちら具体的にさせていただきますと、アンケート、３月

に男女共同参画の基礎資料ということでアンケート調査を実施いたしました。２０歳以上

の１，５００人を無作為抽出させていただきまして、有効回収数５３６人ということで、

３５．７３％の回収率ということで、比較的回収があったのかなと考えてございます。標

準誤差４．１４ということで、５以下ですので、十分誤差の範囲内に収まっているという
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分析でございます。 

 これの内容なんですが、実はまだ速報値という形も出てございません。１０月に入りま

すと、男女共同参画の懇話会もございますので、それまでにまとめ上げますので、また

折々、何らかの方法で概要についてはご報告、住民も含めましてですが、ご報告していき

たいと考えてございます。 

 それから、策定委員のことでございますね。この１０月に第１回の会議を持つ予定でご

ざいますが、全部で１１名の委員を頂きまして、懇話会を始めさせていただいておりま

す。で、それぞれ、これは中身は名前ではなくて、団体代表というか簡単な形で。 

委員（是枝綾子議員） 

 それはまた資料として頂けたらと思います。すみません。 

町長公室（明松隆雄次長兼人権広報課長） 

 このような形で進めさせていただきまして、今後の計画につきましては、１０月から会

議が始まりまして、数回会議を持つ中で、１月にはパブリックコメントを実施いたしまし

て、この３月末には完成と。４月からの実施計画という形を予定してございます。 

 以上でございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。やはり今、コロナの影響で女性が大変な状況に置かれていると。貧困と

いうか、やはり働いてる方の中で非正規の方、圧倒的に女性のほうが、半分以上は女性で

すし、女性が働いている中でもやっぱり半分ぐらいが非正規なんですよね。ほんとにこの

コロナで休業とか、そういった仕事がないといったところで、かなり大変な、経済的に困

窮に追い込まれているという、男性よりも女性のほうが追い込まれているというところも

あると。やはりＤＶとかも、かなりコロナで増えているというのは皆さんもご存じやと思

いますし、児童虐待とかいうことも、やはりステイホームというか、そういったことや

ら、社会がこうなってくると、やはり弱いところに、子どもや女性というところに暴力の

目が向いていくというところで、やはり相談件数も増えているというんですが、忠岡町で

はやはりそういうＤＶとかの相談という件数も実際増えているんでしょうか、どうでしょ

う。 

町長公室（明松隆雄次長兼人権広報課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 明松次長。 
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町長公室（明松隆雄次長兼人権広報課長） 

 人権相談の中でも、特に女性相談ということで、ＤＶを含む相談、確かに増えてござい

ます。昨年はこれ２２件ということなんですけども、今年は既にその件数を突破してる状

態でして、もともといわゆる人権相談自体、去年、令和元年度の件数を既に突破している

状態でして、中身はやはり配偶者による暴力と、それに伴う生活困窮、この部分が中心で

あります。 

 で、これが増えてる原因がコロナなのかどうなのかというのは、まだちょっと状況を見

守りたいと思うんですが、大阪府あるいは近隣も同じような状況になってると聞いてござ

いますので、情報連携しながらそのような対応もしっかりと寄り添っていきたいと考えて

ございますので、よろしくお願いします。 

委員（是枝綾子議員） 

 よろしくお願いします。ありがとうございます。あと、すみません、続けていいです

か。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 あと、ちょっと徴税費のところで税務ですね。大阪府域地方税徴収機構の分で、この年

度は何件委託を増やされて、現在、何件されてるのかという。で、滞納の差押え件数とか

も増えているのかとか、回収金額、どのようなケースを徴収機構に委託してるのかとい

う、状況について簡単でいいですけど、報告いただけたらと。 

税務課（森野英三課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 森野課長。 

税務課（森野英三課長） 

 令和元年度、徴収機構引き継ぎの件数は８９件となっております。前年度、３０年度は

１４７件に対しまして８９件、これ全て３０年度から引き続きの方もおられれば、新規の

引き継ぎの件数もございます。差押え件数ですけども、令和元年度は６８件の２９９万

１，３０７円、取立て件数は７２件の５９９万７，１６７円。全ての回収金額は、令和元

年度で１，１６６万７，２１５円となっております。 

 どのようなケースかというのは、やはりもちろん役場の職員のほうで一応対応させてい

ただいても、なかなか納付いただけない方であったりとかが基本的にはなってきておりま

す。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 
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委員長（三宅良矢議員） 

 はい、どうぞ。 

委員（是枝綾子議員） 

 あと、５７ページの賦課徴収費の税の税収入払戻金なんですけれども、収益が減ってい

る傾向であるのかなと、ここで払戻金が出ているので。ということでしょうか、どういう

状況でしょうか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 森野課長。 

税務課（森野英三課長） 

 歳出還付の金額なんですけども、平成３０年度は８９１万９，０００円に対しまして、

令和元年度は７３２万円ということで、前年度比で１６０万円弱減っておる状態でござい

ます。なので、還付している額は減ってはおるんですけども、これで収益が減ったからか

どうかというところは、ちょっとこの数字からはなかなか読み取れないというところでご

ざいます。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 あと、マイナンバーカードのところなんですけれども、マイナンバーカードのページ数

が、発行枚数というんですかね、今現在の、それをちょっと教えてください。 

住民課（春日正人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 春日課長。 

住民課（春日正人課長） 

 ８月末現在の発行枚数ですが、２，７４５枚でございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 人口というか、何％の交付といいますか、になるんでしょうか。 

住民課（春日正人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 春日課長。 

住民課（春日正人課長） 

 交付率は１６．０％でございます。 
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委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。ありがとうございます。 

 あとは、ちょっとしたいけど、どうしようかな。はい、すみません。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 あと２つですけれども、総務費の４２ページの財政管理費のところの地方公会計につい

ての国の動向についてということで、大きく変化はないと思うんですけれども、統一的な

基準での比較ということは、人口の少ない本町にとっては不利ではないかということでい

つもお聞きしてるんですけれども、そういった今回ね、令和元年の委託内容についてはど

ういったことを委託されてるんでしょうか。 

財政課（岩佐式人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 岩佐課長。 

財政課（岩佐式人課長） 

 この部分の委託内容につきましては、前年度の部分と変わっておりません。財務書類作

成に関しまして、固定資産台帳の更新でありますとか、要は地方公会計システムを用いて

財務書類のほうを作っていくんですけれども、要は基本、本町職員のほうで作成しなが

ら、会計的知識が必要なところがございますので、その辺の部分についてアドバイス等支

援していただくというような業務内容になっております。 

 統一的な基準というところなんですけれども、この地方公会計の財務書類を作成するに

当たりまして、以前は固定資産台帳を必須としないやり方でありますとか、片や固定資産

台帳を作っているような団体もございまして、その辺の基準がばらばらであったというと

ころで、平成２８年度決算からですけれども、総務省において作成方法の基準を統一化し

ようというところになりました。ですので、財務書類を作成する上での基準が統一化され

たということになっております。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。あと、４３ページの財産管理費ですが、需用費としての修繕料というこ

とで、毎年３００万円予算化されてるんですけれども、ここでの修繕費というのはどのよ

うなものが対象なんでしょうか。自動車等は分かるんですけれども、ほかはどのようなも
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のでしょうか。 

総務課（南 智樹課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 南課長。 

総務課（南 智樹課長） 

 平成３０年１０月１日に発生いたしました本町の総合福祉センター駐車場内におきまし

て、福祉バスを出庫させる際に駐車していた乗用車の右側前部と福祉バスの左側後部が接

触したという事故のものでございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい、すみません。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 財産管理費という費目のところで、需用費としての修繕料が出てる。財産管理費とそれ

が関係あるのかというところをちょっとお聞きしたいんですが。 

総務課（南 智樹課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 南課長。 

総務課（南 智樹課長） 

 申し訳ないです。先ほどちょっと言葉足らずで申し訳ございません。先ほど申し上げた

事故の、福祉バスの公用車というようなところの部分の修繕にかかった費用というところ

でご理解いただけたらなというふうに思います。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 福祉バスはリースなんだけれども、一応財産とみなしているということですね、町の。 

委員長（三宅良矢議員） 

 南課長。 

総務課（南 智樹課長） 

 はい、そうです。 

委員（是枝綾子議員） 
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 分かりました。ありがとうございます。 

委員長（三宅良矢議員） 

 以上ですか。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 他にございますでしょうか。 

（な  し） 

委員長（三宅良矢議員） 

 ないようですので、質疑を終結いたします。 

 

委員長（三宅良矢議員） 

 続きまして、６４ページから８１ページの第３款 民生費に移ります。 

 委員皆様にお諮りいたします。 

 本日の会議時間につきまして、議事の都合により、あらかじめこれを延長してよろしい

でしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

委員長（三宅良矢議員） 

 ご異議ないものと認め、議事の都合により延長させていただきます。 

 もう１つお諮りします。 

 本日は、議事の進行上、衛生費まで進みたいと思いますが、これにもご異議ございませ

んでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

委員長（三宅良矢議員） 

 ご異議ございませんので、衛生費まで審議を行います。ご協力お願いいたします。 

 会議を進めます。６４ページから８１ページの第３款 民生費につきまして、担当課の

説明を求めます。 

（担当課：説明） 

委員長（三宅良矢議員） 

 説明は、以上のとおりです。 

 ご質疑をお受けいたします。ご質疑ございませんか。 

委員（勝元由佳子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員。 
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委員（勝元由佳子議員） 

 ７１ページの施設管理委託費、委託料のところですけども、施設管理委託費、この間全

協のときにちょっと教えていただいたというか、課長さん答弁してたんですけど、高齢指

定管理への委託料ですね。で、二重に公費支出してないかということが聞きたかったんで

すけど、これ、社協への指定管理の委託というか、投げてる分と、ほかの委託料等々の部

分が二重にかぶったりしてないかというところが気になるんですけど、決算上はちょっと

私らでは分からないんで、そこはどうですかね。大丈夫か。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 泉元課長。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 委託料についてですけれども、すみません、指定管理の分については、この施設管理費

の中で支出しておりまして、社協の補助金とは別途になっておりますので、ダブっている

ことはございません。 

委員（勝元由佳子議員） 

 全協のときに、ちょっとほかの議員さんからも出てたと思うんですけど、社協の事業と

かぶっている部分がやっぱりあるでしょう、町の部分と。なので、そこら辺の、今後です

けども、できたらちょっと会計の透明化というんですかね、は図ってもらいたいというと

ころは、ここの報告の仕方のほうになるんですけど。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 泉元課長。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 高齢者の関係の委託事業というのを別途支出しております。それは高齢者福祉費の委託

料、７０ページの上から４番目で、高齢者の生きがいと健康づくり推進事業委託料という

ことで、別途事業費について委託している分であります。その分については、すみ分けと

いうんですかね、はきちんとしまして、支出しているところでございます。当然、社会福

祉協議会の会計上も別途、すみ分けというんですか、別で会計をしているところでござい

ます。 

委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 今おっしゃったそのすみ分けなんですけど、それはちゃんと線引きできるものなんです



124 

 

か。これは町の部分、これは社協の部分とか。結局そこら辺なんですよ。曖昧になってる

んじゃないかというところなんですけど、ちゃんと線引きできているのかというところな

んですけど。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 それぞれ事業報告等受けておりますので、決算上についても別途という形になっており

ます。 

委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 ちょっと私も調べ切れてないので、また今後もし何かあったら、また議会とか通じて指

摘はさせていただこうと思います。 

 あと、８１ページ、児童遊園遊具等補修工事費なんですけど、これ、どこの公園分かと

いうことなんですけど。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 谷野課長。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 すみません、南３丁目の集会所の周りのフェンス、ネットフェンスがあるんですけど

も、あれがかなりもう老朽化しておりまして、あれをぐるり一帯全部と、朝日特殊合板の

児童遊園、ちょっと山手になりますけども、あそこのネットフェンスも、近隣住民さんと

の境界の部分がかなり傷んで破れている状態で、かなり苦情になっている部分がございま

したので、その部分のネットフェンスの２か所。あと、児童遊園にありますベンチです

ね。木製ベンチとプラスチック製のベンチを修繕しております。あと、滑り台、登り切っ

たところの滑り降りるところの手の持つところの部分。 

委員（勝元由佳子議員） 

 どこ。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 場所ですか、すみません。ちょっとお待ちください。 

委員（勝元由佳子議員） 

 すみません、質問を変えますね。どこの公園の遊具なのかというのだけ。 
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健康こども課（谷野彰俊課長） 

 遊具は、滑り台の補修が７か所ございまして、南３丁目の児童遊園の滑り台の登り切っ

たところの手を持つところですね、その分と、朝日特殊合板児童遊園と、鉢の様第１チビ

ッコ老人憩いの広場、鉢の様第２チビッコ老人憩いの広場、中２丁目チビッコ広場、北出

２丁目チビッコ広場、東３丁目児童遊園の７か所の滑り台の補修工事、及びベンチの補修

工事を４か所しております。南３丁目の児童遊園のプラスチック製のベンチ、鉢の様第３

チビッコ老人憩いの広場、東３丁目児童遊園、高月南３丁目第２児童遊園の木製ベンチの

修繕工事を行っております。で、ネットフェンスにつきましては、先ほど申し上げさせて

もらいましたように、南３丁目の児童遊園、朝日特殊合板児童遊園のネットフェンスにつ

きましては、大部分を取り替えるような補修工事を行っております。 

委員（勝元由佳子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 全部公園のネットフェンスとか、滑り台とか、木製の椅子とか、そういうことでいいで

すよね。何かさっき集会所とおっしゃっていたから、公園じゃないのかなと思ったんです

けど、じゃないんですか。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 委員長、すみません。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 南３丁目集会所が、その南３丁目の児童遊園の中にございまして、その集会所の部分の

ネットフェンスを修繕しております。 

委員（勝元由佳子議員） 

 分かりました。 

 いいですか。飛んで申し訳ないですけど、７８ページの一番下の委託料なんですけど、

この施設管理委託料、保育所云々というのは、これはどこというか、もう全部幼保でいい

んですか。 

教育部（石栗健史教育みらい課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 石栗課長。 

教育部（石栗健史教育みらい課長） 
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 こちらのほうは東忠岡保育所の施設管理の委託料になります。 

委員（勝元由佳子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（勝元由佳子議員） 

 じゃあ、これは東忠岡保育所だけですか。ほかは、じゃあどうなってるんですか。東忠

岡保育所のみということですか。分かりました。 

 これ、ちなみにですけど、前に東部長さんがおっしゃってたみたいに、町施設一括で受

注してもらっているとか、そういう部類に入るんですか。じゃないんですか。前に庁舎と

福祉施設と一括でとかと言ってたでしょう。まず、これそのものが入札してるんかという

のが、ちょっと私、分かれへんのですけど。 

教育部（石栗健史教育みらい課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 石栗課長。 

教育部（石栗健史教育みらい課長） 

 施設警備のほうにつきましては、入札しております。あと、清掃のほうはシルバー人材

センターのほうと契約というところで行っております。 

委員（勝元由佳子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（勝元由佳子議員） 

 施設警備というのは、この決算書でいうたらどれというか、下の３つですか。清掃委託

料を除いた３つ全部。これね、施設管理委託の中に植木剪定委託料まで入るんですよね。

で、今おっしゃってる清掃はシルバーさん、それ以外の機械警備の部分は入札してますと

おっしゃってるんですけど、その機械警備の分ってどれになるんですか。 

教育部（石栗健史教育みらい課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 石栗課長。 

教育部（石栗健史教育みらい課長） 

 すみません、７８ページの委託料の一番下のところに、保育所警備委託料４５万７，８

００円あると思うんですけれども、こちらのほうが機械警備というところで入札させてい
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ただいておるものでございます。 

委員（勝元由佳子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 じゃあ、これだけ入札で、上の３つ、保育所清掃委託料、消防設備等点検委託料、電気

保安業務委託料は入札外で、個別に随契してるということですか。それはシルバーさんで

もなく。これは専門の業者さんということですか。ですよね、多分ね。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

教育部（二重幸生部長） 

 それぞれ、例えば保育所の清掃委託料であれば、防疫協会とか、消防設備の点検であれ

ば、そういった専門の業者さんから見積り合わせという形でやっております。 

委員（勝元由佳子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 同じ庁舎のシビックセンター費のほうだと、施設管理委託って総合管理で一括で清掃も

機械警備も全部立ててるでしょう。でも、ここは別々にばらばらに発注してるじゃないで

すか。そこは、町としての考えというかな、部署によって一括で総合管理で投げてるのも

あれば、そうやって別々にやるのもあって、前の東部長さんの答弁を私、聞いてるから、

ああ、もうパイを大きくして一括でボーンと発注したほうが安うなんねんなという認識や

ったから、その頭でずっとおったからね。これ全部で一括でやってるのかなとか思ってた

んですけど、別々というたら逆に割高になるんと違うんですか。そこら辺どうなんです

か。町の方針がよう分かれへんのですけど、その施設管理の。 

委員長（三宅良矢議員） 

 二重部長。 

教育部（二重幸生部長） 

 多分言わはってるのが、シビックセンターという特殊性がある部分について、総務のほ

うで一括でやられてるというところやと思うんですが、今申し上げた保育所等について

は、ゴキブリの駆除であったりとか、あとは消防設備の点検であったりとか、電気の保安

業務であったりとか、その辺りでそれぞれ専門分野というところでお願いをしております

ので、一括発注して、そこらが割安になるのか割高になるのか、ちょっとそこまで我々と
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しては把握はしておりませんが、過去からずっとこういう形でそれぞれ専門的な部分でお

願いしておりますので、シビックセンターと同じような形という形ではちょっとないのか

なというふうに考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

委員（勝元由佳子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 今のお話でしたら、一応ばらばらに発注するのと、総合というか、一括で投げるのとど

っちがお得かは精査されてないということでしょう。だから、今後やってほしいです。よ

その自治体とか聞いてると、そこら辺も精査というか調査、費用のコスト面というのは検

討されてて、一括でやったほうが安いという判断したところはされてるし、ばらばらのと

ころのほうが多かったと思うんですけど。 

 さっきシビックセンターって、別とおっしゃってたのは、建物がいわゆるビル管の対象

というか、特定建築物というか、何か特殊な建築物があるでしょう。３，０００平米以上

やったかな。多分あれに引っかかってくるからとか、その区分けですか。総合管理をシビ

ックセンターはやっていて、ここで挙げているその他の町施設については総合管理一括じ

ゃないよ。別々に清掃とか機械設備とかばらばらに発注してますよというのは、その区分

け、分けてるのは、建物の種類がビル管理の、多分あれ法律やったかな、何か３，０００

平米以上って特殊建築物になるでしょう。シビックセンターはそれの対象になってるんで

すよ。今ここに挙げている教育部局のほうの町施設は、そういう特殊な建物の対象じゃな

いから総合管理してないと、そういう認識で合っているんですか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 二重部長。 

教育部（二重幸生部長） 

 今おっしゃられている保育所については、そういった特殊建築物等には当たりませんの

で、そういった意味では今おっしゃられてるとおりかなと思いますが、先ほど私の答弁の

中で１個漏れてましたけど、保育所警備委託料という部分につきましては、これは総務の

ほうで一括して３年に１回、入札案件でやっていただいている分になりますので、その部

分もございますというところでお願いしたいと思います。 

委員（勝元由佳子議員） 

 分かりました。はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 
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 一応さっきの言った要望というか、精査されてないということなんで、一括で投げれる

んやったら、多分そういう業者さんあるんでね、ビル管理関係って、そんな特殊な建物か

どうかで受注するしないとかないんで、そこはコスト的な部分、こうやってばらばらに発

注するのが忠岡町的には得なのか、一括で発注したほうが得なのか、そこは精査していた

だけますか。 

教育部（二重幸生部長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 二重部長。 

教育部（二重幸生部長） 

 今後、こども園に変えますので、そのタイミングで今おっしゃられてる部分について検

討してまいりたいというふうに考えております。 

委員（勝元由佳子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（勝元由佳子議員） 

 ありがとうございます。あとちょっと、すみません、どの事業費になるか分かれへん発

注、委託料があるんですけど、教えてほしいんですけど、認知症関連事業、これはあれで

すかね。当たりますか。認知症関連事業、ここの予算の介護のほう、それならいいです。

どっちかなと思ったので。 

 あと、インターバル速歩事業というのは、ここの一般会計に当たりますか。またそっち

も別。分かりました。じゃあ、いいです。ありがとうございます。 

委員長（三宅良矢議員） 

 ほかに。 

委員（松井匡仁議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 松井委員。 

委員（松井匡仁議員） 

 すみません、国民健康保険で１点。 

委員長（三宅良矢議員） 

 ページ数を。 

委員（松井匡仁議員） 

 ページ数というか、今度の展望を聞きたいだけなんです、ページ数ではなく。今後の被
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保険者数と保険料の今後の展望。 

 あっ、これ国保と違うわ。すみません。後で。 

委員長（三宅良矢議員） 

 他に。 

委員（前川和也議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 前川副委員長。 

委員（前川和也議員） 

 民生費で質問させていただきます。決算書の６５ページなんですけども、社会福祉総務

費なんですけども、昨年の決算と今回の決算と比較しての数字なんですけども、ソーシャ

ルワーカーの配置促進事業で、相談延べ件数が昨年と比べると２５％増やということで、

このすごく増えてるということなんですけども、どういうような理由でここまで増えたの

か。社会が深刻化しているかとか、そうか、こういう事業が周知されて相談件数の増につ

ながったのかどうかとか、どういうお見立てか教えていただけますか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 畑中課長。 

地域福祉課（畑中孝昭課長） 

 コミュニティソーシャルワーカーの事業ということで、増えた原因というのは検証して

ないんで内容が分からないですけど、とにかく相談があれば、社会福祉協議会のほうにコ

ミュニティソーシャルワーカーを配置しておりますので、そちらのほうに相談するように

というご案内もさせていただいてることもございますし、直接相談に行っていただいたり

とかというところで、周知もある程度できてきてる部分もあるのかなということだと思い

ます。 

委員長（三宅良矢議員） 

 前川副委員長。 

委員（前川和也議員） 

 これも継続事業なので、年によっては多くなったり少なくなったりするというのももち

ろんあると思うんですけども、かなり劇的に増えたり減ったりするという年度に至って

は、その背景のようなものも併せて教えていただけると、今後の決算、よりいいかなとい

うふうに思いますので、またその点も留め置いていただけたらなというふうに思っていま

す。 

委員長（三宅良矢議員） 

 いいですか。他に。 

委員（是枝綾子議員） 



131 

 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 ６６ページのところの福祉バス自動車リース料に関してというか、それ以外もあります

が、福祉バスについてなんですが、土曜日の運行もしてほしいということで、たびたび議

会でも質問させていただいて、６０万円から７０万円、年間増えますと、必要ですという

ことなんですが、その土曜日の運行について、福祉課というか担当課のほうでは、土曜日

の運行についても実施したいというふうにはお考えなんでしょうか。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 泉元課長。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 福祉バスの運行については、いろいろな方面からご要望も頂いております。利便性を増

すようにということで考えておるところでございます。今、月曜日から金曜日ですので、

これは福祉センターの開館に合わせてということでございますので、その辺と併せて６０

万、７０万で運行できるかも分かりませんけれども、全体的な支出を考えますと、ちょっ

とまだ財政的に難しいかなというところがあります。あと、それぞれご要望を頂いており

ますので、できるだけ便利の良いような形ではいろいろ考えているんですけども、どうし

ても支出等が増えるような形になりますので、そこは財政と相談してという形になってい

ますので、ご理解のほどお願いいたします。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 土曜日だけでなく、反対回りもしてほしいというお声も聞いていらっしゃるかと思いま

すし、ちょうど今、介護保険事業計画と、あと高齢者福祉計画の策定、アンケートも取ら

れて、策定にも入っている段階だと思いますが、やはりアンケートでも福祉バスを増便や

反対回りというんですか、充実を求める声というのはたくさん集まっていらっしゃるんで

しょうか。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 
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 泉元課長。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 福祉バスの利便性というんですかね、それは常に意見として頂いているところでござい

ます。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 反対回りとなると、またちょっと２倍の経費がかかるということもありますけれども、

大体３００万ぐらいですかね、今現在で。３００弱でしょうかね、その分ということなの

で、反対回りとなるとその２倍というふうな感じになるかと思います。 

 今後、計画ですね、立地適正化計画やマスタープランというか、その中で公共交通機関

というのはセットなんですよね、立地適正化計画の中では。ということで位置づけられて

いくと思いますが、福祉バスがその公共交通機関になるかといったら、やっぱりなるよう

な絵を、参考例みたいな感じでお話が出てるんですけれど、そういったところとの関わり

もありますし、福祉バスを忠岡町のそういう公共交通機関として位置づけていかれると、

正式な公共交通機関ということではないと思うんです。多分すると、また様々な手続が要

ると思うんで、充実させていくという、そういったほかの計画にも出てきて、話に出てい

ると。今ちょうど総合計画なんかもありますんで、やはりずっと要望が出ている、ずうっ

とアンケートを取ると、そういうお声があるということなので、どこかでやっぱり福祉バ

スをもう少し使い勝手のいいようにね、高齢者の足となるような、そういうものにしてい

ただきたいと思います。 

 で、ふるさと忠岡応援寄附金のそれも少しずつ、先ほど児童遊園の分で取り崩しました

というところが総務のところでもありましたし、やはり福祉バスを充実することに、そう

いったところの予算も基金を取り崩して、やっぱり活用していくということも必要ではな

いかなと思います。そういった点で、財政は大変だけれども、少しずつでも改善をしてい

くという努力を求めたいと思いますが、いかがでしょうか。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 泉元課長。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 引き続き、福祉バスの利便性の向上に向けて努力してまいりますので、よろしくお願い

します。 



133 

 

委員（是枝綾子議員） 

 よろしくお願いします。はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 あと、福祉バスの朝一番と最終便のピープル作業所に回っているという、その送迎なん

ですが、ピープルのほうの作業所ですね、ライティングスクールのほうの、ちょっと昨年

の決算委員会の話ですが、和泉市側というんですか、忠岡以外の方はピープルのほうで送

迎されていて、忠岡は福祉バスで来てくださいということになってるんではないかという

ことだったんですが、調べてみますということでありましたが、いかがだったでしょう

か。利用者がね、ライティングスクールの通所の方。 

委員長（三宅良矢議員） 

 答えられますか。泉元課長。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 基本的に、作業所に通所というのは、各自でというのが作業所の通所になってます。忠

岡町が送迎しているのは、以前、旧の福祉センターのところに作業所がありましたので、

それを移転したということで、その送迎というものをしますと、その便に乗っていっても

らっているというところです。基本的には利用者さんが各自でというようなことになって

います。多分その経費的には、作業所の送迎加算というのがあったと思いますので、作業

所がするんであれば、その送迎加算を取るというようには認識していますけども。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 そしたら、和泉市の方とか、ほかの他市の方は、ピープルのライティング作業所に通う

のに自力で行っていらっしゃると、ピープルは車を出してないということなのかどうか、

そこをちょっとお聞きしているんです。出しているのであれば、忠岡も出してもらってい

いですよねということで、そしたらちょっと忠岡の福祉バスの回るところも回りやすくな

る、１番の分がということなんですけど。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 泉元課長。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 
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 すみません、また確認させてもらいます。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 確認のほうをお願いします。第１便がピープルハウスの作業所に通う人を送るために、

地域を回らずにすっ飛ばしてずっと行くというところで、ピープルから始まるみたいな、

何かそういうちょっとおかしな運行をされてるので、その時刻表を見てもちょっとおかし

いなとみんなが思うと。「何でここだけ」みたいな。「いや、それ、ピープルのね」みた

いな話になるので、やはり福祉バス、いろいろな経緯があるということで、それは分かる

んですけど、本来の在り方としてどうなのだろうかというところでお聞きしましたので、

ぜひ確認をしていただいて、ピープルのほうで送迎をしていただけるのであれば、そうし

ていただけたら、より利用しやすいものにまたなるんではないかなというふうに思いま

す。よろしくお願いします。 

 よろしいですか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 福祉バスはこれでいいですか。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい、福祉バスは。 

委員長（三宅良矢議員） 

 すみません。議事の都合で暫時休憩いたします。１７時３０分より再開いたします。 

（「午後５時１８分」休憩） 

 

委員長（三宅良矢議員） 

 休憩前に引き続きまして会議を再開いたします。 

（「午後５時３０分」再開） 

 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 決算資料の令和元年度主要な施策調書のところで数字が少し出ております。で、放課後

デイに通っているお子さんは、実人数は増えていらっしゃいません。５７名のまま、一応
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これを見ましたらね、なんですけども、児童発達支援の幼児の方が７名から１０名に増え

ていると、この分の差なのでしょうかということで。 

地域福祉課（畑中孝昭課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 畑中課長。 

地域福祉課（畑中孝昭課長） 

 そのとおりでございます。あと児童発達支援のほうは、行かれてる方も増えてるんです

けど、利用されてる日数も増えておりまして、その決算額も児童発達支援のほうがかなり

増えてるような状況でございます。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。かなりね。でも、こういう小さなときに本当にきちっと訓練ができて、

少しでも発達が進むようにと、促進されるようにというかね、成長ができるようにという

ことで、非常にこれは大事なことだと思いますので。分かりました。 

 ちなみに、すみません、児童発達支援のほうは、何か所ぐらい皆さん行かれてますでし

ょう。 

委員長（三宅良矢議員） 

 畑中課長。 

地域福祉課（畑中孝昭課長） 

 ちょっと確認させてもらったんですけど、一応２か所ということになります。 

委員（是枝綾子議員） 

 ２か所ですね。分かりました。あと、すみません。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい、どうぞ。 

委員（是枝綾子議員） 

 あと、放課後デイのほうは５７名、去年、令和元年度は５７名ということであります

が、この受けるお子さんがちょっと落ち着いてきていらっしゃるという、そういう感じ

で、これからまだまだ増えるような状況でしょうかね。どんなふうに見ていらっしゃいま

すか。 

地域福祉課（畑中孝昭課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 畑中課長。 
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地域福祉課（畑中孝昭課長） 

 そうです。最近また相談が増えているような傾向でございまして、恐らく令和２年度

は、もう本当に相談が何件か来ておる状況ですので、また微増加するかも分からないとい

ったところだと思っています。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 かなり児童発達支援事業というところの費用が年々大きくなってきているというところ

で、交付税のほうもその分多く来ているということで、分かりました。あとすみません。 

委員長（三宅良矢議員） 

 どうぞ。 

委員（是枝綾子議員） 

 ７０ページのところでなんですけれども、街かどデイハウス運営事業補助金３００万円

ということで、これは最後の、街かどデイハウスが今はもう閉まってますので、最後とい

うことなんですが、介護予防ということで大阪府が補助金制度をつくったというところで

なんですけども、これね、元気なお年寄りをいっぱい元気なままで頑張ってもらおうとい

うことで、すごく良かったんですけど、あと、どこかされるところとか、そういう動きと

か、ございますでしょうか。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 泉元課長。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 新しいところですけども、今は全く動きがない状況でございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 そうですか。じゃあ、行かれてた方ね、かなり何十人かいらっしゃったんですけども、

その方々が今どうされてるのかなと、元気なままでいらしたらいいですけれど、そういっ

た、今後、街かどデイハウスの補助そのものはまだ大阪府、続けていくんでしょうか。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 
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 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 まだあると思います。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 どうぞ。 

委員（是枝綾子議員） 

 できたらやっていただけるところを見つけていただけたらなというふうに思いますの

で、よろしくお願いします。あと続けて。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい、どうぞ。 

委員（是枝綾子議員） 

 ７１ページのところでなんですけれども、総合福祉センター運営管理委託料のところ

で、今、指定管理者を募集されていらっしゃるところだと思うんですけれども、今度、や

っぱり土曜日の開館をしてほしいとか、やっぱり貸し館ね、場所を貸してほしいという、

そういう方々もいらっしゃってなんですが、募集の条件が今までと一緒の条件という感じ

なんです。見たらそうですかね。何か条件、もっと広げて使いやすくしようとか、そうい

う募集要件になってるでしょうか。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 特にそういう、現状のままというんですかね、条例規則による開館とかは、変えとかん

でええっていう話をしてます。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 せっかく、初めてだと思います、この指定管理者をこうやって募集するというのは。違

いましたかね。前もやっていましたか、募集。 
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高齢介護課（泉元喜則課長） 

 公募は初めてです。 

委員（是枝綾子議員） 

 公募は初めてですね。公募されるということなので、この際やから、もっと利用しやす

いものにしていくとかいうことで土曜開館も、そういったことも入れてほしかったんです

けれども、そういうお考えはございませんでしょうか。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 条例、規則の改正になりますので、まだ今、財政的にも厳しい状況でございますので、

ちょっと今、担当としても考えてはおらないところでございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 どうぞ。 

委員（是枝綾子議員） 

 ということで、分かりました。あと、貸し館というんですかね、文化会館がすごく詰ま

っているというんかね、いっぱいいっぱいのところのそういう曜日もあったりで、総合福

祉センターのほうも貸してほしいなというお声もあるんですけど、ちょっとなかなか一般

に貸すというのは難しいというところだと思いますが、せめてちょっと福祉センター、福

祉関係のそういうグループとかそういう団体の方とか、ボランティアの方々とかが使える

ような、そういう制度にはなっているんでしょうか。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 泉元課長。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 一応、貸し館については認められた団体というところの団体になります。それは規則で

うたっておりますので、そのようになっているところでございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 
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委員（是枝綾子議員） 

 そうですね。前の古い平家の、平家やったんかな、総合福祉センターのときの条例をそ

のまま持ってきていらっしゃるので、あのときはちょっと、スペースがすごく狭かったの

で、一般に貸せないというふうな感じで、補助金を受けている団体だけだったと思うんで

すけれども、今度は広くなったし、ボランティアの人たちもいっぱいやっぱり活動しても

らおうというふうに思ったら、ボランティアのグループを育てていくということで、そう

いう団体、指定されている団体だけしか貸せないということではボランティアは育ってい

かないと思いますので、そういったところから一般、そういうグループも、まあまあ福祉

とかに関係したそういうグループぐらいは貸してもらってもいいんじゃないかなと思いま

すが、その点についてはいかがお考えでしょうか。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 ボランティアグループで、今、手話ボランティアサークルだとか、そういった方につい

ては、定期会というんですかね、現状ございます。その都度、ボランティアの種類がどう

なるか分かりませんけれども、そういった要素があるのであれば、また検討してまいりた

いと考えております。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 ボランティアの要素があれば、そういう団体とか、指定したところ以外のところも活動

できるように、市民活動ができるようにというふうなことも少しずつやっぱり広げていっ

ていただかないと、ボランティアが育たないとか、いろいろいつもそういうお声を聞くの

で、そういうちょっとずつ広げていくということもぜひ町として、そのためには条例とか

要綱とか、何か変えないといけないところがあるんでしょうか、そうなると。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 規則の内容が今ちょっと出てきませんので、その他、町が認めた団体とかいう形になっ
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ていたかかなと思いますので、それは状況を見て考えていきたいと思っています。 

委員（是枝綾子議員） 

 そうですね。委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 そのほか、既にグループが使えてると、使ってはるところもありますものね。というこ

となので、ぜひそういった、少しずつ広げていっていただきたいと。規則というところで

あるんであれば、関係のところとよく相談されて。あと今、ちょうど公募されていらっし

ゃるので、そのところとまた協定書を結ばれるときにも、そういったところもぜひ言って

いただいて、広げていただけたらなというふうに思いますので、ぜひ検討していただきた

いと思います。よろしくお願いします。 

 いいですか、続けて。 

委員長（三宅良矢議員） 

 いいですか、回答は。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。すみません。あと、さっきちょっと社協関係で出てたと思うんですけれども、昨

年に社協への補助金の考え方ということがちょっと示されて分かったんですけれども、社

協に出ているお金、委託料とかで、それで足らない部分の人件費補助が補助金として出て

るということだったと思うんですけれども、昨年社協に出ているお金が総額で４，３８６

万４，９１０円。４，３８６万円出ていて、正職員６名、非正規が１名という分の人件費

で、不足を人件費補助してるということなんですけれども、今年、この令和元年度は総額

幾ら出ていらっしゃるんでしょうか。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 泉元課長。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 総額４，６１０万５６１円になります。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。またちょっと、少し増えているんですけれども、分かりました。もう少
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しいろいろとやってほしいなというところがありますので、やっぱり先ほど言った貸し館

もぜひ取り組んでいただいて、夜とかもやってほしいなというふうに思いますので、要望

いたします。 

 あと、すみません、どんどん行きます。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 ７１ページのところの老人医療費助成と、あと７２ページの重度障害者医療扶助費と、

あと、ひとり親家庭の医療扶助費ということに関連してなんですけれども、大阪府の福祉

医療制度の改変というのが行われて、３０年度に４月１日からでしたかね、改変がスター

トして制度が変わったんですが、今、経過措置ということで３年間の経過措置なので、今

の令和２年度が３末で終わってしまうと、外されてしまうというか、変えられてしまっ

て、ちょっと対象外になってしまう方が出てくるという心配があるので、この話をするの

は決算委員会で話をしないと、予算委員会のときにはもう外されますという方が確定して

るという状況なので、この府の福祉医療制度の改変の影響を受ける方というのを当時、ち

ょっとおととしお聞きしましたけれども、その方々というのは今現在でしたら何名ぐらい

いらっしゃるんでしょうか。 

保険課（大谷貴利課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 大谷課長。 

保険課（大谷貴利課長） 

 来年の３月３１日までですね、その時点で資格がなくなるという方なんですけれども、

今の８月末時点で７３名の方がおられます。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 大体が精神の１級でない方というか、１級の方は残れたんですかね、福祉医療の。 

保険課（大谷貴利課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 大谷課長。 

保険課（大谷貴利課長） 
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 精神障害者手帳をお持ちの１級の方は、既に重度障害者医療費助成制度のほうに移行し

ております。現在、経過措置で残っている方は、難病として特定疾患の方が４６名と、自

立支援医療の精神通院の方が２７名という状況でございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 どうぞ。 

委員（是枝綾子議員） 

 そうですね。難病の方とか特定疾患の方ね、本当に医療が必要な方であると思うんです

が、それの方が福祉医療から外されてしまうという方が４６名、今現在ね。で、自立支援

の通院で行かれてる方、２７名という方がとても心配であります。医療費の負担というの

が、どれほどこの方々が医療にかかっていらっしゃるかというのはちょっと分かりません

けれども、そういった方々が困らないように何とか忠岡町ね、相談にも乗っていただい

て、何かそういう方法はないだろうかということで努力していただきたいというふうに思

いますが、いかがでしょうか。 

保険課（大谷貴利課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 大谷課長。 

保険課（大谷貴利課長） 

 もともと福祉医療制度の改変、改正というのは、本来その必要な方に、より必要な方に

は手厚くということで見直しが始まったという経過がございます。もともとの難病の方で

あれば難病に対しての公的な助成制度というふうなものを実際、今現在もお持ちになって

おられます。それは精神疾患の方も同じように言えますので、そこはほんまに必要な方に

ついて手厚くというふうな、そういった方向性のもと、この見直しが始まったということ

を聞いておりますので、ある意味、それはそれでちょっとやむを得ないのかなというふう

には考えております。 

 実際こういった方が来年の３月以降は、窓口負担という面におきましては、今まで１回

５００円、月３，０００円で止まっていたものが、なくなってしまうというのは、それは

事実そういうことになるとは思うんですけれども、そこは制度としての切り替えが実際行

われてしまいますと、そうならざるを得ないのかなというふうに思いますので、そこは一

定のご理解は、実際今の医療を受けている方には丁寧な説明のほうはさせていただくとい

うふうに考えております。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 
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委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 難病の方でも重度の方は、障害者の１級とかでしたらそちらのほうで残れるんです。重

度障害者で残れるんだけれども、やっぱり３級とかやったら何の対象にもならないという

ことで３割負担とか、７０を超えていたら２割負担とかいう形になるかと思うんですが、

やっぱり１回５００円ね、何回までですか、ちょっと忘れましたけど、そういった３割負

担って大きいですよね、やっぱり。お元気な方ではないですわね。そういう難病を抱えて

いらっしゃるという方なので、やっぱりなかなか生活も大変な中で、医療費の負担増にな

るというのは本当に大変だと思います。そういった方々へのフォローもぜひしていただき

たいというふうなことはちょっと要望しておきます。 

 その上でちょっと、数字はここの決算上の数字で、先ほど７２ページの重度障害者医療

扶助費が増えていますと言ったんですけど、これは精神の１級の方が入ったりとか、老人

医療がもう廃止になってしまうということで、老人医療の方がこちらに移っているからと

いうことでしょうか。 

保険課（大谷貴利課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 大谷課長。 

保険課（大谷貴利課長） 

 昨年の８月、医療証の年次の更新として原課の聞き取りがあったんですが、すみませ

ん、おととしです。３０年ですね。３０年の８月のタイミングで、今まで老人医療で障害

者、重度障害者の要件を持っておられた方が、全員、重度障害者医療、新しい制度のほう

に移行されております。ですので、そこがこちらのほうの予算のほうにも影響してござい

ますので、その辺で予算の配分を見直しているというところでございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。今は経過措置があるからいいんですけれども、来年の４月以降に本当に

大変なことになるだろうなというふうなことはちょっと心配しております。決まったら要

望してまいりたいと思います。 

 あと、委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 
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 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 ７２ページの子どもの医療扶助費というところで、この年度は、すみません、大きな年

齢引き上げというんですか、改正がありましたかね。忠岡町。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 谷野課長。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 子ども医療費につきましては、平成３０年度、中学３年生まで引き上げを行っていま

す。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 どうぞ。 

委員（是枝綾子議員） 

 ３０年度なので、もう実績が出てると思いますが、中学３年生まで拡大した部分でする

のに必要な経費というのは幾らと試算されてますか。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 扶助費でいきますと、令和元年度の中学校１年生から３年生までの、３年の合計で９６

７万円の扶助費の支出となっております。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 聞き方が逆で、高校３年生というか高校卒業まで拡充してほしいという話を先にしない

といけなかったんですけど、先にちょっと金額を聞いてしまいましたが、高校３年生まで

拡充という、だんだんと時代の流れが、そのようにしている自治体も大阪府下でも増えて

きております。ということで、忠岡町は高３までの拡充については多分このぐらいの、こ

の９６７万というこの辺り、このぐらい要るだろうというふうに試算されていると思いま
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すけれども、拡充のお考えというのはいかがでしょうか。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 これまでも予算委員会や決算委員会や、議会のほうでの一般質問等でこの件につきまし

てはご要望を頂いているところでございますけども、やはり恐らく、今申し上げさせてい

ただいたように、約１，０００万近くの費用が中学３年間でかかっておりますので、高校

生におきましても同程度ぐらいの支出が必要ということが考えられます。なので、将来に

わたって安定的な財源確保が必要というふうに考えておりますので、引き続き大阪府町村

会を通じて、どこの市町村でも格差のない手当てが必要という部分がございますので、府

に対してそういった制度の創設に向けて毎年要望しているところでございますので、ご理

解をどうぞよろしくお願いいたします。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 国・府がやって、制度をつくっていただいたら、それをもとにさらに伸ばしていけると

いうことですので、ぜひ求めていっていただきたいと思いますし、町独自でもまた検討も

よろしくお願いいたします。 

 あと、委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 ７５ページのところから７７ページ、保育所の待機児童の問題なんですけれども、待機

児童、この年度は何名いらっしゃったでしょうか。で、令和２年、今現在はどういうふう

になっているでしょうか。 

教育部（石栗健史教育みらい課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 石栗課長。 

教育部（石栗健史教育みらい課長） 

 今年度ですけれども、今年度の令和２年４月時点ではゼロでして、令和元年度当初の平
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成３１年４月の時点ではゼロになったんですけれども、１０月の時点では３人、待機児童

が出ております。今年の４月時点ではゼロということになってございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 今現在ですね、８月末、９月末はまだ来てませんので、８月末までは待機児童はゼロ人

のままでしょうか。 

教育部（石栗健史教育みらい課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 石栗課長。 

教育部（石栗健史教育みらい課長） 

 一応１０月にもう一度調査するんですけども、今現時点における見込みのところなんで

すけども、１名、待機児童が出る見込みでございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 令和元年度の待機児童、４月１日の時点ではゼロだったけど、３人ということだったと

分かりました。この３人というのは、年齢というか何歳児ですかね。あと令和２年の１人

も何歳児なんでしょうか。 

教育部（石栗健史教育みらい課長） 

 すみません。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

教育部（石栗健史教育みらい課長） 

 令和元年の１０月時点の３名なんですけれども、ちょっと今、資料を持ち合わせており

ませんので、後ほどまた確認させてもらって回答させていただきたいと思います。それ

と、今年度の１０月見込みの１人のほうなんですけども、こちらのほうはゼロ歳児という

ことで伺っています。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 
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委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 一応ピープルのほうができて、そういうゼロ、１、２歳というんでしょうか、の受入れ

人数というのは少し拡大したと思いますが、それでもやはり待機児童がいる状態だという

ことですね。分かりました。 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 この待機児童、今現在１名のゼロ歳児というのは、どのように解決できるのでしょう

ね。待機児童の解消に向けて。 

教育部（石栗健史教育みらい課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 石栗課長。 

教育部（石栗健史教育みらい課長） 

 解決は、保育士の今人数のところで待機児童が出ておりますので、保育士が増えればそ

こは解消できるとは考えております。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 保育士さん、これはお部屋はあるんですかね。お部屋、１名のゼロ歳児を受け入れよう

と思ったら、お部屋のまだスペースはあるということで、保育士さんが確保できればとい

うことなんでしょうか。 

教育部（石栗健史教育みらい課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 石栗課長。 

教育部（石栗健史教育みらい課長） 

 町立保育所になってしまうんですけれども、東忠岡保育所のほうではスペースのほうは

ございます。 

委員（是枝綾子議員） 
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 あるということですね。委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 そしたら保育士さん、何名いらっしゃったら待機児童を受け入れることができるんでし

ょうか。 

教育部（石栗健史教育みらい課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 石栗課長。 

教育部（石栗健史教育みらい課長） 

 一応、今年度の１０月の見込みのゼロ歳児の分なんですけれども、１名の増員になれば

解消できると考えておるんですけれども、今現状、町のほうのホームページでも保育士の

募集はしておるんですけれども、現状、募集というか応募のほうがないような状況になっ

てございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長、すみません。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 そしたら、今現在募集しているのは臨時というんですかね、パート、臨時保育士です

ね。正職員じゃないですね。 

教育部（石栗健史教育みらい課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 石栗課長。 

教育部（石栗健史教育みらい課長） 

 会計年度任用職員であります。 

委員（是枝綾子議員） 

 そうですね。はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 いつでしたか、この年度やったか、その前の年度か、１０月採用、４月採用の人を前倒

しで１０月採用で保育士確保とかいうことをされましたでしたか。そんなことありました
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か。違いましたか。私の記憶違いなのか。なかったですね。 

教育部（石栗健史教育みらい課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 石栗課長。 

教育部（石栗健史教育みらい課長） 

 ございませんでした。 

委員（是枝綾子議員） 

 そうですか。はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 そうですね。保育士さん、なかなか臨時の方って、今確保が難しいと思うので、正規の

職員の方、来年の４月採用とか、もしあるんであれば前倒しでというところで採用という

こともしていただけたらなと思います。ということで、何とか１年、早く採用していただ

きますように、待機児解消のためによろしくお願いします。 

教育部（石栗健史教育みらい課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 石栗課長。 

教育部（石栗健史教育みらい課長） 

 また、人事のほうに要望していきたいと思っていますので、よろしくお願いします。 

委員（是枝綾子議員） 

 お願いします。 

委員長（三宅良矢議員） 

 他に、ありますでしょうか。 

 ちょっと待ってください。一旦。 

委員（北村 孝委員） 

 私もすぐ終わりますから。 

委員長（三宅良矢議員） 

 北村委員、どうぞ。 

委員（北村 孝委員） 

 原課で聞けばいい話ですけど、せっかくの機会なんで、改めてお伺いしますけども、６

９ページの地域生活支援事業、この中に訪問入浴サービス事業が入ってますよね。当初か

ら比べるとかなり拡充されたというか、その辺があるかなと思うんですけども、その辺の
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概要と、令和元年の主要な施策の成果の中に、利用者数が２人と利用回数が１１５回とあ

りますけども、現在はどのような状況になっているのか。すみませんけど、教えていただ

けますか。 

地域福祉課（畑中孝昭課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 畑中課長。 

地域福祉課（畑中孝昭課長） 

 ただいまご質問の訪問入浴事業なんですけども、対象者の方は、今おっしゃっていただ

いたとおり２名で変わりございません。利用の回数なんですが、少しお待ちください。す

みません、ちょっと手持ちの資料がございません。 

委員（北村 孝委員） 

 事業の概要として週何回とかありますやんか。夏場は暑いからこんだけやってますよ

と、その辺でいいんです。すみません、私の質問がちょっと悪かった。ごめんなさい。 

地域福祉課（畑中孝昭課長） 

 その分は昨年と変わりございません。 

委員（北村 孝委員） 

 ちょっと。 

地域福祉課（畑中孝昭課長） 

 基本は週１回になります。夏場の７月、８月、９月、１０月は、週に２回の利用を認め

ております。 

委員（北村 孝委員） 

 これ、全額補助でしたよね。上限があったと。 

地域福祉課（畑中孝昭課長） 

 ですので、月４回まで。 

委員（北村 孝委員） 

 月４回までか。 

地域福祉課（畑中孝昭課長） 

 はい。あと夏場は月８回までは全額補助させていただいております。 

委員（北村 孝委員） 

 ありがとうございます。すみません。 

委員長（三宅良矢議員） 

 よろしいですか、北村委員。 

委員（北村 孝委員） 

 いいです。ありがとうございます。 
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委員長（三宅良矢議員） 

 他に。 

委員（松井匡仁議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 松井委員。 

委員（松井匡仁議員） 

 ２点お伺いします。 

 児童発達支援事業のところで、先ほど１０名とお伺いいたしました。この１０名をちょ

っと分けていただきたいんですけれども、まずは就学前と就学している子どもと、あと医

療を伴う方と伴わない方の４分類をしていただきたいんですけれども、まずは医療を伴っ

た就学後、就学前、医療を伴わない就学後と就学前に分けていただきたいんです。 

地域福祉課（畑中孝昭課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

地域福祉課（畑中孝昭課長） 

 医療を伴う児童の方は今現在、利用者はおられません。 

委員（松井匡仁議員） 

 ゼロ。 

地域福祉課（畑中孝昭課長） 

 はい。で、この決算の中で児童発達の分については、放課後デイサービスと児童発達支

援という事業、２つの事業が入っておりまして、児童発達の１０名は基本的には就学前児

童になります。 

委員（松井匡仁議員） 

 全部、就学前の。 

地域福祉課（畑中孝昭課長） 

 はい。それで、放課後デイサービスが、小学校から高校までの間で可能だということに

なっております。 

委員（松井匡仁議員） 

 分かりました。先ほど２か所とおっしゃっていらっしゃったのが、私、三ヶ山は何かあ

ったと。 

地域福祉課（畑中孝昭課長） 

 あともう１か所、児童発達支援のほうは２か所で、放課後デイサービスは、ご利用者さ

んが全体で３６か所の事業所、他市も含めて使っております。 
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委員（松井匡仁議員） 

 すみません、三ヶ山となりましたら、ほぼ皆さん医療を伴う方が多いんじゃないかと。 

地域福祉課（畑中孝昭課長） 

 医療のない部分もございまして。 

委員（松井匡仁議員） 

 分かりました。じゃあ、１０名全員が医療を伴わない就学前のお子さんやということで

すね。 

地域福祉課（畑中孝昭課長） 

 そうなります。 

委員（松井匡仁議員） 

 分かりました。ありがとうございます。 

地域福祉課（畑中孝昭課長） 

 よろしくお願いします。 

委員（松井匡仁議員） 

 委員長、もう一つすみません。 

委員長（三宅良矢議員） 

 どうぞ。 

委員（松井匡仁議員） 

 石栗課長にお伺いしたいんですけれども、今、是枝委員のほうから保育園の先生のお話

があったんですけれども、来年度以降、東の保育園、幼稚園は一緒になりまして、こども

園になろうかと思うんですけれども、こども園になった際に幼稚園の先生、保育園の先

生、これは余ってくるんでしょうか足らないんでしょうか。余ってくるといったら変な言

い方ですね。 

教育部（二重幸生部長） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 部長。 

教育部（二重幸生部長） 

 こども園になった場合、まず子育て支援センターというのを建設しないといけないので

すね。そうなってきた場合、今は幼稚園、保育所ですので、そういったものはないんです

けども、まずそれをつくらないといけないというところになってきますので、ぶっちゃけ

人数でいいますと、逆に下手したら足れへんようになる可能性もあるというふうには考え

ています。 

委員（松井匡仁議員） 

 保育士さんも両方。 
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教育部（二重幸生部長） 

 ですので、今の時点ではまだ足り苦しいような現状であるというのが現状でございま

す。 

委員（松井匡仁議員） 

 分かりました。足らなくなるんであれば先に雇ってもいいかなと思うんですけれども、

実際余ってくるんであれば、ほんまのこと言うたら今の待機児童のためにちょっと雇うと

いうのもあれやと思いましたのでお伺いしました。ありがとうございました。すみませ

ん。 

委員長（三宅良矢議員） 

 よろしいでしょうか。 

 他に、ございませんでしょうか。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 ２点。７６ページのところの給食費の補助金ということで、令和元年度の４月から忠岡

町独自施策で給食費の無償化というところをされた、多分その金額でしょうか。独自施策

の分についての決算というのはお幾らでしょうか。このままでいいんですか。５７７万

８，３６０円でよろしいでしょうか。 

教育部（二重幸生部長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 二重部長。 

教育部（二重幸生部長） 

 これはあくまでも保育所に係る部分でございますので、幼稚園費のほうでも同じような

のがありまして、１２４ページ。 

委員（是枝綾子議員） 

 先ですね。では、またそっちのほうで。 

教育部（二重幸生部長） 

 ございますので。 

委員（是枝綾子議員） 

 あした、合計金額でということで、またお聞きいたします。分かりました。はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 
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委員（是枝綾子議員） 

 すごく給食費の補助というところで、やはり毎月の積み重ねというのがあるので、本当

に無償化というのは先行してやっていただいてありがたいなと思いまして、国のほうが３

歳児以上とか、あと非課税の産後のお子さんというところはされてるけれども、もうちょ

っと宣伝しておけばよかったですけど、忠岡町独自でやりましたよというところでね。分

かりました。 

 あと、子どもの貧困対策というふうなところをお聞きするのは、ここでなんでしょうか

ね。入ってくる分については貧困対策の分の中、そういう交付金というかあったんですけ

ど、出るところではどこに出ていらっしゃるのかというたら教育のほうですか、ほとん

ど。それともここで出てるようなとこ、あるでしょうか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 部長、いけますか。ほかの課で全体的にまたがるようでしたら総括質疑のほうでしてい

ただければ。 

委員（是枝綾子議員） 

 総括のほうでさせていただきます。 

委員長（三宅良矢議員） 

 そちらのほうでよろしいですか。どうしましょう。 

委員（是枝綾子議員） 

 総括で。 

教育部（二重幸生部長） 

 すみません。 

委員長（三宅良矢議員） 

 一旦、時間がかかりそうなんで、是枝委員、すみません、明日の学校関係か総括のとき

にでも。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。 

委員長（三宅良矢議員） 

 ということで、事前にまた、これ終了後でもまたお伝えいただいて。要旨等ですね。話

の要旨等をお伝えいただけますか。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい、分かりました。 

委員長（三宅良矢議員） 

 それでは、理事側についてもそれでよろしいでしょうか。すみません、理事側の皆様に

おいてもそれでよろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 



155 

 

委員長（三宅良矢議員） 

 進めさせていただきたいと思います。是枝委員、続けてどうぞ。 

委員（是枝綾子議員） 

 すみません。こども食堂の開設運営費補助金ということで、丸々１２カ月出ているとい

うのはこの年度からだと思うんですけれども、１か所ということで、非常に好評というこ

とで、忠岡小学校区のほうでもしてほしいというお声もありますので、またそういった忠

岡小学校区のほうでも、できたら開設に向けて、町のほうもご努力いただきたいと思いま

すが、いかがでしょうか。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 谷野課長。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 ボランティアの方がちょっと行っていただいておりますので、ボランティア団体の方で

ご希望される方がございましたら、また協議させていただきまして、検討のほうをさせて

いただきたいなと考えているところでございます。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 社会福祉協議会とのお話もあるかと思います。ボランティア団体だけでもなかなかちょ

っと、できるところまであるかなというところがあるので、社協のほうともよく協議して

いただいて、ぜひ開設に向けてご努力いただきたいと思いますので、よろしくお願いしま

す。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 谷野課長。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 先ほどの子ども貧困対策の支出の分ですけれども、教育委員会のほうのスクールカウン

セラーの人件費を２分の１補助を頂いていますので、支出につきましてはスクールカウン

セラーの人件費という形になりますので、教育費。 

委員（是枝綾子議員） 

 教育費のほうですか。ではまたあした教育費のほうでお聞きしたいと思います。ありが

とうございます。 

委員長（三宅良矢議員） 
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 他に、ございますでしょうか。 

委員（松井匡仁議員） 

 すみません。 

委員長（三宅良矢議員） 

 松井委員。 

委員（松井匡仁議員） 

 先ほどの児童発達支援のところで、もう一つだけ教えてください。１０名で、これ１億

１，６００万円の費用が出ているんですけれども、これもその通所にかかっている費用、

１０名分と考えてよろしいでしょうか。ざっくり割ると１人頭１，１６０万円という考え

方でよろしいでしょうか。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 委員長、すみません。 

委員長（三宅良矢議員） 

 谷野課長。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 今の件なんですけども、支給決定しているのが１０名ということで、件数的には年間１

２８件の利用で、日数的には１，６６９日という形になっております。 

委員（松井匡仁議員） 

 分かりました。ただ、その１０名にかかっている費用が１億１，６００万円ということ

ですかね。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 そうです。支給決定、１０名していますので、そういった形になります。 

委員（松井匡仁議員） 

 分かりました。ありがとうございます。 

委員長（三宅良矢議員） 

 他に、ないですか。 

 （な  し） 

委員長（三宅良矢議員） 

 ないようですので、質疑を終結いたします。 

 

委員長（三宅良矢議員） 

 次に、８１ページから９０ページの第４款 衛生費につきまして、担当課の説明を求め

ますが、一旦席を交代します。 

 よろしいですか。次に、８１ページから９０ページの第４款 衛生費、並びに１３７ペ

ージの第１３款第１項厚生労働施設災害復旧費（クリーンセンターを含む）につきまし



157 

 

て、担当課の説明を求めます。 

（担当課：説明） 

委員長（三宅良矢議員） 

 説明は、以上のとおりです。 

 ご質疑をお受けいたします。ご質疑ございませんか。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 ８４ページの辺りの住民健診のところとかなんですけれども、日曜日の健診とかを増や

してほしいとずっと要望させていただいてるんですけれども、なかなか予算や健診車の都

合がつかないというところで、ちょっと難しいとあるんですけれども、健診の受診率とい

うところは今、この年度はどこまでいっていて、一応忠岡町はどこを目標にされていらっ

しゃるのかというところで、パーセントですね、健診の受診率。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 谷野課長。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 日曜健診なんですけれども、昨年は春・夏、冬に１回ずつ日曜健診を行っております。

予約枠の達成の状況でございますけれども、日常の健診もございますけれども、春・夏に

おきましても冬におきましても、空いている健診がある状況でございますので、今後、各

健診の達成状況とか平日の健診の実施の状況とかも確認しながら健診を行って、状況によ

り日曜健診を増やすのかどうか、当然予算も、過密になってくる部分もございます。当然

健診車も予約状況とかを確認した上でということになりますので、状況を見ながら検討し

ていきたいなと考えているところでございます。 

 受診率につきましては、近隣の１２市町の状況を見ておりますと、胃がんであるとか女

性の乳がん、子宮がんにつきましては、令和元年度の実施率でいきますと１２団体中、上

から４番目という形で、ある程度受診をしていただけてるのかなという部分がございま

す。ただ、大腸と肺につきましては、大腸につきましては１２団体中９番、１２団体中７

番という形で、この辺につきましてはちょっと受診率を上げるに向けて啓発していきたい

なと考えているところでございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 
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委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 一応、がん健診のほうがちょっとそのものによって、割と受診される方が多いところと

少ないところとあるということで、大腸がんって結構、非常に多いですね。大腸がんね。

これ、９番目ということで、受診率でいえば大腸がんは何％になるんでしょうかね。すみ

ません。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 大阪府から頂いている速報値で、出し方としましては、まず今年度の受診者数、今年度

というのは元年度ですけれども、の受診者数足す前年３０年度の受診者数から、２年連続

受診者数を引きまして、今年度の対象者、元年度の対象者を割るという形の出し方でいき

ますと、大腸がんにつきましては忠岡は１１．６％という形の受診率になっております。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 １１．６％ということで、目標としては何％まで引き上げていこうという問題を持っ

て。ありますよね、目標値。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 受診率におきましては、確かに年齢、大腸でいったら４０歳以上。ただ、この出し方も

いろいろとございまして、企業の方で受けている方もございますし、実際人間ドッグでや

られている方もございます。なので、実際どういう形まで持っていけるかという部分はあ

るかと思いますけれども、一番高いところでいうたら４０％の後半ぐらいの受診率を上げ

ている町もございます。平均して１５％はどんな団体でも、大腸におきましては受診され

ている分がございますので、その辺につきましては便潜血になりますので、キットをお出

ししてという形になりますので、お渡しして、各健診のときに持ってきていただくような
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形になりますので、その辺、啓発していきたいなと考えているところでございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 ぜひ、受診率を引き上げるためにということでご努力いただきたいということと、あと

日曜健診については、まだ空いている日にちが、全部埋まっているわけでないということ

なので、結構埋まってきたなという、そういった状況がなければなかなか難しいというこ

となんですね。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 谷野部長。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 そうですね。また、土曜日におきましては府中クリニックであるとか、今年度からです

けど、大阪府の循環器病予防センターのほうにおきましても、土曜日に健診していただい

ている医療機関が２か所ございますので、どうしても日曜日という方につきましては年２

回の日曜日に受けていただく。土曜日でも可能な方につきましてはその辺をご案内させて

いただいている状況でございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 啓発にも努力いただいて受診率を引き上げていただいて、早期発見、早期治療をしてい

ただけるようにということでお願いいたします。 

 すみません、８６ページの駐車場用地等借上料というところで、これは多分浜霊園の近

くのあの駐車場用地の借上料でよろしかったでしょうか。 

住民課（春日正人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 春日課長。 

住民課（春日正人課長） 

 今、浜霊園の駐車場と斎場の駐車場と、あと斎場の横に西交番という交番があるんです
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けれども、その横に細い路地がございまして、そこの塀まで、道路からの間の借上料、３

か所になります。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 ３か所ということですけれども、実は浜霊園のところの近くの駐車場ですね。あそこは

ちょっと止めている車が少ないので、年中ずっと借りる必要があるんだろうかというとこ

ろで、需要があまりないところでないかと。借りていらっしゃるんやったら、ちょっとで

もその借上料をやめたらお金も出てくるしということで、ちょっと以前から言わしていた

だいてるんですけども。 

 ちょうどお彼岸がこの間ありまして、お彼岸の最中にちょっと見に行っていただいたん

ですけれども、ほとんど止まっていないというね、その借りたところは。浜霊園のところ

の、そこに１２～１３台止めれるぐらいのスペースがあるので、そこで事足りているとい

う状況で、浜霊園に人がいないけれども、ここの離れた借りている駐車場には２台ぐらい

止まっていたとか、全然関係ない車だというふうな、そういう状態で、お彼岸の中日の辺

で見に行っていただいたらそういう状態であったと。だから霊園のところの駐車場がいっ

ぱいになることというのは少ない、なかったというところなんです。９時で３台しか浜霊

園のところに止まってないし、１０時でも６～７台とか、お昼からもゼロと、そういう状

況であったということですね。ちょっと借りる必要もないんではないかということなんで

すけれども、もう返却してもいいんじゃないでしょうか。どれだけ浮きますかね、返却し

たら、そこを。 

住民課（春日正人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 春日課長。 

住民課（春日正人課長） 

 今お借りしている１年間の年間の借上料は、約２９万でございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 必要がなければ返却してもいいんではないかと思いますが、いかがでしょうか。 

住民課（春日正人課長） 

 そうですね。また、今おっしゃられるように、お彼岸のときも少ないということです

が、正月、お盆のシーズンとか、私、お盆のシーズンに１回見に行ったことがあるんです

けれども、まずまず使用されてるような感じでしたので、そこのところではやはり必要で
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あるのではないかというふうには考えております。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 お盆のときだけのためにずっと年間借りてるというような感じのところなんですね。 

住民課（春日正人課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 春日課長。 

住民課（春日正人課長） 

 言われるように、実態ではそういう形になるとは思いますけれども、やはりそのシーズ

ンだけお借りするというのは、なかなか社会通年上難しいんではないかというふうに考え

ておりますので、できるだけ継続してお借りできればというふうには考えております。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 また、ちょっと状況を見てということで、必要性を見てということで、よろしくお願い

します。 

 あと、すみません。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 ８７ページの公衆トイレの清掃委託料に関連してなんですけれども、これは駅のところ

のトイレの清掃も入っているんでしょうか。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 藤原課長。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 駅前のトイレと、高月の三角公園のトイレです。 

委員（是枝綾子議員） 
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 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 高月の三角公園のほうはちょっと見てないんですけれども、駅のほうの公衆トイレでト

イレットペーパーを設置してほしいという、ちょっとご要望が、お声がありまして、トイ

レットペーパーの設置はちょっと難しいでしょうか。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 藤原課長。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 私自身、公衆トイレのほうを確認したことがないんで、一度確認させていただきます。 

委員（是枝綾子議員） 

 よろしくお願いします。続けていいですか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい、どうぞ。 

委員（是枝綾子議員） 

 そしたら、８８ページのところからですが、清掃総務費の委託料に関してであります。

一般ごみの収集の委託料について、ちょっとずつ上がっているんですけれども、この年度

は何というところで上がっているんでしょうか。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 藤原課長。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 そうですね。一番大きいところは、その他プラの収集の委託料のところが、前年と比べ

るとかなり上がっているというところでございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 すみません。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 一般家庭ごみのほうの７，０００万のほうですね、去年が７，１５０万４，５９２円

で、今年が７，２３７万３，１５０円ということで、１００万弱ですけど上がっている、



163 

 

その根拠というのは何でしょうか。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 藤原課長。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 世帯増に伴うところでございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 それで、この一般家庭ごみの収集の業者が２社あると思うんですけれども、紀州街道か

ら浜側と山側ということで、紀州街道が境界線といいますかね。境界というかエリアとい

うところになっているそうなんですけれども、それに世帯数が増えていると。住宅開発は

やはり午前中も話があって、新築がどんどんと、東の小学校区のほうがどんどんと増えて

きているというところで、世帯が増えているのはそちらのほうだと思います。 

 で、その分け方としてはちょっと世帯数がアンバランスがあるのではないかというふう

に、ちょっと思うんです。で、今後ごみの広域化ということで、今はクリーンセンターが

あそこにあるからいいんですけど、遠くに運ばないといけないとなると、なかなか範囲が

やっぱり広くなって、そんなに距離が遠くなるので、なかなかそんなに行ったり来たりは

頻繁にできなくなってくるであろうと、将来的にはなった際に、ということもあるので、

やはりアンバランスでなく、もう少し２社とも育成をしていくということであるならば、

いや、１社でええというんやったらあれですけど、やはり複数あるというふうに続けてい

こうと思うんでしたら、ちょっと見直しをしたりとかして、きちっとそこは経営が成り立

っていくのかどうか分かりません。成り立っていらっしゃるのかどうか分からないですけ

ど、そういうふうにして、２社とも存続させていくというふうにしていかれるんでしたら

地域の見直し。世帯数が増えているってさっきおっしゃっておられて、増えているのは絶

対東のほうだと思いますので、やはりそういうところもちょっと見ていただいて、その区

域の割り方もまた今後検討をしていくべきでないかと思いますが、いかがでしょうか。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 藤原課長。 

生活環境課（藤原直臣課長） 
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 そうですね。今回の泉北環境の広域というお話の中で、先ほど是枝議員からお話があっ

た業者の育成というところもございます。確かに線路より上のところの地区というのがか

なり住宅が開けてきていて、世帯数に関しても増えてきているのは事実でございます。そ

ういった中で今後、広域の話をしていく中で、行政のほうも一旦ちょっとお話をさせてい

ただいて、枠組みをどうしていくかというのも一度聞いてみようかなというところで検討

していきたいと思っております。 

 以上です。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 よろしくお願いします。 

 あと、粗大ごみの収集委託や、粗大ごみの関係で、一般持ち込みについてなんですけれ

ども、よく他市の方が持ってこられたと、忠岡町の住民の名前をかたってというふうな、

そういうお話を聞いたり、実際にもそういうケースはあるんでしょうか。ちょっと聞いて

ませんか、報告は。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 藤原課長。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 そうですね。クリーンセンターのほうに直接持ち込みというところで、確かに業者のほ

うが来られたり、忠岡の住所をかたって来られるというふうなことは聞いたことはありま

す。ただ、その場合はうちのクリーンセンターの窓口のほうで追い返してるということも

聞いております。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 他市の住民や他市の企業、事業系のごみが持ち込まれるということがあるので、以前に

監視カメラをつけてもらいたいという、複数の議員のほうからも委員会でも要望があっ

て、忠岡町も「つけます」ということになったんですが、いろいろちょっと、何かほかの

ことがあって、それがちょっとつけれなかったというままになっておりますので、監視カ
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メラも必要でないかということで、その設置についてはどのようにお考えでしょうか。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 藤原課長。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 先ほど窓口のほうで追い返しているというところで、私自身は監視カメラまでというの

は考えてございません。やはり窓口に来て、実際に話を聞かしていただいて、何とかして

帰っていただくというやり方を取っていますので、それで行こうと思っております。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 窓口できちっと対応していただいているというのは分かるので、それでいいんですけれ

ども、その方がいらっしゃらないときとか、受付のね、とか、そういう分からない時間帯

とかに持ち込まれるというふうな、勝手にこっそりとね。窓口に来ればいいですけども、

勝手にこっそり来てないだろうかということで、忠岡のごみが全然減ってないやないかと

いうふうなことからそういう話が出てきたので、やはりきちっと忠岡の登録している業者

しか一応持ち込めないですよね。企業、事業系のごみというのは登録している持込みの。

そういった、そこの車かどうかというふうなナンバーも確認できるように、後で検証もし

ていただいて、「あっ、これは違う車や」というふうなことをチェックするということ

も、チェックが大事かなと思いますので。監視カメラをつけたからいうて、持ってくる、

勝手に持込みということがなくなるというわけでないんですけども、やはりきちっと検証

するというかね、いうことも必要でないかと思いますが、いかがでしょうか。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 藤原課長。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 検証という意味では、確かに事業の効率化とか、そういった中では大事かなと思ってお

ります。ただ、その検証の仕方で、その車を見たときに実際それが他市かどうかというの

はなかなか分かりにくいところもございますので、やはり窓口で聞いてみて、車がただ和

泉ナンバーと違うかったとしても、やはりいろんなケースがございますので、なかなか検

証もその意味では難しいのかなと。やっぱり窓口対応でしていくのが一番いいと考えてお
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ります。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。窓口で対応していただくのが一番確実なんですけれども、その方がお休

みだとか、いてないで、たまたま何かほかの用事をして窓口にいないときにこっそり入る

ということがないだろうかというふうな、そういった心配があるということで、当時そう

いう議論で、そういう監視カメラをつけましょうということで、一応予算化もされたこと

があったかと思うんですけれども。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 委員長、すみません。 

委員長（三宅良矢議員） 

 藤原課長。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 窓口をされているのは女性の方１人ではなく、もちろんトイレ休憩云々のときには代わ

りの者がいてはります。で、こそっと行くとしても、後で見回りというか、裏のほうでや

ってますので、すぐに見れますんで、まず、受付を通さないという車が勝手に下でおろす

というのは考えられないというふうに我々は思っております。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 これ以上言うてもあれですけども、どことも、熊取もそうですけれども、どこともちゃ

んと監視カメラで、きちっと登録したところで、ちゃんとやっていらっしゃるので、カー

ドまで作ったりとかいろいろきっちりチェックしてるので、忠岡町、いつまでそこのクリ

ーンセンターがあるかちょっと分かりませんけれども、そういうチェックも今後きちっと

必要ではないかと、監視カメラというのが必要ではないかということはちょっと要望して

おきます。 

 いいですか、すみません。 

委員長（三宅良矢議員） 

 どうぞ。 

委員（是枝綾子議員） 

 そしたら、し尿及び浄化槽汚泥処理負担金の２，４６７万９，０００円ということで、

これは泉大津に持っていってる分ということで、これは広域というんですかね、委託とし
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てどの程度、単独でやっているときの修理代とかいろいろかかっている費用と、今回こう

いうふうに委託をしたということで、どの程度効果額があったでしょうか。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 藤原課長。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 昨年度と比較するとあまり変わってないんですが、忠岡が直営でやっているときです

ね。そのときにはたしか３，０００万円以上かかったと。修理があれば５，０００万以上

かかったという経緯は聞いております。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。一応、直営のときで運転管理の委託料的なもので３，０００万円で、修

理で２，０００万で５，０００万と今おっしゃったんですが、そういう内訳でよろしいで

しょうか。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 藤原課長。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 はい、そのとおりです。 

委員（是枝綾子議員） 

 ということで。はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 かなり効果額が出ているというところで、よく分かりました。 

 あと、いいですか。ほかの方、言いはるかなと思って。 

委員長（三宅良矢議員） 

 続けてやるんやったら、テンポよくやっていただきたい。 

委員（是枝綾子議員） 

 あと、クリーンセンター費の、クリーンセンター整備運営管理委託料の２億９，９７５

万円についてということなんですけれども、これは当初の予算のときにも私たちは反対を

いたしました。運転管理と修理費と分けるべきだということで、ということなんですけれ

ども、これは１０年の包括のときには入っていたけども、今回は外したというのが電気代

とか、それは入っているんですかね。その辺りをちょっと、電気代とかその辺りはこの年
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度はどっちが持ったのでしょうか。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 藤原課長。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 この単年度のときは電気代とかは外しております。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 ということは、その上の需用費のところの電気使用料と上水道使用料、これが忠岡町持

ちということになったということですね。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 藤原課長。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 そのとおりでございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 ということで、それを足したらということで、２億９，９００万で、「ああ、安くなっ

たな」というふうに思われるかもしれないけども、実はこれも入ってくるんだよというこ

とになっているということですね。分かりました。 

 あと、９０ページのところでクリーンセンターのね、これは長期包括の整備運営の事業

の精算負担金と、あと賠償金のほうの精算金、これを合わせていつも１，０００万円以

上、ここのところ毎年のように払ってきたということで、結局この１０年間でこの精算金

ですね、賠償金の精算金と合わせてどの程度追加で負担してきたかということは分かりま

すでしょうか。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 委員長。 
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委員長（三宅良矢議員） 

 藤原課長。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 これは両方足してということですか、それとも別々に。 

委員（是枝綾子議員） 

 いや、両方足しても。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 足してですか。委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 藤原課長。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 約５，０００万のうちの支払いということになります。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 １０年という長いというところで、いろんなことが起こってくると。予測できなかった

ことで、５，０００万円を追加で支払ってきたということで、年間１，０００万ぐらいで

すか。ここ大体年間１，０００万ずつぐらいの。５，０００万と５年以内でということで

すね。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員、よろしいですか。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 他に。 

委員（北村 孝委員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 北村委員。 

委員（北村 孝委員） 

 ８４ページ、予防接種委託料ですけど、当然、中にインフルエンザ等の接種もあるわけ

で、大阪府ではまだ議決されてないのか、大阪府独自で６５歳以上の人を無料、それで６

０歳から６５歳までか６４歳までか、疾患を持っている方と、それもコロナの関係でそう
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いうふうな施策といいますか、事業を始めるんです。これは単年度で、たしかというよう

なあれがあるんですけど、単年度でやっていくと思うんですけども、いわゆる１３歳ま

で、このインフルエンザというのは、前にも私、質問させてもらったことがあるんで、２

回がいいんではないかということで、普通大体、お医者さん、病院によるでしょうが、

３，０００円から３，５００円ぐらいしているんですよね。この辺で単年度でもいいか

ら、１回分ぐらいは補助できませんかというお話なんです。そのことについてどうお考

え。してもらえるようなあれが検討課題の１つになるのかどうか、全く駄目なのか。かな

り前の質問からしたら、私、かなり譲った形でさせてもろてると思うんですけど。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 谷野課長。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 今、議員おっしゃる子どもの予防接種の分につきましては、地方創生の２次補正のほう

で、近隣の団体のほうにおきましても、直接年齢はまちまちでありますけれども、小学校

２年生までであるとか高校３年生までとか、回数もまちまちでございますけれども、本町

におきましては定額の給付金事業という形で、住民さんお１人当たり５，０００円という

形の給付金を支給していく予定をしておりますので、その分につきましては感染症予防の

対策という形の目的に使っていただきたいという形の給付金ということもございますの

で、子どものインフルエンザの予防接種を希望の方につきましては、この給付金を活用い

ただいて受けていただきたいというふうに考えているところでございます。 

委員（北村 孝委員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 北村委員。 

委員（北村 孝委員） 

 そのため５，０００円給付するんではないけども、その５，０００円を給付するから、

それに充てていただいてもいいですよという考え方ですよね。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 おっしゃるとおりでございます。 

委員（北村 孝委員） 
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 一部報道にもよりますけど、コロナの関係でみんなマスクを常にしはるんで、感染も何

かちょっと抑えられているような、インフルエンザについてはどうもそういうふうな情報

も報道もされておりますけども、逆にコロナもあるから、今まであまり接種しなかった人

がやって接種率が高くなる。当然そのほうがいいんですけども、そうしたこともあるん

で、その５，０００円云々の給付金も当然、そういう考え方もできるんでしょうけども、

この際、単年度で大体１３、さっきも言いましたけど、１３歳未満の方に２回接種の分

を、１回は接種するのを助成するということをやってもいいんではないかと思いますの

で、課長からご回答を頂きましたけど、あまりよしとはしないというところで、分かりま

した。 

 それと、これはまだこれから先のことですけども、この間、４日の日に公表されて、秋

から、これも当然インフルエンザとコロナの関係で、よく似た症状が出るということで、

住民の皆さんがよく聞くんですね。忠岡でもクラスターが出たとか、いろいろそういうこ

ともありますので、この流れ、受診の流れというんですかね、果たして自分がなった、今

までやったら帰国のそういう保険とかありますけど、この間発表されたのは、かかりつけ

の病院等でやって、そこで対応できるものはそこでやってもらってみたいな話があるんで

すけど、これはしっかりと発表になって、これからそういう流れをきちっと絵か何かであ

れされてるんですけど、広報にも載せていただくのもいいんですけど、あと、ホームペー

ジもあるからそこから見てよということもあるんやけど、実際現場ではスマホとかパソコ

ンしはらへん。特に高齢者の方なんかは、中には私らより達者な人もいてはりますけど、

なかなか見ない。広報もやっぱり見ない人もおるんですね。 

 １つの例としては、給付金とかいろいろコロナのときでありましたよ。事業継承で。そ

ういうところで、政党によったら各家に配布、各戸個別配布されてるんです。それを結

構、皆さん冷蔵庫のところに貼ったりしてるんですよ。ということは、やっぱり別刷りみ

たいな形できちっとそういう流れが、あれやったら広報の間にでも一緒に配布されてはと

思うんです。 

 なかなか便利なものでそういう、先ほども言いましたけど、ホームページとか見ていた

だいたらいいですよと言うんやけど、なかなかそんなんも見ないし、逆にそういう別刷り

であれば、何かなという形できちっと、そういうふうに置かれてますので。特にその辺の

情報がないという不安が、住民の方に非常によく聞くんです。私らも回答に困るんでね。

忠岡だけ別にそんな遅れてるわけでも何でもないしということで、その辺はよく町のほう

には言っておきますよということで、そういうきちっと、自分が万が一そういう。もうこ

れから特にインフルエンザや風邪やコロナや分からんというようなところで、まずはかか

りつけの病院に電話するという、これはもう決められているみたいなんで、この辺もきち

っと情報として住民の方に周知していくということで、よろしくお願いしたいんですけど

ね。 
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健康こども課（谷野彰俊課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 谷野課長。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 北村議員おっしゃられているインフルエンザとコロナが、これからインフルエンザの時

期になりますので、同じ時期に同じように感染するというリスクもございます。今現在、

泉大津医師会と和泉保健所、泉大津市、忠岡町のほうで、このＰＣＲ検査をどうやってい

くんだとか、その辺の今ちょっと検討している状況でございます。 

 今議員おっしゃる、別で同時配布という形で、今後のコロナ、インフルエンザの受診、

検査という形の部分につきましては検討していきたいなと。そういう形でチャレンジする

ことによって徹底するように、リスクという部分もあるかと思いますので、その辺ちょっ

と検討していきたいなというふうに考えています。 

委員（北村 孝委員） 

 委員長。 

 よろしくお願いしておきます。とりあえず、本当に不安で、クラスターが出たと言った

ら、「どこや、どこや」とか。「どこやと言われて、あんた、そんなん聞いて、そこの

前、通らへんのか」という、こんな話も私は個人的に思うんやけど、そうじゃなくて、結

局情報がないことに不安があるということで、しっかりその辺、情報提供していっていた

だきたいなということで思いますので、よろしくお願いします。 

委員長（三宅良矢議員） 

 他に。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 是枝委員。 

委員（是枝綾子議員） 

 すみません。２つありまして、今北村議員もおっしゃられたように、皆さん不安に思っ

ていらっしゃるということで、ふだんから病院にかかっている人はかかりつけ医があるん

ですけど、あまりかかっていない方は、どこに行っていいか分からないというところもあ

るというところで、相談窓口というところも一緒にお知らせをしていただきたいです。 

忠岡町が相談窓口になってくれるのか。「いや、ここへかけてください」ということなの

かということによっても、大分違うと思うんですよね。 

 忠岡町の保健センターのところが相談窓口ですよというんだったら、そこに聞けるし、

保健師が増えてますのでね。６名に増えてて、「あっ、４人から６人に増えてる」という
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ふうに思ったので、そこで対応していただけるのか。保健所はもうかけないほうがいいと

思うので、今こんな大変な状況なので、そういう相談窓口、忠岡町は開設というか、あり

ますかね。公表というか住民には言うてはるんでしょうか。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 谷野課長。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 相談窓口としましては、感染症対策なので保健センターのほうでも、何かございました

ら相談は当然保健師のほうがさせていただくんですけれども、先ほどの北村議員がおっし

ゃられた広報と同時配布という部分につきましても、相談先、連絡先につきましては同じ

ように行っていきたいなというふうに考えております。 

 先ほど、すみません、６名の保健師という分なんですけれども、これは６名、僕も含め

て職員６名で、管理栄養士もございます。保健師につきましては４人です。そんな形で

す。 

委員（是枝綾子議員） 

 すみません。分かりました。はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 どうぞ。 

委員（是枝綾子議員） 

 相談窓口も一緒にちょっと寄せていただいて、困ったらそこにかけたらいいって。やっ

ぱり不安を解消するにはまず相談するというところが一番大事だと思いますので、よろし

くお願いします。 

 あと、ＰＣＲ検査も医師会と、あちこちの市と医師会等で、和泉市とかいろいろ協定、

泉大津のほうもちゃんと協定をされていくと。されたか、されていくという状況もありま

して、忠岡町も一応そういう医師会とお話しされて、ＰＣＲ検査どうするんやという、そ

ういう協定とかを今後結んでいかれるということなんでしょうか。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 谷野課長。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 今、まさにその打合せというか協議をしているところでございまして、今後そういう形

で進んでいくんかなというふうに思っております。 

委員（是枝綾子議員） 
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 分かりました。はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 そしたらＰＣＲ検査についても、この忠岡町内の医療機関等でもできる方向かもしれな

いということで期待していいんでしょうか。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 医療機関で行っていただいている、実際泉大津の医院もございます。なかなか入り口が

１か所で、動線が確保できないということもございますので、抗体機能、ＰＣＲ検査の方

をどこかで回収場所というふうな形のことを設けて、検査機関のほうへ提出するというよ

うな形の方向も含めて、どちらも並行して行っていけるような形で今検討したいと、協議

している最中でございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。ぜひ早く実現できるようにお願いいたします。 

  すみません。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 もう１件、すみません。８４ページの風しん追加的対策抗体検査委託料に関してなんで

すけれども、対象になっている男性の方にはお知らせが来ているということで、皆さん受

診されていらっしゃるんでしょうか。抗体検査の受診率というのはどうでしょうか。 

委員長（三宅良矢議員） 

 課長。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 令和元年度の抗体検査の受診率でございますけども、昭和３７年４月２日のお生まれか

ら５４年４月１日までの全対象者で、対象者が２，１９３人で抗体検査の数が１９５、抗

体検査率が８．９％という形になっております。 

委員（是枝綾子議員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 
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委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。まだまだ受けておられない方がたくさんいらっしゃるということで、そ

ういったまだ受けておられない方には、再度お知らせとかは行くんでしょうか。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 令和元年度におきましては、無料のクーポンを交付した方につきましては、昭和４７年

の４月２日から５４年の４月１日生まれの方、この方については９３４人中、抗体検査を

受けられた方は１７２人で、１８．４％。実際この追加的対策の該当する年齢の方につき

ましては、先ほど申し上げさせていただいたとおりでございます。本年度におきまして

は、令和２年度におきましては、令和元年度の未実施者プラス令和元年度に無料クーポン

を送ってないほかの年齢の方につきましては、同様に無料クーポンを送付しているところ

でございます。 

委員（是枝綾子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（是枝綾子議員） 

 分かりました。未受診者の方にも再度お知らせを出していただいているということで、

検査を受けるようにということで。分かりました。引き続きよろしくお願いします。 

委員長（三宅良矢議員） 

 他に、ございますでしょうか。 

委員（松井匡仁議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 松井委員。 

委員（松井匡仁議員） 

 すみません、２つだけ質問させてください。 

 特定健診におけるがん検診ですね。この助成なんですけれども、線虫検査、これは自治

体によっては取り入れているところもあると思うんですけれども、忠岡町も推奨するとい

うお考えはありますでしょうか。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 委員長。 
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委員長（三宅良矢議員） 

 谷野課長。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 線虫の検査につきましては、がんの存在を発見する大変有用であり、がんの部位や大き

さなどを特定するものではないというところから、がん検診の早期発見のための１次スク

リーニング検査と言われている検査でございます。 

 本町の行っているがん検診におきましては、国が定めたがん予防重点健康教育及びがん

検診実施のための指針に基づいて行っております。線虫を取り入れるにおきましては、ま

ず厚労省のほうの認可があれば、国ががん検診で位置づけるということにもなるかと思い

ますので、そうなった場合におきましては当然取り入れるという形にはなりますけれど

も、今現状でしたら同じ考え方におきまして、一部助成等におきましても、ちょっと現状

では考えておりませんので、どうぞご理解のほどよろしくお願いいたします。 

委員（松井匡仁議員） 

 ありがとうございました。 

 もう１点、ごみ袋です。埼玉県の北本市、私も勉強不足ですみません、のほうでスーパ

ーの有料レジ袋を自治体のごみ袋として販売しているそうなんです。これをちょっと一遍

考えてみてはということなんですが。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 藤原課長。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 今言われている埼玉県のところはちょっと調べておりませんので、今後調べてみて、本

町に合うかどうか検討してまいりたいと思います。 

委員（松井匡仁議員） 

 ありがとうございました。以上です。 

委員長（三宅良矢議員） 

 他に。 

委員（前川和也議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 前川副委員長。 

委員（前川和也議員） 

 私から１点、８５ページなんですね。不妊治療の助成制度なんですけども、これは私、

昨年も、私自身興味あることで質問させていただきました。新しい総理大臣の菅総理も非



177 

 

常にこれには取り組まれるということで、国庫の支出からも今後あるんかなというふうに

思っているんですけれども、昨年は１５組、平成３０年度が１５組、令和元年度が１２

組、助成を受けられたということなんですけども、この不妊治療というのは本当に難しい

治療でして、継続して受けられているという方もおられると思うんですよね。その継続、

ずっと悩まれて継続されている組数と、あと、うまいこといったと言われる方の組数、分

かれば教えていただけませんでしょうか。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 谷野課長。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 令和元年度におきましては７組のご夫婦が不妊治療の助成申請がございました。その７

組におきましては、７組中５組が２回目の不妊治療をされているという結果がございま

す。７組のうち実際、以前の３０年度におきまして不妊治療された方が元年度に出産まで

行かれたという方もございます。元年度に不妊治療を受けられた方で出産された方は３

組、妊娠された方は１組いらっしゃぃます。 

委員長（三宅良矢議員） 

 他に、ございませんか。 

委員（北村 孝委員） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 北村委員。 

委員（北村 孝委員） 

 今も前川委員からありましたが、私もこれまで何回かこの件で質問させていただいて、

部長が府の助成に上乗せして忠岡町もやっていただいた。これは私も１人の女性から相談

を受けまして、今日まで何回か質問させていただいて、今回、国のほうで菅首相が全面的

に無料でやっていくということで、あとは、それまでは経過措置として助成金、助成を増

額していくというようなこともありましたんで、しっかり、もっとこの、今７組を入れて

もっと潜在的な人がいてはると思うんですよ。結局高いから、顕微とかいろんなんがね。

その辺はもうちょっと、そういうふうに国がなると大きく拡大していくのかなと。まし

て、高齢化、少子化の中で、人口減少化の中で、この辺やっぱりしっかり力を入れる。国

もやはりそのことを思ってやってはるんやと思うんで、しっかり町もこの辺取り組んでい

っていただくように重ねてお願いしておきます。 

委員長（三宅良矢議員） 

 答弁はよろしいですか。 
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委員（北村 孝委員） 

 いいです。 

委員長（三宅良矢議員） 

 他に。勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 ８５ページの看護高専の運営負担金なんですけど、忠岡に看護の高専ってありましたっ

け。どういうお金ですか。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 谷野課長。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 この分につきましては、泉大津医師会に学校がございまして、そちらに助成していると

いう形でございます。 

委員（勝元由佳子議員） 

 泉大津の医師会の中の看護のということなんですか。保健センターか何かたしか、あそ

こに負担してるということですか。じゃないですか。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 谷野課長。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

 泉大津市の保健センターの中に医師会の事務局もありますし、その看護学校という形で

来られている方もいらっしゃいます。 

委員長（三宅良矢議員） 

 東部長。 

健康福祉部（東 祥子部長） 

 泉大津市医師会はご存じやと思いますけれども、忠岡町と泉大津とで泉大津市医師会と

いう形で、本町も所属しております。本町の開業されている先生方が所属されているとい

うところでございまして、そこで、その泉大津市医師会が持っておる看護学校、看護高等

専修学校というのがございますので、そちらのほうに本町が運営負担金として支出してお

るものでございます。 

委員（勝元由佳子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 
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 勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 分かりました。ありがとうございます。 

 あと８７ページの、先ほども出た公衆トイレの清掃委託料なんですけど、これはどうい

う発注内容というか、どういう頻度でやってもらっているかという、そこら辺。例えば週

に何回やったりとか、分かりますか。どのぐらいの頻度でやってもらうことになっている

のか。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 藤原課長。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 駅前はたしか週５か６ぐらいだと思います。で、三角公園のほうが２から３やったと思

います。 

委員（勝元由佳子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員（勝元由佳子議員） 

 これね、何で聞いたかというと、その頻度が頻繁にあるんであれば委託でもいいと思う

んです。どこに委託しているかをちょっと、入札結果に出てきてないから、「ウン？」っ

て思ったのがあるんですけど、こちらのほうで、町のほうで例えばハローワークとか人材

を募集するとかやったらあかんのかというのが一個あったんです。委託せないかんのかと

いうのが１点あったんですけども、そこら辺どうなんですか。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 藤原課長。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 うちはシルバーのほうに委託しておりまして、時間単価を掛けるという形でやっており

ます。金額に現れない分は、多分金額のところで低い金額やったからという、契約のほう

です。 

委員（勝元由佳子議員） 

 分かりました。ありがとうございます。 

委員長（三宅良矢議員） 
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 勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 次に、その下のほうの委託料の公害対策費、自動車騒音等調査業務委託料、これもなん

ですけど、これも入札結果の中になかったような気がしたんですけど、発注、入札してま

したか。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 藤原課長。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 そうですね。４社から見積りを取りまして、その中で最も低いところという形で選定し

ております。 

委員（勝元由佳子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 比較見積りによる随契ですよね。この金額って、入札してたりしてなかったりするんで

すけど、ほかの業務でもね。その入札する、しないの線引きって何になるんですか。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 藤原課長。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 例えば、工事であれば１３０万以上とか、そういったところでなっております。 

委員（勝元由佳子議員） 

 でも、委託でしょう。あれ工事の発注でしょう。小学校の。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 その随契の理由というのはいろいろありまして、このケースにおいては５０万以上。 

委員（勝元由佳子議員） 

 じゃなくて、基本、入札が原則でしょう。入札できない場合に指名競争。一般競争でき

なければ指名、指名ができないときは随契と決まっているからね。それで言ってる３種

類、一般競争、指名競争、随契を好きに選べるんじゃないからなんですけど、ここら辺は

ちょっと総括で聞きます。感じるところは。 

 あと、大水協の負担金のところなんですけど、同じく８７ページですけど、これ、加入



181 

 

されているのは分かるんです。前、これも予算のときに言ったかもしれないですけど、大

津川水系ですね。大津川の流域のところの取組のところでは、鳳土木のほうも同じように

取組もしてるんですけど、生環のほう、忠岡町のほうではそういった大水協でなくても、

ほかの府のほうのやっている取組のほうにも参画をされないのかというのをお聞きしたい

んですけど。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 藤原課長。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 多分以前にも勝元議員のほうからそういうお話がありまして、３市１町でやっておりま

すので、忠岡町だけ参加というのではなく、一旦その大水協のほうにかかっていくという

のが筋かなというふうに思っております。 

委員（勝元由佳子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 多分そこら辺は自治体、多分同じ答えをすると思うんですよ。なので多分、どこかが入

ったらうちは入るってなると思うので、そこは足並みをそろえて同時にセーノで入るの

か、どこか「ああ、ええよ」というところが入るのか、それはもう自治体の判断やと思う

んで、別に鳳土木のほうの大津川の今団体を立ち上げようとしているほうも、お金とか負

担金を取るとかでないですし、費用負担は今のところ発生するものでもないので、それは

全然入って、むしろ教育のほうもそうですし、環境の面でもそうですし、町として取り組

んでいくべきではないかなと思うんです。まだそこは生環だけのあれではないので、一応

考えておいてくださいということで、お願いします。 

 あと、次の８８ページのごみ収集関係の委託料なんです。この目の清掃総務費のとこ

ろ、つまり町内の要はごみ回収の部分ですね。委託料、これついてる。次、クリーンセン

ター費ででも委託料ついてますよね。 

 これ実際、業者さんで言うたら町内のごみ収集業者さんでしょう。予算科目は分かれて

るけれどもね。やっぱり住民側からすると、このごみの業者さんへの委託料はかなり高

い。金、食ってるんです、税金ね。であれば、もう一括というかね。特定の３つ前後の業

者でしょう。であれば、もう全部一括で投げたほうが、それこそこの間全協で東部長がお

っしやっていたあれですけど、まとめて一括でセットで発注したほうが、お金落ちるのは

当たり前の話で、そういう形で委託料の見直しをできないものですかという質問なんで
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す。今すぐでは無理やと思いますけど、今後どうですかというところなんですけど。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 藤原課長。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 ここにいろいろ委託料という形で出てるんですけど、年代の違いとかもあるんです。実

際その他プラであれば２６年の１０月から開始ということで、全てが一緒に行ったわけじ

ゃないんです。それの経緯の違いもありまして、これまではばらばらに委託契約をしてお

ります。我々も本来、収集業者さんが一部事務組合に入っていただければ、そこに発注で

きるんですけど、そういった忠岡の経緯というのも考えていきたいなと思っております。 

委員（勝元由佳子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 一応、経緯というところを忠岡町はよく、歴史があるというところでおっしゃるんです

けど、経緯はあるけれども、やっぱり何よりも経費ですよね。最少の経費で最大の効果を

上げる、そこに尽きるんですよ。 

 これだけここの部分で億単位でお金を食ってるというところが、やっぱり財政的にもっ

たいない。これ、単年度契約でやってはるでしょう。見直しできるわけですよ。長期継続

でやっているわけでもないですし、毎年毎年、更新じゃない、契約書を見直しているんだ

から、年度末になって翌年度どうするかという予算計上していって、ある程度ちょっと改

善を図るようにしていってもらわないと、ずっと今までこれでやってきましたから、経

緯、過去があるからこれでやってますねんは、もう通じないと思いますけどね。 

 やっぱりそこら辺、忠岡町の財政を考えて、削れるところは削っていっていただかない

と、やっぱり住民からも業者さん、見えますでしょう、町内業者さんが。そこら辺の、変

な話ですけど、不満というんですかね。住民サービスはカットされている、なのにここの

ごみの業者さんへの委託料はかなりお金をつぎ込んでいる。で、業者さんもぎりぎりでや

ってるとか、もうこれ、かつかつなんですわというのだったら、住民さんもしゃあないな

というところはあるかもしれないですけども、やっぱりちょっとそういうところもうかが

えるかクエスチョンのところもあったりされると、やっぱり住民感情としたら、税金で業

者を養ってあげてるという感じになってしまうでしょう。高級な車を何台もお持ちやった

りとか、そういうのを見てると、税金で潤ってるんじゃないかとなるので、そこは住民目

線で、業者優先じゃなくて住民のために金を削るというのを徹底していただきたい。一応
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答弁をお願いします。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 委員長。 

委員長（三宅良矢議員） 

 藤原課長。 

生活環境課（藤原直臣課長） 

 経費については我々も切磋琢磨して、財政と交渉しながらやっておるんですけど、逆に

今、こう細かく上げているからこそ、議員並びに我々もこういうのでお金を使っていると

いう意味では分かりやすいのかなと。ただ、それを一本化、さっとやってしまいますと、

逆に何で何ぼ要ってというのが分かりにくくなるというふうに思うんですが、金額につい

ては精査していきたいと思っております。 

委員（勝元由佳子議員） 

 はい。 

委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員。 

委員（勝元由佳子議員） 

 精査はしていっていただいて、で、今おっしゃったように内訳ですよね。分かりにくく

なる。確かにそれはあるんですけど、それは個々に、この業務はこれこれこれで契約書の

中に記載していただいたらいいだけで、発注を一本化するなりしていただいたらいいわけ

でしょう。複数項目、指定管理者でもそうじゃないですか。複数業務を一本で発注してる

でしょう。ああいう感じでこの業務、この業務、この業務を一本で受注してくださいとい

う形でやっていっていただかないと、こんなん、１個１個仕事をつくって、１個１個に予

算がつくというのはやっぱりもったいないということで、お願いします。 

委員長（三宅良矢議員） 

 勝元委員、まだ質問ありますか。 

委員（勝元由佳子議員） 

 いや、そんなに、もうないです。これで。 

委員長（三宅良矢議員） 

 ほかの委員も特段質問はないということですか。分かりました。では、どうぞお願いし

ます。 

委員（勝元由佳子議員） 

 もう今で。 

委員長（三宅良矢議員） 

 他に、ご質疑ありませんか。 

 （な  し） 
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委員長（三宅良矢議員） 

 ないようですので、質疑を終結いたします。 

 

委員長（三宅良矢議員） 

 お諮りいたします。議事の都合により、本日の委員会をとどめ、延会したいと思います

が、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

委員長（三宅良矢議員） 

 異議なしと認め、延会することに決定いたしました。 

 なお、明日１０時より再開いたします。明日は５款より始めますので、よろしくお願い

いたします。 

 委員の皆様、理事者の皆様、お疲れさまでございました。 

（「午後７時１９分」散会） 


